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俺の彼女は飼主マリア様、妹はご主人様２
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富士見ファンタジア文庫











本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　お母さんの手紙




　ゆずるへ

　お久しぶりです。お元気でしょうか。お元気ですね。知っています。お母さんは元気びんびんです。病院のベッドの上でこの手紙を書いてますが、心はマサカリを担かついでクマを馬がわりにしてしまいそうなほど、元気です。

　ゆずるは私の事を心配しているのでしょうが、私はゆずるが心配でなりません。あなたは生まれつき普ふ通つうの人よりも力持ちです。それは自覚してますね？　して下さい。

　野良犬を集めてお手玉する遊びは控ひかえていますか？　あなたはまず、自分が女の子である、ということを認識して下さい。ここ、重要。

　おしとやかに育って欲しいという私の希望路線を見事に脱だつ線せんしてくれています。あなたは、伸のびすぎの髪かみと、ピエロフリークであることと、死し魚ぎよのように霞かすんだ瞳ひとみを除けば、お母さんに似て、お母さんほどではないにせよ魅み力りよく的な女の子です。やれば出来るはずです。

　叔お父じさんに迷めい惑わくをかけていませんか？　いますね。もっと迷惑をかけても構いません。

　体が元気になったら、またお母さんと遊園地にピエロを見にいきましょう。


お母さんより






　許婚いいなずけ




　園その城しろ颯そう太たは、この状じよう況きようをどうやって打破しようかと思案した。

「教室で女の子に抱だきしめられた」

　誰だれにも聞こえない声量で漏もらし、引きつった苦笑いを浮うかべる。

　周囲にいるクラスメイトたちは、当たり前のように混乱していた。気持ちは分かるが、殺意を込めた視線を送ってくる男子生徒若じやつ干かん名めいには辟へき易えきするしかない。

　ここに至るまでの経緯いきさつを順々に考え、整理してみる。

　颯太は、桜さくら坂ざか学園から二ヶ月ほど停学処分の刑けいに処されていた。罪状は単純明快で『桜坂学園を爆ばく破はしそうになったから』だ。

　その二ヶ月にわたる停学処分中に、終業式、春休み、始業式が行われ、特に実感も湧わかないまま二年に進級してしまう、という不ふ遇ぐうをかこった。

　それだけでも十分不満だというのに、いざ、停学処分が解け、桜坂学園に登校してみると、そこに颯太の居場所はなかった。

「もとより桜坂学園にお前の居場所などなかった」

　と言われてしまえば「まったくもってその通り」と、返すほかないが、それでもあえて主張するなら、颯太の居場所は僅わずかなりに存在していた。

　しかし、その居場所も、颯太の停学処分中に転校してきた話題の美少女の行動によって、見事に消失してしまった。

　名も知らない転校少女は、颯太の姿を視界に納めたかと思うと、突とつ然ぜん、颯太に抱き付いてきたのだ。

　奇き怪かい千せん万ばん。

　颯太はなぜ、自分が美少女に抱きしめられねばならないのか分ぶん析せきする。

　例えばこの少女が自分に一ひと目め惚ぼれをした可能性はないか、と考え、すぐに否定した。

　今朝、鏡の前で歯を磨みがいている自分の姿を思い出したからだ。

　見る者全てを沈しずんだ気分にさせる伸び放題の髪に、その隙すき間まから覗のぞく瞳は無愛想かつ鋭するどい。まるで野や犬けんを彷ほう彿ふつとさせる人相だ。

　自分で言ってて悲しくなるが、自分みたいな人間に一目惚れするような少女は、視力が限りなくゼロに近い、かつ、人を鑑かん定ていする能力において一いつ般ぱん人のそれよりも著いちじるしく劣おとっている、と評価せざるを得ない。

　他の可能性として、この少女は、自分の事を校舎に紛まぎれ込んでしまった哀あわれな野の良ら犬いぬと勘かん違ちがいしたのではないか、とも考えてみる。

　動物愛護の観点に立って、あくまでも動物を保護するという目的で、自分を抱きしめた可能性はないか。

　あるはずがない。

「ひさしぶりっ」こちらと教室の混乱を余よ所そに、少女は明るい声を出す。

「ひさしぶり？」

　少女の不思議な言葉に、疑問を覚えた颯太は、顔を引いて少女の顔をまじまじと見つめた。外はねした赤い長髪と、はっきりとした瞳が特徴的な少女だ。背丈たけは自分の肩かたぐらいまである。どことなく頼もしさを覚えるのは、こちらの勝手な妄もう想そうだろうか。

　やはり見たことがない。ないのに、親近感なのか近親感なのか奇妙な感情を抱いだいた。

「俺には君と会った記き憶おくはないんだがなあ」

「それはそうだ。私たちは初対面だからな」

「……は？」

「あ、驚おどろいた？」

　少女は、たじろいでいる颯太に、あっけらかんと、言った。
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　颯太・琴音・蒼斗・椎那




「どうだ蒼あお斗と。昨日まで誰だれの目にもとまらなかった俺が、今や時の人だ」

　颯そう太たは自分たちを取り囲む人ひと垣がきの向こうに、半ばやけくそ気味に言葉を投げた。

　人垣の向こう側から、数人の男女がこちらを見ていた。幼なじみの冬ふゆ原はら琴こと音ねと伊い波なみ蒼斗に、蒼斗の妹の伊波緋ひ香か里りだ。

　蒼斗は噴ふきこぼれる笑いを必死に堪こらえるように、俯うつむきながら肩かたを上下させている。蒼斗は心優しく可愛らしい容姿をしているのだが、どういうわけか、颯太が不本意な状況に陥おちいってしまうのを喜ばしく思う困った人格的問題を抱かかえていた。

　その隣となりでは、緋香里が興味なさげにこちらを見ていた。基本的に緋香里は蒼斗以外に関心がないので、当然と言えば当然と言える反応だ。

　さらに隣りには、蒼斗と同じように体を震ふるわせる琴音の姿があった。快活そうな顔は引きつり、肩まであるブラウン色の髪かみが、揺れる。震えているというより、怒いかりにわなないているという表現の方が適切であるように思われた。

　今の光景を見なかった事にして、再度、目の前の少女に集中した。

「今、君は俺と初対面と言ったよな？」

「言ったな」

「初対面なのに『ひさしぶり』というのは矛む盾じゆんしている。そうだろ？」

「つまり、颯太様と私は初対面だが、私は昔から颯太様のこと知っていた、というわけだよ」

　どうにも回りくどい返答だな、と颯太は首を傾かしげた。クラス一同、我々もそう思う、と颯太に同意するように首を傾げる。

　首を傾げなかったのは琴音だけだった。琴音は、鬼おにのようなオーラを噴ふん出しゆつさせながら、こちらに歩いてくる。

　琴音の形相に、颯太たちを取り巻いていた人垣が、まるでモーゼの十じつ戒かいの海のように割れ、颯太までの道ができあがった。

「颯太っ。その子誰なんよ？　なんでいきなりこの子と抱だき合うんよっ」

「今の光景を見て、俺とこの子が抱き合っていると認識したなら、琴音は急いで眼科へ行ったほうがいい。俺は一方的に抱き付かれたんだ。そうだろ？」

　琴音は渋しぶい顔をして「まあ」と言いよどみ「それもそうやね」と少女に向き直り質問の矛ほこ先さきを変えた。

「あ、あの、初めまして、うち冬原琴音って言うんよ」

「ああ、初めまして、だな」

「なんでいきなり丁てい寧ねいな言葉遣づかいになるんだよ。俺の時みたいに毅き然ぜんといけばいいだろ？」

「それで質問なんやけど」

「無視をするなっ。無視を」

「なんで、いきなし颯太に抱き付いたん？　それに颯太を呼ぶ時に『様』ってつけとったけど、颯太とはどういう関係なん？」

「ん？　そういえば……」

「あ、驚いた？」

「たぶんこの教室で驚いていないのは君だけだと思うぞ」

「せやよ」

「すまんね。まずは自己紹しよう介かいをしよう。私の名前は園その城しろ椎しい那なというんだ。よろしく頼たのむ」

「へえ、園城椎那さん、言うんや。こちらこそよろしゅうね」

「へえ、園城椎那っていうのか。中々親近感を覚える名みよう字じだ」

　園城颯太が「園城ってどっかで聞いたことあるなあ」と間ま抜ぬけな感想を漏もらした数秒後の事だった。颯太と琴音がゆっくりと首を回し、お互たがいを見合った後、申し合わせたかのように「そのしろお!?」と声を重ねた。

　園城椎那はその様子を楽しそうに眺ながめながらしきりに、笑う。

　園城という名字はこの辺りではかなり珍めずらしい。明治時代に、古美術品の輸入輸出の商あきないに手を出し、にわかに成功した良家の名字。それが園城だ。

　そんな糞くそ堅かた苦くるしい名字がそうそう一いつ致ちするはずがない。

　椎那は颯太の心情を読み取ったのか「あ、驚いた？」と言い「颯太様の考えている通りだよ」と続けた。

「颯太の考えている通りってどういう意味なん？」

「だから、颯太様と私の関係は、いわゆる『親しん戚せき』ということになる」

「ふぇ、親戚？」

　琴音が気の抜ぬけた声を出した途と端たん、緊きん迫ぱくしていた教室の空気が一変して、和なごやかなものになった。

　颯太たちを取り巻いていた男子生徒たちは、今の彼女の抱ほう擁ようは血けつ縁えん者に対するおたわむれなのだ、と納得するようにしきりに頷うなずき、女子生徒たちは、それにしても過激なスキンシップだ、と呆あきれるように、苦笑する。

「颯太。椎那さんが親戚ってほんまなん？」

「いや、分からん。俺に親戚がいるなんて初耳だ」

「なんで自分の親戚についてなんも知らんのよ？」

　颯太が「そら、そうだろ」と言って、言葉の続きを吐はこうとすると、椎那が、颯太の言葉を引ひき継つぐように「そうだよね」と口を挟はさんだ。

「颯太様は小さい頃ころから家出の常習犯だったからな。園城家の英才教育から徹てつ底てい的てきに逃とう亡ぼうしていたし。小学校から中学にかけてなんて、園城家にいた時間よりも、都会でサバイバルをしていた時間の方が長いのではないか」

「なんで俺の不ぶ体てい裁さい極きわまる過去を知ってるんだ」

　颯太は、生まれ持った性質が原因なのか、後天的に形成された性格が原因なのか、あるいは双そう方ほうの合がつ併ぺいした結果なのか、園城家という家風にまったく馴な染じめなかった。

　園城家の英才教育から逃のがれるために、家出という手段を頻ひん繁ぱんに用もちいた。度たび重なる自主追放の果てに待っていたのは、中学卒業と同時に叩たたきつけられた園城家からの絶ぜつ縁えん状じようだった。

「あ、驚いた？」

「だから、驚かない方がどうかしてる」

「私は颯太様の情報なら、比ひ較かく的てき沢たく山さん持っているよ」

　椎那は、くつくつと笑い「だって私は颯太様の……」と言った。

　颯太は、この台詞せりふの続きにおおよその見当をつけて、肩をすくめる。親戚だからといって自分の過去を掌しよう握あくしていい理由にはならない、と言ってやろうと身構えた。

「だって私は颯太様の親戚で……」

「親戚だからといってだな」颯太はここぞとばかりに口を開く。

「許嫁いいなずけだからね」

「は？」颯太の開いた口はふさがらない。

　教室が水を打ったように静かになる。

「俺の……親戚で許嫁？」

　けっして同居してはならない二つの単語が、おしどり夫婦のように仲むつまじく同居している。そのまま桃もも色いろ結合を果たして、子供でもつくってしまいそうな勢いが、あった。

　こういう、不思議な現象を耳に入れた人間は一様に黙だまるらしい。周囲から「今なんて言ったの？」だとか「親戚で許嫁ってどういうことだ？」だとか「まったく意味が分からない」だとか、至し極ごく真っ当なささやき声が聞こえてくる。

「……颯太」と背後から霞かすんだ声が聞こえてきた。

　振ふり返かえると、満面の笑みを浮うかべた琴音が、いた。

「颯太。椎那さんの言うとること、ほんま？」

「お、俺が知るわけないだろ？　椎那とは今日初めて会ったんだ。そうだろ？」

「ほんまなん？　嘘うそなん？　どっちなんよ」

「いやっ。……だから」

「どっちなんよ」

　琴音は語勢を強め、ゆっくりと近づいてくる。表情こそ観かん音のん菩ぼ薩さつのように慈じ悲ひ深ぶかい笑みをつくっているが、一皮むくと不ふ動どう明みよう王おうが隠かくれていることが手に取るように分かる。

　クラスメイトたちも、琴音の姿に鼓こ舞ぶされたのか、こちらにじりじりと寄ってきた。

　絵に描かいたような孤こ立りつ無む援えんだった。

　どのような詭き弁べんを用いようとも、この場の沈ちん静せい化は不可能だと判断した颯太は、扉とびらを乱暴に開くと、廊ろう下かに躍おどり出て、逃亡した。

「颯太っ！　逃にげたら、いてまうよ！」

　教室から琴音の怒ど声せいが聞こえてくる。

　どうせ逃げなくとも琴音に『いてまわれる』のだ。そんな状じよう況きようで逃げない馬ば鹿かはいない。

　廊下を必死の体ていで走っていると、知的な男性教師と、どこかおっとりした雰ふん囲い気きを醸かもし出すバストの大きな女性教師とすれ違ちがった。

　担任の五十嵐いがらし清せい四し郎ろうと、副担任の神し々し廻ば真まこと、通つう称しようマコッちゃんだ。

「ああっ。園城くん。廊下を走ったらダメだよお」

「というか、もう始業時間は過ぎてるぞ。どこへ行く気だっ！」

「今日から自主停学します」

　颯太が走りながら、そう返答する。すると五十嵐の「自主停学ってなんだ！　自主停学って！」という困こん惑わくを伴ともなった叫さけび声が聞こえてきた。




　琴音・蒼斗・緋香里




　朝一番で、颯太が自主停学を宣言してから授業が４コマ行われた。昼休みに入り、蒼斗と一いつ緒しよに昼食をとっている琴音は、そわそわとして、落ち着きがない。

「ちょっとは落ち着きなよ琴音」

「うちは落ち着いとるよ」

「嘘、嘘、自分の膝ひざを見てみなよ。凄すごい貧びん乏ぼうゆすりだ。まあ、仕方ないよね。今まで自分が独どく占せんしてきた颯太に許嫁を名乗る女の子が現れたんだから。焦あせるのも無理ない」

「ぶっ」

　琴音は、飲んでいたペットボトルのお茶を噴ふいた。

　蒼斗は、琴音の様子を笑顔で眺めながら、手製の弁当を箸はしでつつく。

「まあ、どうやって慰なぐさめていいのか分からないけど……ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「それ、うちのこと慰める気ないやろ？　い、いや、そもそもなんで、うちが慰められないかんのよ」

「まあまあ、そう強がらないでよ。僕と颯太と琴音は幼なじみなんだから隠し事はなしでいかない？　まずは、あの園城椎那って女の子の事から考えようよ」

「だからなんでうちが……」

「へえ、じゃあ、このまま颯太をあの椎那って女の子に盗とられてもいいんだ？」

「盗るも盗られるもないやろ」

「またまた無理言っちゃって。琴音はいっつも颯太の飼主マリアの立場を主張してるじゃないか。このまま、颯太をあの子に奪うばわれちゃったら飼主マリア失格だよ。いや、幼なじみ失格だ。琴音はいつも、僕たち三人で楽しくやりたいって言ってるじゃないか」

「それは……そうやねんけど」

　琴音は、颯太との関係に何かしらの変化が起きることを忌き避ひしているのを自覚していた。

　琴音自身の分ぶん析せきによると、これは自分の生い立ちが関わっている。

　琴音は、両親がサーカスの曲芸部員だったこともあり、小さい頃から転校に次ぐ転校を経験した。当然、親しい友人ができる機会にも恵めぐまれなかった。友人どころか断続的に転校をしているというだけでいじめられもした。

　園城颯太は、そういった苦い経験の中で例外的に親しくなった唯ゆい一いつの人間だった。颯太もああいう偏へん屈くつな性格なので、友人と呼べるのは蒼斗ぐらいのものだ。

　だから蒼斗を除けば颯太と最も親しいのは、自分だという自負のようなものを持っていた。その颯太に、こちらに何の断りもなく『許嫁』が現れたのだ。

　落ち着かない方がどうかしている。

　しかし、その内心を正直に話してしまうのは、気き恥はずかしいので「うちは颯太と誰だれがくっつこうが、興味なんてあらへんよ」と嘯うそぶいた。

　直後、「それ嘘なのっ」という少女の幼げな声が聞こえてきた。

　声の方に視線を向けると、桃色の髪かみとアーモンド形の瞳ひとみが特とく徴ちよう的な美少女が、仁に王おう立だちしていた。蒼斗の妹の伊波緋香里だ。

　緋香里は、てこてことこちらに歩いてくると、蒼斗と琴音の間に割って入るように、近くにあった座席を移動させた。

「お兄ちゃんの隣となりは私の席なの」

「……はは、そうやね」

　伊波緋香里は、実の兄である伊波蒼斗を愛していた。それも異性として。大まじめに。　蒼斗に対する慕ぼ情じようの深さは、マリアナ海かい溝こうより深いと言っても過言ではない。

　常に蒼斗周辺の女性事情に目を光らせ、蒼斗に脈があると判断した女性に対して徹てつ底ていした妨ぼう害がい工作を行う様は、蒼斗の『桃色番犬』としての地位を確固たるものにしている。

　琴音は、蒼斗にはなびかないと理解して貰もらっているので、緋香里の魔まの手から特別に逃れられている。

　しかし、それでも、琴音の前で展開される緋香里の兄への独どく占せん欲よくは、琴音が緋香里を苦手とするのに、十分な威い力りよくを発揮していた。

「うさじゃないか。どうして二年の教室に？」

　蒼斗が尋たずねなくても分かりそうな質問を投げた。うさ、というのは蒼斗のみに使用を許された緋香里のニックネームだ。

「お兄ちゃんは今日づけで停学処分から解放されたの。だから今日から一緒にお昼ご飯を食べるの。それで琴音はどういう嘘を言ったの？」

「うちの言葉を聞いてへんのに、緋香里ちゃんは嘘が分かるんやね」

　緋香里は得意満面といった様子で胸を張った。年ねん齢れいと身長からみると、不相応に発育した胸が、視界に入る。自分の胸を見やると、年齢と身長に相応に発育していない胸が視界に入り、よりいっそう気分が沈しずんだ。

「私は人の気持ちが見えるの」

「はあ、そうやったね」

　緋香里には少し変わった力があった。いわゆる『超ちよう能のう力りよく』というやつだ。本人の話によると、人の気持ちの浮き沈みが、まるで体温計のように数字で見えるらしい。

　緋香里はこの力を『心しん温おん計けい』と呼んでいた。

「それで琴音はどういう嘘を言ったの？」

「それがね。琴音ったら『自分は颯太に許嫁がいても関係ない』って言い張るんだよ」

「ほ、ほんまやもんっ」

「それ嘘、なの」

「もうっ。緋香里ちゃん。なんでもかんでも人の心見るの止やめへん？」

「無理なの」

「うさのおかげで琴音が嘘ついてるって確定したね」

「そうなの。琴音は颯太の事が気になって仕方がないはずなの。素直になるべきなの」

「緋香里ちゃんは、素直になりすぎや思うよ」

　琴音は観念したような声こわ色いろで、言う。琴音の様子に満足したように蒼斗が、うんうん、と顎あごを動かした。「それでどうする？」

「どうするって、どういう意味なんよ」

「いかにして、あの園城椎那とかいう雌めす豚ぶたを撃げき退たい……いや、処しよ刑けいするかって意味なの」

「いや、僕はそこまで言ってないよ。僕が考えているのは颯太への仕返しさ」

「仕返しってなんよ？」

　琴音が尋ねると、蒼斗はやはり片かた眉まゆを上げたまま「バレンタインデーだよ。バレンタインデー」と含ふくみ笑いをする。

　なるほど、と琴音は合が点てんがいった。

　納得しながら双ふた葉ば楓かえでという少女の顔が脳のう裏りに浮かぶ。異常に存在感の薄うすい美少女、という矛む盾じゆんした表現が似合う、猫ねこのような瞳が印象的な少女だ。

　伊波蒼斗は虚きよ弱じやく体質の双葉楓という少女を心配していた。バレンタインデーの日にそのことを知った颯太は、蒼斗と楓を引き合わせようと画策した。

　その行動が、自分たちが停学処分を受ける引き金になった、という重要な事実に目を瞑つぶれば、颯太の作戦はあらかた成功したと言える。

　蒼斗の仕返しとは、そういうことなのだろう。あの時は、颯太が蒼斗と楓を引き合わせた。今回は、蒼斗が颯太と琴音の間を取り持つ、という寸法なのだ。

「なんか蒼斗、思考回路が颯太と似てきてない？」

「僕が？　颯太に？　冗じよう談だんでも止めてよ」

「バレンタインデーって、どういう意味なの？」

　緋香里は状況を飲み込めていないらしく、疑問を口にした。

「なんでもないよ、なんでも。それより、まずはあの園城椎那さんだよ」

「椎那さんがどないしたん？」

「いやね、彼女、本当に颯太の親しん戚せきなのかなって」

「今朝、颯太に抱だき付いた時は心温が変化しなかったから本当だと思うの」

「緋香里ちゃん、よお、あの状況で『心温計』使えたねえ」

「雌豚チェックに怠おこたりはない、の」

　琴音は、あの騒そう然ぜんとした状じよう況きよう下かでも『心温計』を使った緋香里に感かん嘆たんし、それ以上に、『雌豚チェック』なる検問作業を恒こう常じよう的に行っていることに戦せん慄りつした。

「椎那さんが、颯太の親戚かつ許嫁いいなずけなのは間ま違ちがいない……か。やっぱり直接聞くしかないね」

「直接って椎那さんに？」

「いや、それは無理だろうね。見なよ、あの椎名さんの人気っぷり」

　蒼斗は椎那の座席に向かって、顎をしゃくる。椎那を見てみると、ただでさえクラスの注目の的まとだった椎那は、今朝の一件で、ある種の希少生物のような扱あつかいを受けていた。

　椎那の元に集つどう人間のせいで、椎那の姿が見えないほどだ。

「この前、日本に初めてパンダが来た時の映像がテレビで流れてたけど、ちょうどそんな感じだね」

「椎那さんはパンダやね。うちらは何やろ？　野の良ら猫ねことかやろか？」

「いやもっとひどいね。僕らは猫は猫でも、誰にも見向きもされない、汚きたない猫さ」

「お兄ちゃん、自じ虐ぎやくすぎなの」

「別に自虐してないよ。それに、汚い猫だって捨てたもんじゃないよ。颯太っていう汚い猫の筆頭株主と知り合えたんだ。颯太の凋ちよう落らく人生を見てると飽あきないしね」

「あっ。蒼斗、もしかして楽しんどる？」

「もちろん。もしかしなくても楽しんでるよ。僕は。これは仕返しだって言ったろ？　今日は、僕が琴音と颯太の橋はし渡わたしをするんだ。とりあえず、放課後、颯太の家に行ってみようよ」

「私も行くの。琴音も来るの」

「なんでうちまで……」

　と琴音が渋しぶったところで、緋香里はアーモンド形の瞳を尖とがらせ「お兄ちゃんの親切を無む下げにしたら……」と低くよどんだ声を出し「……殺すの……」と来た。

「い、行かせていただきます」

「それでいいの」

「なんや緋香里ちゃん、蒼斗の妹いうか管理者……ご主人様みたいやね」

「やめてよ。その怖こわい表現。まあいいや。とりあえず今後の方針は決まったね」

「なんや無理矢理やなあ……せや、うちも蒼斗にする仕返し思いついたで」

「聞いてみようじゃないか」

「せっかくやから、あの子も誘さそわへん？」

「あの子？……もしかして双葉さん？」

　蒼斗の顔から笑顔が消え、ばつの悪そうな、気恥ずかしそうな色が浮うかぶ。

「せやせや」

　琴音は、一いつ矢し報むくいた、と心の中で腕うでを上げた。




　楓




　双葉楓が目を覚ますきっかけになったのは、放課後を告げるチャイムの音だった。目を開けるとまず、白はく濁だく色の天てん井じようが目に入った。保健室の天井だと気づく。

　仰あお向むけで眠ねむっているのは体調がいい証しよう拠こだと聞いたことがあるが、あれは嘘うそだな、とぼやけた頭で考えた。

　眠っていたベッドから下りて、周囲を囲むカーテンを開けると、窓から差し込む夕日が覚かく醒せいしたばかりの目を刺し激げきする。

「……少しは楽になった」

　生まれつき虚弱体質な楓は、保健室の常連だった。明確な病名があるわけではない。ただただ体が弱いのだ。その何とも言えない曖あい昧まいさが気にくわない。

　周囲を見ると、養護教きよう諭ゆの女性の姿はなかった。席をはずしているらしい。保健室の扉とびらが叩たたかれる音が聞こえてきて、楓は反射的に顔をしかめた。

「……ノックは嫌きらい」

　楓は吐はき捨すてるように呟つぶやいた。なぜ学校では、職員室や保健室に入室する際にノックを強要するのか。突とつ然ぜん、入ってこられてやましい事などしている訳でもないだろうに。

　地球上の生命体の中で、ノックなどという奇き行こうをするのは人間ぐらいだろう。

　楓がどうでも良いことを考えていると「失礼します」という声が聞こえ、ゆっくりと扉が開く。

　扉の向こうに目をやると、見覚えのある男女が三人、いた。

　どれもこれも、あの園城颯太という男子生徒の関係者だ。京都弁と快活な笑顔が特とく徴ちよう的な冬原琴音、桃もも色いろの髪かみとアーモンド形の瞳ひとみが目立つ伊波緋香里、そして、緋香里の兄で、以前、校舎裏で倒たおれたところを助けてくれた伊波蒼斗だ。栗くり色いろの髪を揺ゆらしながら微び笑しようを浮かべている。

「あ、双葉さんおった。先生に聞いたら保健室で休んでるいうから……だいじょうぶ？」

「……問題ない」

　答えながら楓は、またか、と気づかれないように、細心の注意を払はらい、たじろいだ。

　颯太を中心とした集団、蒼斗たちのことだが、彼らはなぜか自分と関わろうとしてくる。バレンタインデーの日もそうだった。颯太がなんの前置きもなく語りかけてきたかと思うと、蒼斗が自分の事を心配しているので校舎裏で会え、と言ってきたのだ。

　結局、様々な事情があり、校舎裏で蒼斗とは会えずじまいで、さらに、園城颯太がきっかけとなって勃ぼつ発ぱつした『桜さくら坂ざか学園爆ばく破は事件』に巻き込まれる形で停学処分を受けた。

　不本意な結果ではあったが、普ふ段だんから人と距きよ離りを置いている楓にしてみれば、それなりに愉ゆ快かいな気分でもあった。

「双葉さん。今から颯太の家に行くんだけど、一いつ緒しよにどうかな」

「……園城颯太の家？」

「せやよ。今朝、颯太の許嫁を名乗る女の子が現れたやろ？　おもしろそうやから、颯太に事情を聞きに行くんよ」

「双葉さん。琴音はああ言ってるけど、本ほん音ねは『颯太が他の女の子に盗とられちゃう』のが気が気でないんだ」

「お兄ちゃんの言う通りなの。琴音は独どく占せん欲よくが強いの」

「もう、緋香里ちゃんにだけは言われたないよ」

「その指摘は認めるの」

「……ふふ」

　三人を見ていると、自然と顔がほころんだ。見ていて飽きないとはこのことだ、と思う。

「それで、双葉さん一緒に颯太の家に行かないかな？」

「……行かない」

　楓は即そく座ざにかぶりを振ふった。

　こういうのは外側から見てるから安心して楽しめるのだ。仮に自分が蒼斗たちの輪に入ってしまえば、その輪を潰つぶしてしまう可能性がある。それは避さけたい。

　蒼斗が少し残念そうな顔をすると、緋香里が眉み間けんに皺しわを寄せて睨にらんできた。

　やや恐きよう怖ふを感じたので「……今日は体調が悪い」と当たり障さわりのない理由も添そえる。こちらも真実なので嘘じゃない。

「そういう理由なら許してやるの」

　なぜ年下の少女に、許して貰もらわねばならないのか、と不満を覚えた。

「あ、楓がちょっと怒おこったの」

　こちらを見み透すかすように緋香里が言う。感情を隠かくすのは得意だったので、驚おどろく。

「うさ、今のは誰だれだって怒るよ。双葉さんごめんね。体には気をつけてね」

「蒼斗はなんや、双葉さんには優しいな」

「僕は人によって態度を変えるんだ。颯太と違ちがって空気が読めるからね」

「なんやそれはそれで嫌やなあ」

「お兄ちゃん。私にも、もっと優しくしてなの」

「その桃色の脳みそを何とかできたらね」

　楓は不思議な会話をする三人を見送る。保健室に静せい寂じやくが戻もどってきた。

「……怪かい奇き集団」

　楓は颯太たちを中心としたグルーブをそう名付けてみる。




　颯太




　自主停学した颯太は、停学者らしく自身の住む『風ふう楽らく荘そう』というアパートに帰ってきていた。廃はい墟きよに等しいアパートだ。というかもう廃墟だ。

　木造二階建てのアパートで、どこからか生えてきた蔦つたが建物全体を覆おおっている姿は、都会の昆こん虫ちゆう王国の観を呈ていしている。

　地域住民から苦情を言われても文句の言えないほど、街の景観を損そこねているアパートで、その暮らし心地ごこちたるや悪い意味で筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

　その筆頭が暗黒生物たちの繁はん栄えい、だ。

　ゴキブリを筆頭に、ヤモリ、イモリ、巨きよ大だい蜘ぐ蛛も、巨大ムカデなどの暗黒生物が集い、狭せまい室内でプチ食しよく物もつ連れん鎖さを成立させることに成功しているほど、住居者そっちのけで繁栄している。このような、縄じよう文もん時代の竪たて穴あな式しき住居にも引けを取る建築物に住みたがる人間など、よほどの物好きだろう。

　時刻を確認すると、時計の針は夕方の五時をさしていた。

「もう、授業が終わっているころだ。そうだろ」

　あの少女は何なんだ、と園城椎那の姿を思い出す。

「俺に許嫁いいなずけがいるとは初耳だな」

　椎那の言っていたことは本当だろうか、と逡しゆん巡じゆんし、恐おそらく本当だろうな、と結論づけた。たしか、自分の母親も園城家の縁えん者じやだったはずだ。あの封ほう建けん的な家いえ柄がらなら、親しん戚せき同士の強制入にゆう籍せきなどという荒あら技わざに出ても不思議じゃない。

　それにしても絶ぜつ縁えん状態の自分に、何の知らせもなく、許嫁を派は遣けんしてくるとはどういうつもりだ。

　颯太が「意味ぷー！」とおどけた調子で叫さけんでいると、ベニア板よりも薄うすく脆もろい扉が、どんどん、と音をたてた。

「ん、なんだ？　客か？　いやありえない。そうだろ」

　颯太が、この昆虫天国に住み着いて一年以上経たつが、このアパートの敷しき居いをまたぐ外部の人間は一度も現れなかった。

　外部の人間どころか、他の居住者にも、大家にすらお目にかかったことがなく、それこそ、ここが一つのアパートとして運営されている証拠などどこにもない。

　一体、誰がやってきたのかと、扉の向こう側の人物を想像した。

「このアパートに住み着く妖よう怪かいさんか……あるいは」

　冬原琴音、という名前が候補に挙がる。今朝の琴音の剣けん幕まくは尋じん常じようならざるものだった。怒いかりと混乱を巧こう妙みように隠したあの笑顔は、颯太に怖おぞ気けを震ふるわせた。

　琴音ならこのアパートの住所を知っている。それに、今朝の出来事に納得しているとも思えない。

　放課後になってなお、憤ふん怒ぬの塊かたまりをラグビー選手よろしく抱かかえ、サーカスで培つちかったナイフの技わざで自分を血祭りに上げにきたのではないか。

「ありえなくはない」

　颯太は、警けい戒かいしながら慎しん重ちように、ゆっくりと扉を開けた。

　扉を開けた瞬しゆん間かん「颯太のアホッ！」という怒ど声せいとともに、無ぶ骨こつで愛想のない、殺意剥むき出だしのナイフが飛んできた。

　なんてことは無く「隣となりに引ひっ越こしてきた者です」という透すき通った声が聞こえてきた。

「今時、引っ越しの挨あい拶さつなんて奇き特とくな人だな」

　いや、それ以上に風楽荘などに、引っ越してくるなんて、常じよう軌きを逸いつする物好きに違いない。

　常軌を逸する物好きは少女だった。赤い長髪とはっきりとした瞳が特徴的な少女だ。醸かもしだす雰ふん囲い気きは活発そうな、それでいて、底の見えない神秘的な奥深さがあった。

　神秘的で、魅み力りよく的な美少女だ。そして本日、自分の許嫁だと判明した園城椎那だ。

「こんばんは、隣りに引っ越してきた園城椎那です。あ、これ引っ越しの挨拶のお蕎そ麦ば。『おそばに参りました』ってやつだな。これからよろしく頼たのむ」

「なんで椎那がここにいるんだ？」

「あ、驚いた？」

　屈くつ託たくのない笑顔と相反するように、颯太の顔は引きつった。




　理科雄




「さあ着いたよジェニファー。久しぶりの理科準備室は落ち着くね」

　本ほん庄じよう理り科か雄おは足元にいるジェニファーに声を落とした。理科雄がジェニファーと呼んだのは『イルカの幼体のホルマリン漬づけ』だった。

　本庄理科雄は、非の打ち所のない変態として、桜坂学園にその名を轟とどろかせる猛も者さだった。　常に理科準備室に引きこもり、ジェニファーという名のホルマリン漬けと愛を語らっているという奇行は、一いつ騎き当とう千せんの変態性をいかんなく発揮している。

　何を隠そう、二月十四日に桜坂学園を爆破しようとしたのは、この理科雄だ。

　様々な誤解とすれ違いによって、ジェニファーが行方ゆくえ不明となり、ジェニファーの所有権を巡めぐっての学校側との報復合戦の末、校舎を爆破するという最終手段を用もちいた。

　その計画は、颯太たちによって阻そ止しされたのだが、理科雄は、ちゃっかりとジェニファーを取り戻すことに成功した。

「ふん、その代だい償しようが二ヶ月の停学処分というのは痛手だったがな」

　理科雄は、桜坂学園の理科準備室を乗っ取り、そこで生活をしていたので、停学処分は住居からの立ち退のき命令に等しかった。

　幸いというべきなのか、理科雄は、インターネット上で非合法な薬物を販はん売ばいする『薬局』というサイトを運営していた。

　商品の素もととなる触しよく法ほう植物は、いくつかのマンションで栽さい培ばいしていた。そのマンションをジェニファーを連れてはしごする事で、なんとか二ヶ月の間の生活を凌しのぐことができた。

　ジェニファーを理科準備室の中央に設置する。

「やっぱり君はこの部屋がよく似合う」

　理科雄はジェニファーを賞賛した。理科準備室はお世辞にも華はなやかとは言いがたい部屋だ。スチール製の棚たなには、様々な薬品が整然と並べられており、その隣となりの棚には実験で使う器具が収納されている。至る所に、人体模型や鳥の骨格標本などが置いてあり、部屋の空気を吸うと、無機質ですえた臭においが鼻をつく。

　一見すると、非常に不気味な空間だが、そこにジェニファーが一人いるだけでどうだろうか。

　荒こう廃はいした大地に、救済の天使が舞まい降おりた、と錯さつ覚かくしてしまうような神こう々ごうしい空間ができあがる。

　理科準備室はジェニファーの存在なしには、完成しない聖域なのだ、と理科雄は一人で勝手に考えている。

　理科雄は理科準備室の完成に、満足して頷うなずくと「さて」と言った。

「本格的な仕事は二ヶ月ぶりだな」

　この二ヶ月間、理科準備室にあるパソコンが使えなかったので、大きな仕事ができなかった。『薬局』自体は、薬物の販売のみの縮小運営を行っていたが、どうしても、学校法人名義を使わないと入手できない薬品などが必要な商品は、一時的に販売中止する他なかった。

「新しい仕事は二件か」

　パソコンを起動し、メールソフトを立ち上げてメールを受信する。常連顧こ客きやく用のメールソフトだ。依い頼らいが二件入っていた。

「一人は『預かり屋コンバーター』か」

　理科雄は依頼主の肩かた書がきを口にした。『薬局』のような怪あやしい仕事に手を出していると、類は友を呼ぶらしく、ろくでもない人間と知り合う機会が多い。

　預かり屋コンバーターもその一人だった。窃せつ盗とうグルーブが奪うばった物品、例えば、絵かい画がや骨こつ董とう品などの明らかに盗ぬすまれたと分かる品物を一時的に預かったり、現金に換かえたりする。果ては、誘ゆう拐かいしてきた人ひと質じちも預かったりするのだから始末に負えない。その他にも非合法ビジネスで発生した汚きたない金を、綺麗な金にする所謂いわゆるマネーロンダリングというものも請うけ負おっている。

　預かり屋コンバーターは、この街のはずれにある古い洋館に預かった品物を隠している。その屋や敷しきには非関係者排はい除じよのトラップが仕し掛かけられており、理科雄もそのいくつかを担当していた。

「ふん、依頼内容は新しいトラップの製作か……『屋敷の外に仕掛けられる合法的かつ強力な罠わな希望』か、また面めん倒どうなリクエストだな。『ホーム・アローン』の熱ねつ狂きよう的な支持者だけある」

　理科雄は「面倒だが仕事だから仕方がない」とプライドが見え隠れする独りごとを言いながらもう一つの依頼を確認する。

　依頼主の名前を見て、理科雄は眉まゆをひそめた。

「倉くら敷しき一かず馬ま？　こいつは確か……」

　画面を見ながら、倉敷一馬なる人物についての記き憶おくを探った。確か、若手のミステリー作家だったはずだ。何度か、裏の業界の仕事についての取材を依頼されたことがある。

　最初はメールのやりとりだけだったが、幾いく度どとなく『薬局』の商品を購こう入にゆうしてくれたので、直接取材に応じるようになった。

「ふん、また取材の申し込みか？　いや、『人を劇的に眠ねむらせることができる薬が欲しい』？」

　メールの文面を一言一句漏もらさず読み上げる。小説の資料にでも使うのだろうか、と思ったが、すぐに「ふん、それはないな」と断じた。

「資料にしては発注量が多すぎる。そうだよね。ジェニファー」

　ジェニファーに優しい目線を流すと、ジェニファーは、あなたの言う通り、と同意してくれた。




　琴音・蒼斗・緋香里




　颯太が住むアパートの最寄り駅で電車を下りた三人は、住宅街を進んでいた。

　新緑の色で爽さわやかに染まる季節とはいえ、頬ほおをなでる風はまだまだ冷たい。

「なかなか、閑かん静せいな住宅街だね。颯太には勿もつ体たいない」

「そうやね。土地の値段とかも高そうやし、颯太がこの辺りのアパートの家賃が払はらえるとは思われへんね」

「あれ、知らなかったの？　颯太って家賃と学費は、颯太が所属している組織に出してもらってるらしいよ」

「ふぇ。そうなん？」

「私も知ってるの」

「緋香里ちゃんも知っとるん？」

　颯太は裏の業界で『調律屋チユーナー』と呼ばれる特とく殊しゆ便利屋組織に所属していた。颯太の弁を信じるなら、調律屋チユーナーというのは裏の業界のバランサーらしい。日の当たらない社会にも秩ちつ序じよやバランスが必要らしく、颯太たち調律屋チユーナーは『元締めオーナー』と呼ばれる司し令れい塔とうの命令を『秘書カポタスト』と呼ばれる女性経由で伝えられ、仕事をこなすようだ。

　颯太が実家から絶縁され、路頭に迷っていたところを調律屋チユーナーにスカウトされた結果、人生の方位磁石をおおいに狂くるわせたことは知っていたが、まさか、この仕事に手を出している裏に、そのような事情があったとは、露つゆほどにも想像できなかった。

　颯太は、なぜ自分を差し置いて、蒼斗と緋香里に学費と家賃の事を話したのか。そう考えると、言いようのない疎そ外がい感を覚え、自然と頬の内側に空気がたまっていた。

「あはは、琴音、僕たちに嫉しつ妬としたでしょ。分かりやす過ぎるよ」

「嫉妬なんてしてへんもんっ」

「いや琴音は嫉妬してるの。というか拗すねてるの」

「拗ねてへんもんっ」

「だいじょうぶだよ」と宥なだめるような声を出したのは蒼斗だった。「きっと颯太にとって琴音は特別なんだよ」

「どういう意味なんよ？」

「琴音、小さい頃ころに颯太と大事な約束をしたでしょ？」

「なっ！」

　琴音は、破は裂れつした風船よろしく口の中にためていた空気を吐はいた。数拍はくの間もなく、鼓こ動どうが高鳴り、顔が上気する。

　確かに、琴音と颯太は小さい頃に、ある約束をした。十年近く前、この土地でのサーカス興行が終しゆう了りようして、次の興行地へ移動するために、颯太と別れなくてはいけなくなった。

　颯太と別れたくないと、頑がんとして主張した。むろん、そんな子供のわがままなど、通用するはずもなく、琴音の精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こう『泣きわめき』を駆く使ししても、両親の「私たちはサーカス団だから」という『大人の事情』には敵かなわなかった。

　結局、琴音は颯太と二つの約束を取り付けることを条件に、颯太との別れを了りよう承しようした。

　その約束というのが、

『中学を卒業したら、一いつ緒しよの高校に通かよう』

『高校を卒業したら、家族（一緒にサーカスをする）になる』

　というものだ。

　そして去年、約束通り颯太とは桜坂学園で再会を果たしたが、颯太自身は琴音とした約束を綺き麗れいさっぱり忘れていた。

　颯太は約束は忘れていたが、桜坂学園で再会したのは偶ぐう然ぜんとは思えなかった。そこまで考え、琴音は一人で勝手に、颯太とある賭かけをすることにしたのだ。

　高校卒業までに、颯太が二つ目の約束を思い出さなかったら、一緒にサーカスをするのは諦あきらめる。

　琴音は、心の中で颯太との一方的な賭の内容を唱える。それから、さて、と大きく息を吸い込んで蒼斗の顔を見た。

　颯太は、桜坂学園校舎爆ばく破は事件の時、一緒に桜坂学園に通うという約束を思い出している。果たして、蒼斗の言っている颯太との約束はどちらのことなのか。

「な、なんで蒼斗が、うちらの約束を知っとるん？」

「この間、颯太が電話で話してきたんだ。『俺はきっと有言実行が服を着てあるいている人間だ、その証しよう拠こに琴音との約束を思い出した』って」

「ふ、ふーん。それでその約束って？」

「一緒に桜坂学園に通うって約束だよ。あれ、琴音は忘れちゃってたの？」

「はあ、もちろん覚えとるよ」

「琴音、なんで落らく胆たんしてるの？」

「なんでもないんよ。でもなんでその約束だけで、うちが颯太の特別になるんよ？」

「きっと琴音に今の話を喋しやべらないのは、無意識に颯太は琴音のことを気き遣づかっているからさ」

「うちのことを？」

「うん。颯太って自分の名めい誉よ不名誉、関係なく自分について語るでしょ」

「そうやよ。颯太は流れ落ちる滝たきみたく、口から言葉を発し続ける人やね」

「でも、だよ」

「でも、なの」緋香里が蒼斗の台詞せりふを真ま似ねた。

「いつもの颯太なら、僕たちよりも優先して琴音に『俺が調律屋チユーナーなんてものをしてるのは琴音との約束を守るためなんだ。そうだろ』とか言うはずなんだよ」

「そういえば……確かにそうかもしれへんね」

「でもさ、もし颯太に『俺が調律屋チユーナーなんてふざけた仕事をしてるのはお前との約束を守るためなんだぞ』とか言われたら琴音はどうする」

「ナイフを投げる」即そく答とうだった。

「行動じゃなくて、どういう気持ちになるかって聞いたんだけど」

「ううん。そやね。……ちょっと複雑な気分かも」

「でしょ。だから颯太は琴音には話さなかったんだよ。まあ、颯太が意識してそういう気遣いができる男だとは思わないから、無意識に琴音に気遣ってるんだろうね。だから僕は琴音が颯太にとって特別だって言ったんだよ」

「颯太が？　特別？　うちが」

　蒼斗の意見を聞いて、琴音はきょとんとした。いくばくかの間があき、顔がほころぶ。

「琴音、顔がいやらしいの」

「せめて、だらしない言うてよ」

　琴音は憮ぶ然ぜんと訴うつたえるが、顔は上じよう機き嫌げん丸出しだった。鼻歌を歌いながら、住宅街を進んでいくと、異様な建築物が見えてきた。蔦つたに覆おおわれた不気味な建物だ。

「なにこの廃はい墟きよ？」

「廃墟なの」

「廃墟やね」

　三人の見解が一いつ致ちする。目の前の建物は、倒とう壊かい寸前のアパートというよりも、完成された廃墟と言ったほうが正しく思われた。

　この廃墟こそ颯太が生息しているアパートらしい。

「うん。やっぱり颯太は僕の期待を裏切らない。こういう建物こそ颯太にはふさわしい」　　蒼斗は目を輝かがやかせて、廃墟もとい『風楽荘』の玄げん関かんをくぐった。玄関を抜ぬけるとすぐに三た和た土きが目に入る。

「ここで靴くつを脱ぬぐみたいだね」

「すごいの。旧式なアパートなの」

　靴を脱いで廊ろう下かを進んでいく。颯太の部屋は一番奥にあるはずだ。廊下の右手に部屋がならんでいる。左手には、太陽光を取り入れるための窓が設もうけられているが、蔦が遮しや光こうカーテンの役割を果たし、殆ほとんど太陽の光は入ってこない。

「颯太、こんなとこに住んで、だいじょうぶなんやろか？」

「さっきまであれだけぷりぷり怒おこってたのに琴音も単純だね」

「うるさいなあ」

　三人は颯太の部屋の前に立った。このベニア板のような扉とびらの向こうに颯太がいる。

　ドアノブらしき金属の塊かたまりを押すと、すんなり扉が開いた。

　扉が開いて、まず琴音の目に入ったのは男女が抱ほう擁ようしている姿だった。男の方は颯太に似ており、女の方は園城椎那に似ていた。というか本人たちだ。

　どこかで見たことある光景だと思い、記憶を遡さかのぼると、今朝の出来事に行き着いた。すぐさま、琴音のブラウンの髪かみは怒ど髪はつへと変化する。

「こ、琴音？　なんでこんな所にいるんだ？」

　颯太の質問には答えず、琴音は口元を痙けい攣れんさせながら、胸元に手を入れた。取り出したるは、サーカスの曲芸で使う大量のスローイングナイフだ。

「颯太のアホオオオオオオ」

　琴音は叫さけび声と一緒に、手の中にあるナイフを一切の躊ちゆう躇ちよを見せずに投げつけた。




　咲




　古びたマンションのエントランスから、フワフワとしたクリーム色の髪をたなびかせる少女が出てきた。着ている服は純白で、むやみにフリフリしている。

　少女の後ろから、付き従うように白はく髪はつをオールバックにし、高価そうなスーツを着た厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを持つ初老の男性が続く。

　剣けん見み崎ざき咲さきと、その世話役の柳やなぎ田た國くに男おだ。

「お嬢じようさま、今日も楽勝でしたな」

「……そうですね」

「どうかしましたか？」

「いえ、なんでもありません。それより今日のお仕事はどういうものだったんですか？」

「依い頼らい主は『預かり屋コンバーター』という人物らしいです。自分の洋館にある美術品などを根こそぎ奪うばおうと計画している業者がいるので、その業者を破産させてほしい、というのが依頼でした。あの業者は窃せつ盗とうの他にも、たちの悪いイカサマ賭と博ばくで暴利を得ていたようです」

「そういえば、ソレっぽいこと言ってましたね」

　咲が賭かけで全戦全勝をし、あと一勝負で業者の破産が確定する段になって、業者のメンバーの男が不思議な誘さそいを持ちかけてきた。




「あんた俺たちの仲間にならないか？」

「仲間？」

「『預かり屋コンバーター』っていう窃盗品だとか、誘ゆう拐かいしてきた人間だとかを洋館で預かっている奴やつがいるんだが。その預かり屋コンバーターの洋館から、お宝を盗ぬすみだそうって話があるんだ。洋館には色々と罠わなが仕し掛かけられているんだが、その中にゲームで勝たなきゃ通れない扉があるんだよ。あんたなら一発じゃないのか？」

「たぶん……ですけど」

「なら、決まりだ。預かり屋コンバーターは仕事で海外に出張してるんだ。今ならヘリを使って洋館に侵しん入にゆうしても誰だれにもばれない。洋館は街外れの森の中だからな。どうだ。俺たちの仲間にならないか」

「なりませんよ。だってあなたたちもう詰つんでますし。盗みなんて真似したくないですし。それにそんなに簡単に、自分たちの計画を喋っちゃう人間は信用できません」

　咲の暗い返事に男は顔を歪ゆがめて「くそ、最後の勝負だっ」と言った。




「結局、圧勝でしたな。あれであの業者は悪事を働く資金を失ったことになります」

「はい……」

「お嬢さま？　やはり、どこかお体の具合でも優すぐれないのですか？」

「はあ、颯太くん」

　咲は、頭の中に浮うかぶ少年の名を口にした。

　剣見崎咲は、神さまの誤った采さい配はいにより、園城颯太に恋こいをしていた。

　その理由も、命を狙ねらわれたところを助けてもらった、という時代錯さく誤ご甚はなはだしいものだ。　咲は一風変わった仕事していた。裏の業界で『博ばく徒と』という肩かた書がきで呼ばれる仕事だ。簡単にいえば、博打ばくちの代うち、だ。咲は賭け事では負けることはない、という不思議な体質を持っていた。頭がいいだとか、腕うでが立つだとか、そういう問題ではなく、イカサマをされようが何をされようが、咲の意思とは関係なく、無条件で勝利してしまうのだ。

　そういう仕事をしている関係で、咲を恨うらんでいる人間も少なからずいるらしく、命を狙ってくる不届き者もいる。

　そこで登場するのが特とく殊しゆ便利屋組織『調律屋チユーナー』だ。

　咲は、自身も調律屋チユーナーとして働くことを条件に、戦せん闘とうに秀ひいでた調律屋チユーナーの護衛を受けていた。滅めつ多たに命を狙われる事はなかったが、数ヶ月前に、ヒットマンに襲おそわれた事があった。

　その時に、ヒットマンを取り押さえたのが、調律屋チユーナー・園城颯太だった。

　同い年で、こういった業界に身を置いている人間がいるとは想像もしていなかった咲は、颯太に親近感を覚えた。

　その親近感に、命を助けられた感動を合わせ、その延長線上にあったのが、恋、だ。

「颯太くんに最後に会ってから二ヶ月が経たちますね」

　二ヶ月前、咲は颯太に愛の告白をしようと、桜坂学園に赴おもむいた。

　咲の容姿や清せい廉れん潔けつ白ぱくな人格、経済力を考こう慮りよすれば、颯太への恋こい路じなど、ローラースケートを履はいて、坂道を滑すべり降おりるほどの容易さがあるはずだった。

　しかし、様々な行いき違ちがいがあり、咲の告白大作戦は徒労に終わった。

　今、颯太は停学処分中のはずだ。その事を知っていた咲は、颯太の迷めい惑わくにならないように、颯太に会うのを自じ粛しゆくしていた。

「颯太くんの停学処分、いつまで続くんでしょうか？」

「少々お待ち下さい」

　柳田はジャケットの内ポケットからメモ帳を取り出した。ぺらぺらとページをめくる。

「颯太さまの停学処分は昨日までのようですな」

「そうなんですかっ。じゃあいつでも颯太くんに会えるということですね」

　黒くろ塗ぬりのリムジンが咲と柳田の前で停車し、運転席から運転手が出てくる。後部座席の扉を開き、咲と柳田を車内に招く。

「お嬢さま。どうなさいますか？　今からでも颯太さまのご自宅へ向かうこともできますが」

「それはもちろん」と言ったところで、咲は口をつぐんだ。すぐに颯太の家に向かうのは、早計ではないだろうかと考えたのだ。

　せっかく久しぶりに会うのだから、もっとインパクトのある出会いかたの方がいいのではないか。

　窓の外を見やると、青い空に一羽の白い鳥が飛んでいた。

「あの白い翼つばさは天使の翼のようですね」

　そう独りごちて、天使という単語がひどく魅み力りよく的なもののように感じた。

「お嬢さま。どうなさいますか？」

　エンジンの振しん動どうが、早く決断しろよ、と催さい促そくするように伝わってくる。

「今日のところは帰りましょう」

　空を眺ながめる咲の表情は、とても晴れやかなものだった。




　颯太・琴音・椎那・蒼斗・緋香里




「なんでもかんでもナイフで解決しようとするなっ」

　颯太は語調を荒あららげて、琴音に唾つばを飛ばした。

　下宿の扉が開いたかと思うと、琴音が姿を現した。そして、抱だき合う、いや、正確には抱き合っていたわけではないのだけど、自分と椎那を視界に納めた刹せつ那な、大量のナイフを投げてきた。

　壁かべに目をやると、我が愛しき城の壁へき面めんは、惨さん憺たんたる様相を呈ていしていた。

　昔ながらの土つち壁かべには数十本のナイフが深々と突つき刺ささっている。ナイフから逃のがれるために泣く泣く犠ぎ牲せいにした、可愛らしいちゃぶ台は、生前の面おも影かげを残していない。

「あのな。俺が椎那と抱き合っていたのは、椎那が腐くさった床ゆかを踏ふんでバランスを崩くずしたのを支ささえたからだぞ」

　颯太は言いながら、扉付近にある床が抜けた部分を指さした。

　椎那が引ひっ越こしの挨あい拶さつに現れて、颯太に蕎そ麦ばの入った箱を渡わたそうと一歩踏み出した。すると、そこは運悪く床板が腐ってる場所で、床を踏み抜いた椎那は、体勢を崩し倒たおれそうになった。そこを颯太が受け止めたというのが真相だった。

「俺はな、あくまでも紳しん士しとして、椎那の体を支えただけだ。そうだろ？」

「どやろね」

「琴音、颯太は嘘うそ言ってないの」

　緋香里の声を聞いた途と端たんに、颯太は目を輝かせた。

「なんだ。長々と弁明する必要なんてないじゃないか。ここに俺の無実を証明してくれる緋香里ちゃんという裁判官がいるんだ。さあ、緋香里ちゃん、このサーカス娘むすめに俺が無実だという事を伝えてやってくれ。俺はギルティか？　それとも、ノットギルティか」

「ダメじゃないか。うさ。こういう場合はできる限り、颯太が困ってる所を楽しんでから助け船を出さなきゃ」

「残念だったな蒼斗。緋香里ちゃんは、すでに俺の助け船を口にしてしまった」

「いや、やっぱり嘘なの。お兄ちゃんの言う通り颯太はギルティ、なの」

「颯太が乗ってもうたのは、助け船やなく泥どろ舟ぶねやったみたいやね？」

「ナイフを出すな、ナイフをっ」

　颯太は、勝かち誇ほこるようにナイフを取り出す琴音を叱しつ責せきする。

「だいたい、お前は体のどこにそれだけのナイフを仕込んでいるんだ？」と質問を投げかけ、琴音の薄うすい胸むな元もとに目をやり「ああ、そこか」と一人で納得した。

「颯太は、ほんまに、いてまわなアカンみたいやね？」

　颯太の言いたいことを了りよう解かいした琴音は、すぐさま臨戦態勢に入った。颯太も「上等だっ。琴音に足りないのは胸のボリュームと慎つつましさだということを分からせてやる！」と身構えた。

「おのれ、口にしてはいかんことをっ。颯太こそ、あんたには財力、落ち着き、知性、というか、全てが足りてへんこと分からせたる！」

「なんだかんだで、二人って仲が良いよねえ。痴ち話わ喧げん嘩かは犬も食べないよ」

「まあまあ、颯太様、と、琴音ちゃんだっけ？　落ち着くんだ」

「「あんたのせいで、こんなことになってるんだろ！」」

　颯太と琴音のにらみ合いは、秒を重ねるごとにヒートアップしてくる。二人の猛たける神経を鎮しずめたのは、緋香里の言葉だった。

「二人ともケンカごっこは、そのへんにしとくの。二人とも本気でケンカしてるわけじゃないの」

「失礼な。この部屋を見てみろ。我が城の有様を。これを見て怒おこらない人間はマザーテレサかガンジーぐらいのものだ。そうだろ？」

「うちかて、本気やよ。乙女おとめの尊厳を傷つけられてんもん。全国のペチャ胸乙女を代表して、颯太に怒いかりの鉄てつ槌ついを与あたえな」

「二人とも面めん倒どうくさいの。私は、本人の心を本人よりも分かるの。私が二人とも本気で怒ってないと言ったら怒ってないの。聞き分けろ、なの」

　緋香里は、命令するように、言う。緋香里の力を知っている二人は、毒気を抜ぬかれたように、怒いからせた肩かたを下げる。

「颯太様。この可愛らしい女の子は何を言ってるんだ。説明してくれないか？」

「ああ、園城椎那さんは緋香里とは面識なかったね。うさ、椎那さんに挨拶して」

　蒼斗が緋香里に挨拶を促うながす。

　緋香里は、うん、と素直に顎あごを引くと、とことこと椎那の前まで歩いていき「私は伊波緋香里っていうの、よろしくなの」と言って腕を出した。

「ああ、よろしく。私は園城椎那というものだ」

　椎那も、緋香里に応じるように腕を出した。

　緋香里が椎那の腕を掴つかんだ瞬しゆん間かんの出来事を、颯太は見み逃のがさなかった。ニコニコと笑顔を保った緋香里は、顔を椎那の耳元に近づけ、何かを呟つぶやくように、整った形の唇くちびるを動かした。

　唇の動きから緋香里が何を言ったのか、想像してみると、「お、に、い、ち、ゃ、ん、に、ち、か、づ、い、た、ら、こ、ろ、す、の」という、おぞましい台詞せりふが浮き上がってきた。

「おい、緋香里ちゃんは自己紹しよう介かいの時点で、ああやって牽けん制せいをかけるのか？」

「颯太、知らんかったん？」

「本当に恐おそろしいのは女の情念だな。いや、妹の情念か？」

「いや、緋香里ちゃんの情念やよ」

「二人とも何、ぶつぶつ言ってるのさ」

「何でもない。お前は純じゆん粋すいなままでいてくれ」

「？」

　颯太が、感心というか驚きよう嘆たんしたのは、椎那の動じなさだった。颯太の統計から言えば、緋香里に牽制をかけられた女性は、百人中、百二十人ぐらいは戦せん慄りつするはずだった。

　しかし、目の前の椎那という女性は、緋香里の桃もも色いろ牽制を受けて、戦慄するどころか「なるほど、そういうわけか」と納得して「頑がん張ばれよ。私は応おう援えんしているよ」と別に送らなくてもよいエールを送る懐ふところの深さも見せつけた。

「あ、ありがとうなの」

　緋香里もこのような経験は初めてだったようで、まごつきながら、不器用にお礼を言う。

「それで、話は戻もどるんだが、颯太様、なんで緋香里ちゃんの言葉に臆おくしたんだ？」

　臆した、という表現がどうにも納得できなかったが、あえて口にはせずに緋香里が持っている不思議な力について説明する。

「へえ、驚おどろいた」

　緋香里の持つ『心温計』なる力の話を聞いた椎那は、口に手を当てて、言った。すかさず緋香里が「椎那はそんなに驚いてないの」と指し摘てきする。

「今度こそ、驚いた」椎那は手を口に当てて言った。

「それも、嘘なの」

「ちなみに、緋香里ちゃんの兄の蒼斗も超ちよう能のう力りよくを持ってるんだぞ」

　颯太は部屋の隅すみでこちらを観察している蒼斗に話題をふった。蒼斗は、まさか自分にボールが投げられてくるとは思っていなかったのか、中性的で涼すずしげな目を見開き、その後、これでもか、とばかりに顔をしかめる。

「僕たちの力は超能力じゃないよ。超ちよう微び能力──『おもちゃ』さ」

「『おもちゃ』？」椎那が目をしばたたかせる。

「ああ、蒼斗は自分の力のことを『超能力ほど便利じゃないけど暇ひまつぶしには使える』って意味で『おもちゃ』って呼んでるんだ」

「へえ、それで蒼斗殿どのはどういう『おもちゃ』を持ってるんだい」

「……『危険予知』だよ。僕には広い意味での危険が『黒い影かげ』で視認できるんだ。影が濃こいほど大きな危険だし、影が薄ければどうってことない危険、という風にね……今は僕の事より椎那さんの事、だろ」

「そうやった。そうやった。今日はそのために来たんやないの。颯太のせいで忘れとった。本当は颯太に聞くつもりやってんけど、椎那さんがおるならちょうどええわ」

「私に用事？」

「そうやよ。椎那さんが颯太の許嫁いいなずけっていう話について聞きたいんやけど……」

「そのまんまの意味なんだけど」

「えと、そうやなくてね……」

「まどろっこしいね。琴音は何で、親しん戚せき同士が許嫁なのかっていうことを聞きたいんだよ」

「やよ」

「ああ、そういう事か。どこから話そうか。せっかくだから戦国時代ぐらいまで遡さかのぼってみるとしよう」

「園城家ってそんなに歴史、深いん？」

「園城家ってそんなに歴史が深いのか？」

「ああ、私もあまり園城家の歴史は詳くわしくないんだがな。というかなんで颯太様、自分の家について知らないんだ？」

「俺は過去には縛しばられない人間なんだよ。そして未来にも縛られない正義の人なんだ。『僕の前に道はない、僕の後ろに道はできる』という詩があるだろ」

　それを聞いて椎那は「なるほど」と値ね踏ぶみするような目を颯太に向け「いいね、その言葉」と続けた。

「それで園城家についてなんだが、園城家は戦国時代は武士の家で、徳川時代に農に下ったっていう系図のある名みよう字じ帯たい刀とうの庄しよう屋やの家だ。園城家に変化がおきたのは明治に入る少し前ぐらいかな。園城本家の曾そう祖そ父ふ……つまり颯太様のひいおじい様だな。その人が先見の明があるというのか、当時では最難関の外国語大学を卒業して、そのままカリフォルニアに渡ったんだ。それで、語学を活用して農園を開き、一応の成功を収めた」

「ん、俺は園城家が美術商で成功した家って聞いたぞ？」

　颯太が、自分が唯ゆい一いつ知っている園城家の知識を持ち出すと、椎那は「大切なのはここからだよ、颯太様」と言って片目を瞑つむった。

「カリフォルニアでの農園経営は一応、成功した。カリフォルニアの日本人成功者リストにも園城の名があるから間ま違ちがいない。ただ、ひいおじい様は、そこで満足しなかったんだよ。ひいおじい様が次に目をつけたのが世界の美術品だったんだ。正確には古美術だな」

「それで俺のひいじいさんは、その古美術でも成功した、ということか？」

「少し違うな。まあ、確かに美術商でも成功はしたが、園城家が栄さかえた理由の最たるものは、周囲にいた有力な家が没ぼつ落らくしたからなんだ」

「どういうことだ？」

「どういうことや？」

「どういうことなんだい？」

「どういうこと、なの？」

「ひいおじい様の頃ころの日本って、土地そのものが財産なんだよ。土地をたくさん持ってる人が偉えらい、みたいな、ね。でも明治六年の地ち租そ改正と戦後の農地改革で多くの人が広大な田畑を強制的に安値で買いたたかれた。簡単に言えば財産を失った。園城家はそのころ田畑のほとんどを手放して、美術商の方に回していたから、ほとんど被ひ害がいがゼロだったんだよ。タイミングと運の勝利というわけだな」

「ちっ、いっそのこと、ほかの名家と一いつ緒しよに凋ちよう落らくすればよかったんだ」

「まあ、現在進行形で凋落してるのは颯太だけだけどね」

「蒼斗は黙だまっていろ」

「ちょっと待ってえよ」と琴音は話題の軸じくがぶれるのを阻そ止しし「園城家についてはだいたい分かったけど、なんで椎那さんは颯太と許嫁なんよ？」と基本的な質問をした。

「ああ、そうだったな。私が長々と園城家の歴史を話したのは、園城家の歴史背景を知ってもらう為ためなんだよ。そっちの方が颯太様と私の関係を理解するのに都合がいいんだ」

「完全に忘れてた。そういや椎那は俺の許嫁って言ってたが、それって誰だれが決めたんだ」

「園城本家さ」

「本家？　なんだそれ」

「颯太、君はもう少し自分の家について知ったほうがいい。なんで渦か中ちゆうの人間が堂々と他ひ人と事ごとの立場を貫つらぬいているのさ？」

　蒼斗が、前代未聞の愚おろか者ものでも見るかのような視線を向けてくる。

「颯太の人生の無む軌き道どうっぷりには惚ほれ惚ぼれするの」

　颯太が「そう褒ほめてくれるな」と照れくさそうに応じると緋香里は「今のは馬ば鹿かにしてたの」と宣言し、颯太は「知っていたよ」と平然と返した。

「もうっ。みんなもっと真ま面じ目めに椎那さんの話聞こうや」

「話の続きをいいかな。園城本家っていうのは、つまり、颯太様の実家のことだ。つまりひいおじい様の商売を代々引ひき継ついでいる家系だな。颯太様は、本家の嫡ちやく男なんになるね。一方私は園城分家の人間なんだよ。昔から、園城本家の跡あと取とりである嫡男は、園城分家の女子を嫁よめにしなくてはいけないって習ならわしがある」

「なんでそんな、けったいな習わしがあるん？」

「財産の散逸を防ぐためだ。園城家の財産は、ほぼ全て骨こつ董とう品や美術品だからな。これらの財産は商売には使わないんだよ。この世に二つと無い品ばかりだからね。そこに赤の他人が嫁とついできてみろ。財産分ぶん与よがどうとか言われるに決まっている。いや遠い分家と婚こん約やくしてももめるくらいなんだ」

「だから、遠くない程度の親戚同士で結けつ婚こんするわけか」

「颯太様、大正解。園城家は一族の結束が固いんだ。それで園城家全体で颯太様の伴はん侶りよの適性を調べた結果、私が選ばれたというわけだよ。これが私と颯太様の関係だ」

　颯太はどう反応していいか分からなかった。昔から園城家にある封ほう建けん的な空気は感じ取ってはいたが、ここまで複ふく雑ざつ怪かい奇きな家だったとは、ついぞ知らなかった。

　琴音を見やると、彼女の魂たましいはお留守らしく、呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめていた。

「あ、驚いた？」

　椎那があっけらかんと口を動かす。「それじゃあ、今夜からよろしく颯太様」と快活に告げてきた。

「ふぇ、今夜からよろしくってどういう意味なん？」

　はっとした様子で琴音が尋たずねる。魂が彼女の体に帰き還かんしたらしい。

「颯太様と私は、今日から一つ屋根の下で一緒に暮らすのだよ」

「「「はあああ!?」」」

　と颯太と椎那を除く三人が絶ぜつ叫きようする。まさか蒼斗まで叫さけぶとは、と颯太も驚いた。

「あ、驚いた？」

「そ、それほんまなん！」

「ああ、本当だよ。私は嘘うそをつくのが嫌きらいな性しよう分ぶんでね」

「颯太のために、そこまで行動するなんて、きっと椎那さんは頭のかわいそうな子なんだ」

「俺も同じ意見だ。俺も椎那の行動原理を聞いてみたい」

　四人の視線が、椎那に集まる。

　椎那は、そろそろ質問されることに飽あきてしまったのか、あるいは、今こそ攻こう勢せいに転じる時だ、と判断したのか「それよりだね」と顔を華はなやげて琴音を、見る。

「な、なんよ？」

「朝からずっと気になってたんだが、琴音ちゃん、颯太様の何？」

「何ってどういう……」

「ほら、今朝、私が颯太様に抱だき付いた時、すごい剣けん幕まくで颯太様に迫せまっていただろ。さっきも私が颯太様に支えられているとこを見て、尋じん常じようならざる怒おこり方してたしな。もしかして、颯太様の彼女？」

「かっ彼女っ」

　琴音は裏返った声を出した。声が裏返ったことが恥はずかしかったのか、颯太の彼女だと推理されたのが恥ずかしかったのか、顔を上気させて俯うつむき、「か、彼女やあらへんよ」と霞かすんだ声を出した。

「へ？　違うのかい。てっきり琴音ちゃんは、颯太様とお付き合いしているのかと思ってたのだが……じゃあ、琴音ちゃんは颯太様とどういう関係なんだ？」

「う、うちは、颯太の……」

「琴音ちゃんは颯太様の？」

　颯太は、嘘でもいいから彼女と宣言してしまえ、と念じていた。そうすれば、椎那も一いつ旦たんは実家に戻もどってくれるのではないか、という底の見えるように浅い、策略があった。

　琴音は最初、もぞもぞとくぐもった声を出していたが、意を決したように顔を上げて、大きく口を開いた。

「うちは颯太のっ！」

「颯太様の？」

「かっ」と琴音が口を開く。

　颯太は、いいぞ、と握にぎり拳こぶしに力をこめた。そのまま彼女と宣言してしまえ、と考えたところで頬ほおと耳が熱くなるのを感じた。なんでだ？

「うちは颯太の、かっ飼主マリア様です！」

「そっちできたかあ」颯太は額ひたいに手をやった。琴音はよく自分の飼主マリアを自じ称しようしていた。そのことを完全に失念していた。

「『か』まではよかったんだよ。でもなんで『か』のあとに『マリア』が来るんだ？　しかも、なんで『マリア』の当て字が『飼主』なんだ。『聖母』だろうがっ」

　颯太が、琴音に唾つばを飛ばしていると、くすくすと忍び笑いが聞こえてきた。また、蒼斗が笑っているのだろうと予想をつけるが、案に相そう違いして、笑っていたのは椎那だった。

「ふふふ、飼主マリア様って……ククッ」

　琴音の飼主マリア様宣言が何かしらのツボに入ったのか、必死で笑いを堪こらえている。しばらく口元を押さえていたが、ようやく、笑いの波が過ぎ去ったのか、口に当てていた手を下げ「驚おどろいた」と言った。

　椎那は颯太と琴音を交こう互ごに見ながら「なるほど、なるほど」と顎あごを引く。何か閃ひらめいたのか、素早く琴音に顔を近づけた。

「琴音ちゃん？」

「は、はい」琴音は、頭から棒を差し込まれたかのように、まっすぐ背筋を伸のばす。

「颯太様の飼主マリア様ってことは、私みたいなどこの馬の骨とも知らない許嫁が、颯太様と一つ屋根の下っていうのは、落ち着かないんじゃないのか」

「そら、その、まあ……」

　椎那は琴音の煮にえ切らない態度を見て「だったら」と言った。「だったら琴音ちゃん、今日から私とこのアパートに住むか？」とありえない提案をしてくる。

「「「「は？」」」」

「あ、驚いた？」

　椎那は冗じよう談だんとも本気ともつかない笑顔をつくった。




　五十嵐・マコッちゃん




「いやあ、仕事の後のビールは最高ですねえ。五十嵐先生」

「そうか。それはそうだろうな、ただ酒ざけなんだ」

　五十嵐とマコッちゃんは、五十嵐のいきつけの居酒屋『まほろば』にやってきていた。

　カウンターが五席、座ざ敷しきが二卓ほどの店内は、ほぼ人で埋うまっている。

　今日の帰りがけ、マコッちゃんが「一緒にどうですか」とぐい飲みを傾ける仕草をした。彼女のほんわかとした雰ふん囲い気きを著しく損なわせる、見事な親父おやじ臭くささだった。

　一いつ瞬しゆん、どうしようかと悩なやんだが、今日はアルコールを体に入れたい気分でもあり、家での飲酒は息子むすこの薫かおるに禁止されているのでマコッちゃんに付き合う事にしたのだ。

　それが失策だった。

　今日が月末だと気づくべきだった。つまり給料日前だ。何事においても先を考えることをしない、本能の赴おもむくままに金銭を消費するマコッちゃんの財布に、居酒屋で飲む余力が残されているとは到とう底てい思えない。

　案の定、今日の飲み代は五十嵐が持つことになった。

「どうしたんですか？　表情が暗いですよ。奥さんにも神さまにも見放された五十嵐先生」

「今、私の体にはアルコールが入って、理性の箍たがが緩ゆるんでいることを忘れてくれるな」

　五十嵐の毒づきに、マコッちゃんは「え？　五十嵐先生って酒乱なんですか」と口を丸くし「こわーい、こわーい、ＤＶです。ドメスティックバイオレンス。助けて、助けて警察。ドイツ語でポリツァイッ」と喚わめく。

「何よく分からないこと叫んでいるんだ？　神し々し廻ば先生は酔よってるのか？」

「酔ってませんよお。それで、なんでそんなに表情が暗いんです」

「暗くならない方がおかしい。今日のうちのクラスの騒そう動どうを知らないのか」

「園城椎那さんのことですね？」

「ああ、そうだ。こんな時期に転校生とは珍めずらしいと思っていたんだよ。しかも名字が『園城』って時点で胸むな騒さわぎがしてたんだ。絶対にあの園城颯太の関係者だとは思っていた」

　そう言いながら、五十嵐は園城颯太の異常性について考えた。常に忙せわしなく口を動かし、詭き弁べんを弄ろうし続けている少年だ。学業成績は恐おそろしいまでの低空飛行を誇ほこっており、その低空飛行の技術たるや、ぎりぎり留年するかしないかの境界線の上をわざと狙ねらっているのではないかと疑いたくなるほど卓たく越えつしたものだった。

　一人暮らしをしているらしく、両親は一度も三者面談に現れたことがない、というより、颯太本人すら三者面談に現れたことがないという、案配だった。

　プロフィールですら理解不能の極致に達しているのに、園城椎那という女子生徒の出現で、さらに颯太の異常性に磨みがきがかかった。

「まさか、園城椎那さんが、園城颯太の許嫁いいなずけだとはなあ」

「びっくりですよねえ。今日なんて、クラスの話題は椎那さんで持ちきりでしたもんね」

「はあ、なぜ私のクラスには、変な生徒ばかり集まるのだろうか」

「みんな個性的ですよねえ」

「個性的か……随ずい分ぶん、親切な表現だな。ああいうのは変質的と言うんだ」

「私は、五十嵐先生と違ちがって前向きなんですよ。あ、ビールおかわり下さい」

「まったく、人のおごりだと思って」

「細かいこと言っちゃダメですよ」

「薫の性格が伝う染つったんだ」

　妻に決別宣言されて、息子の薫を一人で育てるようになった。薫は、自分に子育てなどできるのだろうか、という五十嵐の不安や焦あせりを薄うす々うす感じ取っているのか、その感情を薄めるように、家事の一切を引き受けてくれている。

「良い子ですよねえ、薫くん」

「まあな」

　五十嵐は、ジョッキに注がれたビールを一口飲む。喉のどが鳴るのと同時に、店の扉とびらが開く音がした。すぐに「あ、お父さん。こんなところにいたのですか？」という丁てい寧ねいな言葉が聞こえてくる。

　お父さん、という言葉に反射的に振ふり向むく。そこには小学校四年生の少年がいた。息子の薫だ。どちらかというと、目鼻立ちがはっきりしている自分と違い、さっぱりした顔をしている。

　手て前まえ味み噌そでも、親のひいき目でもなく、年の割には可愛らしい、というより、美しいと表現したほうが適切な、早熟な少年だ。

「お父さん、また、居酒屋で飲んでたのですか。もったいないですよ」

「硬いこと言うなよ」と五十嵐は口角をあげた。

「ダメですよ。うちは不景気なんです。外食は悪なのです。もう少しお給料を貰もらえるようになってからなのです」

「こいつは手て厳きびしい」

　五十嵐は顔をほころばせながら、笑う。「それも、エンゲル係数の神さまが言っているのか？」

「そうなのです。僕は、エンゲル係数と戦うヒーローなのです」

「きゃあっ。この子が薫くんですかあ」

　隣となりにいたマコッちゃんが、黄色い声を上げた。突とつ如じよとして湧わき出た声に、薫は肩かたを上下させ、怯おびえる小動物さながらに、五十嵐の背中に隠かくれた。

「この女の人誰だれですか？　怪あやしいのです」

「同どう僚りようの神々廻真先生だよ」

「そ、そうですか」

　薫は、警けい戒かいを解き、五十嵐の背中からひょっこりと顔を出した。すると、マコッちゃんは「隙すきありっ」と短く叫さけび、薫を抱だきしめた。マコッちゃんの、自己主張しすぎな胸の中に薫が、沈しずむ。

「むっ、何をするのですか！　放して下さい」

「わあっ。外見もそうだけど。その背せ伸のび丸出しの言こと葉ば遣づかいも可愛いっ！」

　マコッちゃんは、獲え物ものに巻き付く蛇へびのように、頑かたくなに薫を放さない。

　マコッちゃんの胸の中で溺おぼれる薫の顔は、恥ずかしそうに赤面していた。五十嵐は、息子も着実に成長しているんだなあ、とセンチメンタルになりながら、ビールを口にする。
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　理科雄




　理り科か雄おはグリーンハイツというマンションを訪れていた。倉くら敷しき一かず馬まに依い頼らいされた『人を劇的に眠ねむらせることができる薬』を届けにきたのだ。

　通常、依頼された薬や薬品の受うけ渡わたしは、入居者のいないアパートのポストを利用して行われる。

　ポストに適当な名前を貼はり付つけ、そこの住所に商品を郵送する。単純だが、お手軽で確実だ。この方法を利用している人間も多い。

　しかし、今回の依頼主のように、面識があり、信用もある場合、顧こ客きやくの自宅まで商品をデリバリーサービスすることもあった。

「ふん、さっさと仕事を終わらせよう。ジェニファーが待っている」

　理科雄は白衣を揺ゆらしながら、正面玄げん関かんを抜ぬけ、エレベーターに乗り込んだ。

　途と中ちゆう、グリーンハイツの住人らしき主婦が、乗り込んできて、理科雄を視界に納めると、なんだこの不ふ審しん人物は、と驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けてくる。

　主婦は、事と次第によっては通報するのも辞さないぞ、という厄介な使命感を伴ともなった視線を浴びせかけてくる。

　理科雄が眼光鋭するどく主婦に視線を向けると、主婦は身の危険を感じたのか、視線を下に這はわせ、通報なんて嘘うそですよ、と表明するように、そそくさとエレベーターを後にした。

「ふん、恐おそるるに足たらず」

　エレベーターを降りて、すぐに右折し『倉敷一馬』と表札がかかった扉の前で、立ち止まる。

　インターフォンを押し、しばらく待っていると、プツッ、というインターフォンの回線が室内と繋つながる音がした。

「『薬局』だ。頼たのまれたものを持って来てやったぞ」

　理科雄が用件を伝えると、すぐにインターフォンから回線の切れる音がする。

「ん？　どうにも様子が変だな」

　理科雄が独りごちていると、扉の鍵かぎが開く音がして、ゆっくりと扉が開く。扉を開けたのは依頼主の倉敷一馬とは似ても似つかない人物だった。

　理科雄の目の前には、小さなピエロが佇たたずんでいた。

　ピエロと言っても、あの真っ赤な丸い鼻をしたピエロではない。全体的にシャープな印象を覚えるピエロだ。

　着ている衣装は全体的に紫むらさきや青などの寒色で作られている。上半身は体の線に沿うようなデザインで、肩のあたりだけが大きく盛り上がっている。下半身はゆったりとしており、足元へ行けば行くほど広がっていく、サイドが大きく開いたズボンをはいている。ズボンの側面から、白い華きや奢しやな生足が出ている。

　顔には、目と鼻の部分を隠すマスクがあり、そのマスクから頭頂部にかけては、クジャクの尾おのような装そう飾しよくが施ほどこされている。唯ゆい一いつ見える口元は、無感情に結ばれている。

「ふん、なんだ貴様。見るからに怪しい奴やつだな」

　見るからに怪しい白衣の男、本ほん庄じよう理科雄は自分の事を棚たなに上げて、眉まゆ根ねを寄せた。ピエロは無言で携けい帯たい電でん話わを取りだし、ディスプレイを理科雄に向ける。

「これは今朝、俺のところに入ってきた倉敷一馬の依頼メールだな。お前は倉敷一馬の関係者か何かか？」

　ピエロは、小さく頷うなずいた。一応、感情のようなものはあるようだ。

　理科雄が「倉敷一馬はどこだ？」と尋たずねると、ピエロは横手に首を振り、ゆっくりと手を差し出した。手の平が上を向いている。商品を渡せということだろうか。

　理科雄は、ピエロを見下ろしながら、一考する。

　このピエロが倉敷一馬の関係者というのは間ま違ちがいないだろう。どうみてもまだ子供だ。このピエロが成人した人間であれば、男女に拘かかわらず、泥どろ棒ぼうや強ごう盗とうなどの触しよく法ほう行こう為いをしているところに、自分が運悪く訪問した可能性も考えられなくはない。

　しかし、こんな小さな子供に、強盗や泥棒ができるとも思えない。

「そういえば……」

　理科雄は顎あごに手をやりながら、あることを思い出した。倉敷一馬の小説だ。倉敷一馬は、何度か取材に応じている理科雄に、自身の書いた本の新刊が出るたびに寄よ越こしてきた。　その中に『亡霊道化師フアントムクラウン』という本があったはずだ。１９８１年５月にボストンで起きた連続誘ゆう拐かい事件を下した敷じきにした、日本が舞ぶ台たいのホラー作品だったはずだ。

　暇ひまつぶしに読んでみたが、ホラーというより、ミステリーに近い作品で、誘拐を繰くり返かえす亡霊道化師の正体は亡霊ではなく、ベストセラー作家だった。

　自分の作品を世界に広めようとした作家で、自身の作品に出てくる問題に答えられない人間を誘拐する、という奇き行こうに及および、最後には、コミカルに自じ爆ばくする、そういう小説だ。

　意識を小さなピエロに戻もどす。

「ふん、お前が倉敷一馬の関係者だということは認めてやる」

　倉敷一馬は、独身で子供はいなかったはずだ。このピエロは倉敷一馬とどういう関係なのか、と考え、いやこれ以上詮せん索さくするのはルール違い反はんだと、思考の展開を中止した。

　こういう裏の業界には、厄やつ介かいな事情をかかえている人間が多い。仕事相手のプライベートは探ってはいけない、というのが、この業界の暗あん黙もくのルールだった。

　だが、依頼主の関係者とはいえ、本人以外に商品を渡すのもビジネス的には論外だ。　　　一いつ旦たん、学校へ戻って後日、商品の受け渡しをやり直してもいいが、受け渡しの期日は今日だ。他の仕事もある。

　仕方がないので、理科雄は目の前のピエロに商品を渡すことにした。

「ふん、倉敷一馬にこれが依頼の『人を劇的に眠らせることができる薬』だと、渡しておけ」

　理科雄は白衣のポケットから小さな小こ瓶びんを取り出すと、それをピエロに投げる。ピエロは瓶を受け止め、親指と人差し指でその瓶を摘つまみ持ち上げ、訝いぶかしむように、首を捻ひねり、催さい促そくするように空あいている手を差し出した。

「それは見本だ。さすがにお前を信用して全ての商品を渡すわけにはいかないからな。倉敷一馬にその見本を渡せ。それは強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆうで人を眠らせる……わけじゃないが、失神させる薬品だ。知ってるか？　カメムシは自分の臭においで気絶するらしいぞ。まあ、そういう類たぐいのものだ。それで納得したなら、残りの商品を俺のところまで取りに来い」

　理科雄が、端たん然ぜんとした口調でピエロに説明し、踵きぶすを返すと、背後からバタンッと大きな音が響ひびいてくる。

　すぐに扉とびらに向き直ったが、すでに扉は閉ざされていた。

「ふん、やはり怪あやしいな。……まあいい。俺は忙いそがしい。預かり屋コンバーターの依頼もあるし、ジェニファーとも愛を語り合わなくてはいけない。ああ、待ってておくれジェニファー」

　理科雄は両りよう腕うでを上げ、桜さくら坂ざか学園の理科準備室にいるジェニファーに思いを馳はせ、足早にマンションを後にした。




　蒼斗・緋香里




　蒼あお斗とと緋ひ香か里りは電車に揺られていた。規則的な振しん動どうが足の裏から伝わってくる。颯そう太たの家は桜坂学園から電車で数駅行ったところにあり、蒼斗たちの自宅は、桜坂学園から歩いて通える距きよ離りにあるので、今、蒼斗と緋香里は桜坂学園方面に向かっていることになる。

　時刻を確認すると夜の八時を回っていた。車内は帰宅ラッシュの時間帯を過ぎたとはいえ、それなりの乗車率だった。無理をすれば座席に座れないこともないが、あまり他人に近づくのは好きではないので、扉付近に、立っている。

「いやあ、まったく颯太は見ていて飽あきないね」

　今いま頃ごろ、颯太はどうしているのだろう、と想像し、ほくそ笑む。

　電車が桜坂学園の最寄り駅に停車した。車体が、つんのめるような動きをし、体勢を整えるように揺れる。ふと、柔やわらかい感かん触しよくが肩かたに触ふれた。

　目をやると、緋香里が立ったまま眠っていた。肩がゆっくりと上下している。

「また器用に寝ねてるなあ。うさ、起きてよ。駅についたよ」

　肩を揺すって、緋香里を起こそうとするが、睡すい眠みん世界に旅立った緋香里はなかなか起きない。そうこうしている間にも、空気の抜けるような音が聞こえ、扉が開く。

「しょうがないな」

　蒼斗は、緋香里をおぶって電車を降りた。二人分の切きつ符ぷを改札に入れ、駅を出る。真正面から冷たい風が吹ふきつけ、蒼斗の顔を冷やしてきた。

　自分の肩に頭を載のせている緋香里が目の端はしに映うつり「寝てれば純じゆん粋すいそうに見えるのになあ」と漏もらすと、その声に反応するように、緋香里は「むふふ、お兄ちゃん。それは耳の穴」という、もはや猥わい褻せつなのかどうなのかすら判然としない寝言を漏らした。

「どうしてこうなってしまったのか」

　蒼斗が、鉛なまりのように重い息を落としながら、家へ続く道を歩いていると、暗い街に浮うかび上がるように、煌こう々こうと光を放つ大きな建物が見えてきた。

　大手総合ディスカウントストアだ。最近、この辺りに出来たばかりの店だった。二十四時間営業と、業界最安値が自じ慢まんの店てん舗ぽだ。

　大きなガラス張りの扉から見知った人物が出て来た。かなり高身長の痩そう身しんの男で、白衣を着ている。白い長ちよう髪はつを後ろで一本に結んでいる。眼鏡の奥にある三さん白ぱく眼がんは冷たく鋭い。

「あれは確か本庄理科雄じゃないか」

　蒼斗はとっさに店の陰かげに身を隠かくした。あの男と関わるとろくなことが無い。

　理科雄は大きなビニール袋ぶくろを両手に持っていた。一体何を購こう入にゆうしたのか。

「またろくでもない事を考えてそうだね。触さわらぬ神にたたりなしだ」

　蒼斗が独りごとを言っていると、理科雄の背後に奇き妙みような影が見えた。蒼斗の『おもちゃ』である『危険予知』で見える危険を示し唆さする影、だ。

　最初は、理科雄本人が発している影だと思ったのだが、どうやら違ちがうようで、その影を発しているものは、理科雄の奥に見えるブロック塀べいの上にいた。

「なんだあれ？　ピエロ？」

　蒼斗の視界に入ったのは小さなピエロだった。大きな鎌かまを肩に担かついでいる。姿の子細は月を背負っているせいで、分からない。

　月と一いつ緒しよに背負っている危険を示す影は、それなりに危険なものだった。

　ピエロは、理科雄の跡をつけるように、ブロック塀の上と、電信柱の足場になるボルトの上を行ったり来たりしながら、消えていった。

「なにあれ人間？」

　蒼斗は、人間のものとは到とう底てい思えないピエロの動きに、呆ぼう然ぜんとしながら呟つぶやいた。




　理科雄




　理科雄は、桜坂学園の理科準備室に戻ってくると、部屋の中心にいるジェニファーに「ただいま、ジェニファー。寂さびしくなかったかい」と声をかけた。

　ジェニファーは、眠ねむっているらしく、返事はない。

「今のうちに仕事をしよう」

　ジェニファーに安あん眠みんの場を提供するため理科準備室を出て、隣りん接せつする理科室に移動した。さきほど、ディスカウントストアで、大量に買ってきた『ネズミに引導を』という詩的な名前のねずみ取りを実験台の上に並べた。

「犯罪性の少ない罠わなといえば、これがベストだろうな。これなら子供の悪戯いたずらで処理される」

　この大量のねずみ取りは『預かり屋コンバーター』の依い頼らい、「屋や敷しきの外に仕し掛かけられる合法的かつ強力な罠」を作るための材料だった。

『ネズミに引導を』のパッケージから、ねずみ取りを取り出す。強力な粘ねん着ちやくシートだ。それをカッターナイフで数センチ単位で切り分けていく。

　ビーカーの中に、切り分けた粘着シートを入れた理科雄は、白衣のポケットから茶色い瓶を取り出した。

「シクロヘキサンだ。こいつを使えば粘着シートから粘着液を取り出すことができる」

　ビーカーの中に、シクロヘキサンを投入する。しばらくかき混ぜていると、粘着シートに粘ねん度どがなくなってくる。シクロヘキサンに粘着物質が溶とけ出した証しよう拠こだ。

　意外と『預かり屋コンバーター』の依頼はすぐに終わりそうだ、と気分をよくしていると、理科準備室から物音が聞こえてきた。

　以前、自分が理科準備室を空けている間に、ジェニファーが誘拐されるという悲劇が起きたことを思い出した理科雄は、警けい戒かいするように、理科準備室に引き返した。理科準備室の出入り口は一つしかないので、仮に誘拐犯が現れても逃にげることはできない。

「誰だれかいるのか？」

　理科準備室の扉を開けた理科雄は、我が目を疑った。

　ついさっき、倉敷一馬の家にいたピエロが、理科準備室を物色しているのだ。

「おいっ貴様！　人の理科準備室で何をしている！」

　ピエロに唾つばを飛ばすと、ピエロはゆっくりと振ふり返った。

　ピエロの手には、倉敷一馬に渡わたすはずだった『失神薬』と、預かり屋コンバーターが仕事で使っている屋敷の図面が握にぎられていた。屋敷に仕掛けられた罠の設置場所を記録した図面だ。

「ふん、俺の理科準備室に無断で侵しん入にゆうして、生きて帰れると思うなよ？」

　理科雄は、白衣から硫りゆう酸さんの入った瓶と、メスを取り出し身構えた。ピエロも持っている大鎌を片手で軽々と持ち上げ、構える。

　疑問に感じたのは、ピエロの大鎌の向きだった。鎌の切っ先は、理科雄ではなく、ジェニファーに向いている。

「……貴様っ。まさかっ」

　理科雄の声とガラスの割れる音が聞こえたのは、ほぼ同時だった。ピエロは大鎌を振り上げると、一切の躊ちゆう躇ちよを見せずに、ジェニファーの眠っているガラス製の瓶を砕くだいたのだ。

「ジェニファアアアアアアア！」

　理科雄は時ならぬ悲鳴をあげて、床ゆかに崩くずれ落ちたジェニファーを抱だきかかえる。ジェニファーはぐったりとして、生気が感じられない。ホルマリンの刺激臭が室内に充じゆう満まんする。ピエロは、今が絶好の機会だと悟さとったのか、理科雄の脇わきを通り過ぎて行き理科室の窓を突つき破やぶって空中へ飛び出した。

「馬ば鹿かな。ここは四階だぞ」

　ジェニファーを抱かかえて、ピエロが突き破った窓まで行き、校庭を見下ろす。驚おどろくべきことに地上四階から飛び降りたピエロは、何事もなかったかのように、校庭を走り抜ぬけると闇やみ夜よに溶け込むように、姿を消した。

「おのれっ！　糞くそガキがっ！」

　理科雄の怒ど声せいが、桜坂学園に響き渡った。




　颯太




　颯太は眠れぬ夜を過ごしていた。布団の中で何度も寝ね返がえりをうつが、眠れる気がしない。

「この薄うすい壁かべを一枚隔へだてた向こうに、琴こと音ねと椎しい那ながいると考えれば、そら落ち着かないわなあ。まさか、椎那の言葉に琴音が乗ってくるとは……」

　数時間前、椎那が琴音に「一緒に住んでみる？」という、荒こう唐とう無む稽けいにもほどがある一計を案出した。琴音は最初こそ戸と惑まどっていたが、椎那の発した「颯太様の飼主マリア様というのはその程度のものなのか」という挑ちよう発はつ的な言葉に「上等やないのっ」と、握り拳こぶしをつくって「うちが颯太の飼主マリア様やいうことを証明したる」と息巻いた。

　以上のようなやりとりがなされた結果、三人の奇妙な同居生活が始まってしまった。

「そもそも、こんな危険なアパートに、年とし頃ごろの娘むすめが住んでいいものなのか？」

　この風ふう楽らく荘そうは、変質者だろうが、強ごう盗とうだろうが、泥どろ棒ぼうだろうが、差別なく、逆にいえば無差別に招き入れる困ったアパートだった。

　訪れる者を何なん人ぴとたりとも拒こばまずに受け入れる親切設計は、今の時代の流れから逆行していると言うほかない。

「こんなアパートに二人の乙女おとめが住んでいるなんて知れたら、日本中の変質者が一挙に集つどうぞ。そうだろ」

　颯太が下らない妄もう想そうを膨ふくらませていると、廊ろう下かから「そうたあ」という琴音の弱々しい声が聞こえてきた。

「ん？　琴音？　こんな時間になんだ？」

　颯太は時刻を確認した。深夜の一時だ。布団から這はい出て、扉とびらを開ける。扉の向こうには、パジャマ姿の琴音が、いた。目を伏ふせて、もじもじとしている。

「どうしたんだよ。こんな時間に？　夜よ更ふかしはお肌はだに毒だぞ」

「えと、あのな。うちと付き合ってくれへん」琴音は顔を真っ赤にして言った。

　琴音の突とつ然ぜんの告白に颯太は「はあっ」と、破は裂れつ音にも似た声を上げて「それってどういう……」とあからさまに狼狽うろたえた。

　付き合えとはいかなる意味か、と逡しゆん巡じゆんする。女が顔を上気させて男に「付き合ってくれ」と言うのは、つまり、そういう意味だろう。

　どういう返答をしようか、と悩なやむ。どのように切り返していいのか分からない。

　やむを得ないので、話題の延長交こう渉しように乗り出した。我ながら軟なん弱じやく外交だ。

「琴音さん。この話は日を改めませんか？」

「いやや。うち、もう我が慢まんできひん」

「いえ、琴音さんなら、あと十日ぐらいは我慢できるんじゃないでしょうか？」

「無理や」

　なぜ、今日の琴音はこれほど積極的なのか、と疑問を覚える。普ふ通つうじゃない。そう思い、琴音を観察すると、不可解な点がいくつかあがった。

　まず、琴音の顔だ。廊下が暗くて気づかなかったが、真っ赤に染まる口元は苦しそうに歪ゆがんでいる。額ひたいには玉のような汗あせが浮うかんでいた。

　次に、さきほどからスリスリと布が擦すれ合う音が聞こえていたのだが、その正体が明らかになった。琴音が、太ふと股ももの内側をすり合わせていたのだ。スリスリという音は、琴音のパジャマが擦れ合う音のようだった。この情報から総合的に推理してみるに。

「琴音？」

「な、なんよ？」

「付き合って、というのはトイレにか？」

　颯太が尋たずねると、琴音は俯うつむいて恥はずかしそうに「……うん」と顎あごを引いた。

「そっちかよ」

「そっちってなんよ？」

「いや、何でもない。トイレなんて一人で行けばいいだろ？」と投げやりに言った。

「む、無理や、あんな暗いとこ一人やなんて」

　琴音が廊下の奥の暗くら闇やみを指さして訴うつたえる。風楽荘は個人用のトイレなどという贅ぜい沢たく施し設せつはない。一つのトイレを居住者でシェアするという、ルームシェアを先取りしたお洒落しやれなスタイルを採用していた。

「そういえば、お前、幽ゆう霊れいとか怪かい談だんとかが苦手だったな」

「やよ」

「俺じゃなくて、椎那に頼たのめよ」

「椎那さん寝ねてもうて。起こしても起きてくれへんし」

「……はあ、わかったよ。付き合えばいいんだろ、付き合えば」

「おおきに。はよ行こ」琴音は颯太の手を引っ張り、廊下を進む。

「そんなに我慢してたのか？」

「……三時間やよ」

「凄すさまじいな」

　琴音は、廊下の奥にあるトイレの扉を開けると「絶対そこにおってよ」と颯太に念を押してトイレに入っていった。

　颯太が暗黒に包まれる廊下でぼんやりと立ち「他人のトイレに付き合って待機している時間ほど、無む駄だなものはないな。そうだろ」とぼやくと、そのぼやきに応こたえるように「だったら、その無駄な時間を有効活用するのはどうだ？　颯太様」という声が飛んできた。

「椎那じゃないか。起きてたんじゃないか」

「琴音ちゃんが颯太様の部屋に行くから、夜よ這ばいでもするのかなって期待したんだが」

「なんで椎那が夜這いを期待するんだ？」

「私も混ざろうと思ったんだ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「おや、もっと動どう揺ようしてもいいのではないか？」

「俺はな、五年に一度しか発情しない象以上に発情しない紳しん士し的な人間なんだよ」

　颯太がいつも通りの逃げ口こう上じようを使うと、椎那は妖よう艶えんな瞳ひとみをつくり「私がこういう事しても平気でいられるかな」とささやくように言い、颯太に体をすり寄せてきた。

　腕うでをこちらの首に巻き付けて、体を密着させてくる。椎那の体形が直じかに体へ伝わってきた。

　見た目通り、かなり細身の体形らしく、肉付きはさほどよくない。しかし、着やせするタイプなのか、胸はかなりのボリュームがあった。椎那から溢あふれ出ている自信はこの胸に詰つまっているのでは、と破は廉れん恥ちな妄想をした。

「意外だな。椎那はもっと慎つつましい性格だと思ってたんだが」

「意外だろ？　私は颯太様が思う以上に積極的な人なんだ」椎那は口元に手を当てる。

「ふ、それは嘘うそだな。緋香里ちゃんじゃなくても分かる。今すぐ、鏡を見てみろ。顔が真っ赤だぞ」

「あ、ばれた？　でも一人の乙女が恥ずかしいのを耐たえて、アピールしてるんだ。颯太様は応えてくれないのかな？」

　颯太は、無言で首を横手に振った。さらに、無言を守ったままトイレの扉を指さした。

「ん。ああ、なるほど」

　椎那は納得するように頷うなずく。椎那および颯太の視線の先には、般若はんにやがいた。

「し、し、椎那さん。何やっとるの」般若は言った。

「あ、驚いた？」

　颯太は、どうせナイフを投げられるんだろうなあ、と確信しながら「無駄だと思うが一応これは誤解だと言っておこう」と般若もとい琴音に、いい加減な言い訳を添そえてみる。

「うん、無駄やよ」

「だよな」

　琴音は軽かろやかに断じると、胸むな元もとからナイフを取り出し「颯太のアホオオオ」と叫んだ。




　椎那




　園その城しろ颯太は興味深い、と椎那は布団の中で笑った。

　類は友を呼ぶというが、彼はまさにその言葉通りの人間だ。超ちよう能のう力りよくを使う兄妹きようだい、ナイフ使いのちょっと嫉しつ妬と深ぶかい幼なじみ、それに私もだ。

　果たして、園城颯太という男はどういう人物なのか。

　ニヤニヤしていると携けい帯たいにメールが入った。実家の使用人からだった。

『園城家の方にお仕事の依い頼らいが入ってますが、どうなさいますか？』という内容だ。

　椎那は『しばらくは、休業って言っておいて下さい』と返信し、携帯を閉じた。

　もう一度、園城颯太について考える。

「颯太様、私の運命を初めて変えた人」

　椎那はその台詞せりふを声には出さず、口の中で唱えた。




　颯太・琴音・椎那




　颯太は「颯太、朝やでえ」というのんびりとした声で目を覚ました。なぜか、瞼まぶたが重い。

　颯太が、琴音の声を無視していると、琴音は無断で颯太の部屋に入ってきた。ミノムシのように布団にくるまる颯太を見下ろし、「颯太、朝やで」と同じ言葉を落としてきた。

「もう少し寝かせてくれ」

　そう返答して、すぐに、なんで琴音がこのアパートにいるんだ？　という疑問が湧わいた。

「なんで琴音がここにいるんだ？」

「なに、寝ぼけとんのよ。昨日のこと覚えてないん？」

「琴音にナイフを投げられたことなら覚えてる」

「もうっ。そうやなくて、その原因」

「ああ、そういえば、昨日は散々な目にあったな。ちなみに園城椎那という少女は俺の妄想の産物じゃなくて」

「実在しとるよ。せやからうちがこのアパートにおるんやん。はよ椎那さんの部屋行くで」

「なんで俺まで行くんだ？」

「朝ご飯用意したったからやない」

「よし、今すぐ行こう」

　颯太は寝ね癖ぐせを直しもせずに、悠ゆう然ぜんとした歩みで廊下に出た。琴音が呆あきれながらついてくる。椎那の部屋の扉を開けると、バターの香かおりが鼻び腔こうを刺し激げきする。

　椎那の部屋を見み渡わたした颯太は怪け訝げんそうに眉まゆを上げた。

「おはよう、颯太様」

「おい、ここは本当に風楽荘か？」

「答えはイエス、だな」

　颯太の視界には、可愛らしい部屋があった。床ゆかは畳たたみではなく木目のフローリングシートが貼はられている。壁かべも土つち壁かべではなく、白い壁紙が貼られていた。六畳じようの部屋には、液えき晶しようテレビ、冷蔵庫、電子レンジなどの文明の利器の数々が並んでいた。

　颯太の部屋にはちゃぶ台しかない。そのちゃぶ台すら、先日の琴音の襲しゆう来らいによってスクラップにされてしまった。

　颯太の疑問を感じ取ったのか、椎那は「分家といえども園城だからな。これぐらいは余よ裕ゆうだよ」と白い歯を見せた。

「俺も園城なんだがなあ」

「だって颯太は実家から自主追放されとるやん」

　颯太は「まあ」と口をつぐみ「それを言ったらお終しまいだな」とむくれた。

「まあまあ、颯太様。早く朝ご飯を食べようじゃないか」

　椎那は颯太を室内に招く。テーブルの上にはハムエッグとパンと牛乳が載のっていた。

「朝からカロリーを摂せつ取しゆできるなんて運がいい。これは椎那がつくったのか？」

「ううん、うちやよ。居い候そうろうさせてもらっとるし、家賃代わりに料理を引き受けとんのよ」

「いやあ、さすが颯太様の飼主マリア様を名乗ってるだけあって、料理は上手だな。私では到とう底てい及およばない手て際ぎわの良さだった。マリアポイント一点プラス」

「マリアポイントってなんよ？」

「せっかくだから私は、琴音ちゃんと勝負してるんだ。私と琴音ちゃんのどちらが飼主マリア様にふさわしいか、ね」

「おい、椎那は俺の許嫁いいなずけじゃなかったのか」颯太は語気を荒あららげた。

「人間は高みを目め指ざさないとな」

「はあ、なんで俺の周りはこういう奴やつらばかりなんだ」

「きっとあれだな。類は友を呼ぶ、というやつだろうな。さあ、朝ご飯を食べよう」

　三人はテーブルを囲み朝食を食べ始める。颯太が数年ぶりの朝食を堪たん能のうしていると、テレビからニュースが流れてくる。椎那はテレビに映うつされた男性の写真を見て、「ああっ」と声を上げた。

「椎那さん、どないしたん？」

「この人、倉敷一馬じゃないか」

「誰だれだそれ？」

「けっこう有名な作家だよ颯太様。颯太様は本を読んだりしないのか」

「本は読むけど小説は読まないよ。俺は知識が身につく本しか読まないんだ」

「それが颯太の屁へ理り屈くつへと繋つながるわけやね」

「屁理屈っていうな屁理屈って」

「へえ、倉敷一馬に隠かくし子ご騒そう動どうとは……興味深いじゃないか」

　椎那はテレビから聞こえてくる情報を復唱するように言った。若手作家の倉敷一馬には実は隠し子がいるかもしれない、という、興味のない人間からすればどうでもいいものだ。

　ニュースはまだ終わらないようで、地元のニュースが流れ始める。昨夜、桜坂学園付近で起きた『連続傷害魔』についてだ。

　昨日の深夜から未明にかけて、不思議なピエロが出しゆつ没ぼつした。ピエロは、湯船から沸わき上がる湯気のように現れて、奇き妙みような問題を出してくるらしい。その問題に正解すると手段は分からないが気絶させられるのだという。被ひ害がい者しやは昨晩だけで十数名にものぼるという。

「なんや怖こわいニュースやな」

「春先は頭のおかしい輩やからが増えるからな、これもその一いつ環かんじゃないのか？」

「ううむ」と唸うなったのは椎那だ。

「どうしたんだ？」

「いやね。似てるなっと思ってね」

「何がやの？」

「今のニュースに出た『連続傷害魔』がだね、その前のニュースに出てた倉敷一馬って人が書いた『亡霊道化師フアントムクラウン』に出てくる『連続誘ゆう拐かい魔』と凄すごく似てるんだよ」

「その小説の内容は知らないが、考え過ぎじゃないのか？」

「ううん、そうなのかねえ。でも、倉敷一馬とピエロが連続して放送されてるんだよ？」

　椎那は、腑ふに落ちない、といった顔で腕を組んだ。「きっと、何か繋がりがあると思うんだがなあ」とぶつぶつ言っている。

　椎那はもしかしてミステリーが好きなのかもしれない、と分ぶん析せきしていると、琴音が「あっ」と、高い声を出す。

「どうしたよ？」

「時計を見てみいよ。遅ち刻こくぎりぎりやよ」

「あ、本当だな。琴音ちゃん。食器は家に帰ってきてから洗うとしよう」

「おい、俺を置いてくつもりか？」

「当たり前やない。颯太着き替がえんの待っとったら、うちらまで遅刻しちゃうやない」

　琴音は、薄はく情じようにも振ふり返かえることすらせずに言った。椎那も「悪いね、颯太様」と言って琴音の背中に続く。

　二人は、高原に吹ふく風のように颯さつ爽そうと玄げん関かんを出て行った。

　一方の颯太は朝食の残りをパクつきながら、そういえば俺は自主停学中だったな、と思い出し「二に度ど寝ねしよう」と思い至った。




　緋香里




　午前八時四十五分から始まる一限目。伊い波なみ緋香里は『女子更こう衣い室』を訪れていた。体操服に着替える為ためではない。ある手紙を回収するためだ。

　女子更衣室の鍵かぎは、体育を行っているクラスの体育委員が、その時間の間だけ保管するのが決まりだ。つまり今、緋香里は女子更衣室の鍵を持っていないことになるのだが、緋香里はきっちりと女子更衣室の鍵を持っていた。

　緋香里は体育委員だった。以前、体育の授業を受けた際に、鍵を返へん却きやくするのを忘れたふりをして、長時間、鍵を所有する事に成功した。

　その時に作った合い鍵だった。

「お兄ちゃんを独どく占せんするのに抜ぬかりはないの」

　鍵穴に鍵を差し込み、回す。予定調和のように扉とびらの鍵が開いた。扉をあける。すると、汗あせと化け粧しよう品ひんの臭においが混ざった、不思議な空気が鼻腔をついた。左右の壁へき面めんに沿うように、正方形に区切られたロッカーが並んでいる。

　緋香里は、一つのロッカーの前で立ち止まる。ロッカーの中には、綺き麗れいにたたまれた女子制服があった。制服のポケットを探ると、可愛らしい封筒が出てくる。

「あったの。お兄ちゃんへのラブレター」

　緋香里は忌いま々いましそうに、兄へのラブレターに視線を落とした。この手紙を書いた女は、以前から蒼斗に気があるような素そ振ぶりを見せていた。

「何よりあの心温は、お兄ちゃんに惚ほれる一歩手前だったの」

　そして昨日、兄が久しぶりに登校したのをきっかけに、告白する決断をしたらしい。どうせ、この桃もも色いろ書簡には『ずっとあなたのこと見てました』だとか『蒼斗くんのその中性的な～』だとか、歯が歯は茎ぐきから三センチほど浮ういている台詞が、恥はずかしげもなく、書き連ねられているのだろう。

「成せい敗ばいっ」

　緋香里は、桃色書簡を粉々にした。それをロッカーにある制服に戻もどす。

「本当ならカミソリの五、六個でも入れてやりたいけど、これぐらいで勘かん弁べんしてやるの」　緋香里は辛しん辣らつに呟つぶやくと、女子更衣室を見渡して「それにしても……」とぼそりと言った。「ここにお兄ちゃんがいれば『女子更衣室』じゃなくて『女子行こう為い室』になるのに、残念で仕方が無いの」

　卑ひ猥わいな言葉を吐はき出し、蒼斗とこの場で桃色遊ゆう戯ぎを興じている場面を思い描えがく。むふふ、とにやけながら、女子更衣室を後にしようとする緋香里の目に、気になるものが映った。

「これは？」

　ロッカーの隅すみに放置された本だ。黄色い背表紙が、こちらを向いている。

「恋れん愛あいの心理学～好きな相手はこうおとせ～」

　本のタイトルを口にした途と端たん、緋香里の背中に電でん撃げきが走った。

「天てん啓けいを得たの！」

　本を天てん井じように掲かかげて口を動かす。今まで、こういう類たぐいの方法は思いつかなかった。

「これからは桃色アプローチは学術的かつ多角的にいくべきなの」

　緋香里はまだ結果も出ていないのに、我が意を得たり、という顔をつくった。




　颯太・琴音・蒼斗




「しかし、あれだな。俺が時の人だったのもたった一日だったな」

「しょせん颯太は時の人じゃなく一時の人どまりなんだよ」

「せやよ。だから言うたやない。学校来ても、だいじょうぶやよ、て」

「俺はな、石橋を叩たたいて渡わたるタイプなんだよ」

「そして、石橋を叩きすぎて壊こわしちゃうんだ」

「やよ」

　颯太は、舌打ちをして琴音と蒼斗を睨にらんだ。颯太が桜坂学園に登校してきたのは、昼休みに入る数分前の事だ。




　自主的に停学に入った颯太は、風楽荘にて惰だ眠みんを貪むさぼっていた。二度寝をした颯太が、午前十時過ぎに一度目を覚まし「もう少し寝るか」と三度寝に挑ちよう戦せんしようとしたところに、琴音からの電話が入った。

「もしもし」

『もしもし、やないよ。颯太いつまで遅刻する気なん』

「いつまで遅刻する、とはおかしな日本語だな。日本語は正しい発音と正しい文法で使用しなくちゃいけない。そうだろ」

『その話で、うちを煙けむに巻まける思っとるん？』

「だよな。それで何の用だよ？」

『もうすぐ昼休みやよ。はよ学校来てよ』

「なんで『昼休み』と『早く学校へ来い』が論理的に結合するんだよ」

『ええから登校しい。いてまうよ？』電話の向こうで金属音が鳴る。

「ナイフを出すな。ナイフを」

『やったら、学校、来てくれるん？』

「あのな。なんでお前の『？』は常に命令形なんだ？　今のお前は不登校の息子むすこを出で刃ば包ぼう丁ちようで脅おどして無理矢理登校させるワイルドな大おお阪さかのマダムみたいだぞ。お前は俺のマダムなのか？」

　颯太の長々とした抗こう弁べんに、琴音は沈ちん黙もくした。琴音の小さな息づかいが聞こえる。うん、という琴音の声が受話口から流れた。

『うちは、颯太の飼主マリア様ですよ』

　颯太は、そうか飼主マリア様か、ならば仕方ない、と無意味に納得して頷うなずいた。

「本当に俺が登校しても、昨日みたいなことにならないんだよな？」

『だいじょうぶやよ。ほんなら昼休みまでに学校来てね』

　琴音は、伝えたい事を伝えると通話を切った。

「なんで俺と電話する人間は一方的な奴が多いんだろう」と考えながら登校した颯太は、桜坂学園の門をくぐり、教室の扉の前に立った。緊きん張ちようした面おも持もちでドアノブに手をかけ、勢いよく扉を開けた颯太の目の前にいたのは、琴音と蒼斗だけだった。




「それにしてもどういうことだ？　昨日の熱が一日で冷めるとは思えないんだが？」

「ああ、そのことやね。今、颯太に平へい穏おんがあるんは椎那さんのおかげなんよ」

「いや、逆だろ。昨日の騒そう動どうの種を蒔まいた挙げ句、水までやってたのは椎那だぞ」

「でも、種から出た芽を摘つみとったのも園城椎那さんなんだよ」

「だからどういうことなんだ。俺は持って回った説明が嫌きらいなんだ」

「それって完かん璧ぺきな自己嫌けん悪おだねえ」

「やよ、やよ」琴音が楽しそうに蒼斗に加担する。「だからやね。今朝、うちと椎那さんが登校すると颯太の想像通り、クラスメイトに囲まれたんよ。そしたら椎那さん『あ、驚おどろいた？　昨日の話は真っ赤な嘘うそだ。あ、颯太くんが親しん戚せきなのは本当だがな』て言うたんよ」

　琴音は結論こそ言わなかったが、暗に、椎那のその発言はクラスメイトを説得するに十分たる効果を発揮していたことを告げていた。

「それで、納得するはずがない。昨日、俺がいくら弁明しようが聞く耳すら持たなかった連中だぞ」

「残念、現にクラスのみんなは納得したんだよ」

「馬ば鹿かなっ」

「言いたくなる気持ちは分かるよ。でも本当だよ」

「何度でも言うぞ。馬鹿なっ」

「颯太に助け船をだすわけやないけど、実は颯太が注目されへんようになったんは別な理由もあんのよ」

「そっちを採用しよう」

「クラスの喧けん噪そうに耳を傾かたむけてみ。なんや、聞いた事ある単語が聞こえてくるえ」

　琴音の言う通り耳を澄すます。するとクラス内で発生している雑音が聞こえてきて、さらに神経を集中させると、その雑音の中に、ある単語が頻ひん繁ぱんに登場していることに気づく。

「『ピエロ』『昨日の夜』『連続傷害犯』これって」

「そうやよ。今朝、テレビで言っとったニュースやよ」

「朝からクラスの話題はそのニュースで持ちきりさ。うちの学校にも被ひ害がい者しやが出たみたい」

「つまり、俺がわずか一日でクラスの関心の枠わく外がいに身を置くことになったのは、椎那の、『嘘でした』という見事な手の平返しと、朝起きたセンセーショナルでホットなニュースの席せつ巻けんが原因ってことか」

「それは違ちがうよ。颯太はなんでも都合良く考えるのがいけないね」

「何が言いたいんだ？」

「椎那さんを見なよ」

　蒼斗に言われるがまま、椎那に視線を、流す。椎那の周りには相変わらず人だかりができていた。椎那は時折こちらに顔を向け、颯太と目が合うと困ったような笑みを浮かべた。

「ほらね、本当にカリスマ性のある人っていうのは、話題の中心にいなくても人が寄ってくるんだよ。美お味いしい蜜みつをたくわえた花に、ミツバチが集まってくるみたいにね」

「ちっ、忌々しいミツバチどもめっ」

「へえ、そんなに椎那さんと一いつ緒しよにおりたいんや？」

「どういう展開でそういう話になるんだ？　そんなわけないだろう」

「いや、颯太は椎那さんが、自分の元から離はなれていくのが寂さびしいんだ」

「寂しくないっ」

「寂しがってるね。昨日、椎那さんに抱だき付かれた時、颯太はドキドキしたでしょ？」

「そりゃ、普ふ通つうドキドキするわな」

「今はどうだい？」

「別になんともないぞ」

　颯太の返答に蒼斗は指をパチンッと鳴らし「ほらね」と言った。「椎那さんがいる時はドキドキして、椎那さんがいないとドキドキしない。これは椎那さんがいない事を寂しがってる証しよう拠こだよ」

「颯太っ、それほんまなんっ」

　琴音が目をむき、肩かたを怒いからせ、胸元に手を入れる。よく磨みがかれたナイフの側面が光った。

「ナイフを出すな。ナイフをっ。お前も蒼斗の毒舌マジックに騙だまされるな」

　痛くもない腹を探られる、という言葉があるが、痛くない腹に無断で探りを入れて、強制的に痛くする。これこそ蒼斗の得意とする特とく殊しゆ技術の一つだ。

　琴音に蒼斗の特殊技術を説明してやると、琴音は安あん堵どするように息を吐いた。

「……琴音は、俺たち三人の関係に他人が介かい入にゆうしてくるのを嫌いやがりすぎだ」

「しゃあないやろ？　そういう性格やねんもん」琴音はふて腐くされるように、言った。

「もう少し修しゆ羅ら場ばになっても面おも白しろかったんだけどね」

「蒼斗は他人の不協和音を楽しむなっ。お前は人生を母親の腹の中でクラシックを聴きくという段階からやり直した方がいい」

「僕の母さんはノイズミュージックが好きだからねえ」

「屁へ理り屈くつを言うな屁理屈を」

「はは、蒼斗も颯太に汚お染せんされてきたんやね」

「だから、冗じよう談だんでも、そういうこと言うのは止やめてよ」

　琴音の機き嫌げんが戻もどったことに気をよくした颯太は、停てい滞たい気ぎ味みの話題を前進させようと「さて、それでなんだが」という言葉を出だしに使い、クイズ番組の司会者のような口調で続けた。

「クラスメイトの関心が俺から離れたのは分かった。でも、なんで琴音は俺を昼休みまでに登校させようとしたんだ？」

「だって無む駄だになるやない」

　琴音は言いながら、赤い布で作られたケースを取り出した。

「それは？」

「お昼ご飯やよ。今日の朝、朝ご飯作るついでにサンドイッチを作ったんよ」

「おいおいおい」と颯太は顔を明るくしながら言った。「そういう事なら早く言ってくれ。昼食が用意されているなら、俺は桜坂学園に登校するにやぶさかじゃなかったんだ」

「やぶさかじゃないって古い言葉だね」

「まあええやない。はよ昼ご飯たべようや。喋しやべっとるうちに、昼休み終わってしまうえ」　　琴音は、顔をほころばせながら、サンドイッチの入ったケースの蓋ふたを開ける。ケースの中をのぞき込んだ途と端たん、琴音の表情から明るさが消えた。額ひたいに手を当てて「やってもたー」と言った。

「なにをやらかしたんだ？」

「これや」と琴音はケースの中からペットボトルを取りだした。

　琴音の手の中にあるペットボトルは、しとしとと水がしたたり落ちていた。中には乳白色で細長い楕だ円えん形をした芯しんのようなものがある。氷だ。ペットボトルには大きな亀き裂れつが入っており、そこから、溶とけた氷が水となり、漏もれ出していた。

「お前、ペットボトルに水を満タンに入れて凍こおらせただろ？」

「うん、保ほ冷れい剤ざいがなかったからその代わりに……でもなんでペットボトル割れたんやろ？」

「まったく、琴音は『アルキメデスの原理』も知らないのか？」

「なんよそれ？」

「古代のギリシアにはな、真夜中に全ぜん裸らで街を走り回るアルキメデスというおっさんがいてだな……」

「颯太、それはただの変質者の説明じゃないか。なんで颯太の話はすぐに脱だつ線せんするのさ。脱線するのは颯太の人生だけで十分だ」

「ちっ。まあいい。とにかくな。氷は水に浮うくだろ？　これは水より同じ体積の氷が軽いからなんだ。軽い、ということは水が氷になるときに体積が大きくなるから軽くなるんだ」

「そうなん？」

「そうなんだよ。だからペットボトル満タンに水を入れて凍らせてしまうと、ペットボトルが肥大した氷の圧力に負けて割れてしまうんだ」

「颯太ってほんまにどうでもええ知識は持っとるよね」

「どうでもいい知識が重要な事実に気づくことに繋つながるんだよ。たとえばこの知識を使うとマスコミの嘘が見破れるんだ。北極の氷が解けると、海面の高さが上がるとかいうだろ？　でも北極は氷の塊かたまりだから、全て解けたとしても『アルキメデスの原理』から、海面の高さは変わらないんだ。国民は環かん境きよう破は壊かいについて正しい知識をもつべきだな」

　颯太はとうとうと語ると「それはそうと」と話の軸じくを急展開させた。

「俺の昼飯は無事なのか？」

「地球規模の話が半径三メートルの話になったね」

「俺は伸しん縮しゆく自在な人間なんだ」

　颯太は琴音に目をやった。琴音はいそいそとケースの中を確認する。

「あかん。サンドイッチ水吸ってもうた」

　琴音はサンドイッチを取り出し、机の上に置く。確かに、ラップに包まれたサンドイッチは、ラップの抵てい抗こうも虚むなしく水に浸しん食しよくされていた。

　水の侵しん入にゆうを許したラップは、無念なり、と項うな垂だれるようにシナシナになっていたが、食べられないほどでもないような気もする。

　そう考えた颯太が、ラップを外し、水分を含ふくんだサンドイッチに食いつくのと、琴音が「颯太、堪かん忍にんなあ」と申し訳なさそうに謝罪したのは同時だった。

「なにを謝ってるんだ？」

「なにを食べとんの？」

「お前の作った昼飯だろ」

「でも水吸ってしもうとるよ」琴音が不安げな声こわ色いろで言った。

「吸ったのは水だろ。毒じゃない。だったら食べられる。そうだろ。俺は食べ物は粗そ末まつにしない人間なんだよ。現代っ子では珍めずらしいエコな少年なんだ」

　颯太は自身のエコロジカルな部分を強調して、二つ目のサンドイッチに手を伸のばした。具はスクランブルエッグとパセリだった。机の上にある他のサンドイッチの具も確認する。

　一見すると自分の好物が入っていないように思われた。「俺はサンドイッチにはスライストマトが入っていて欲しい派なんだがなあ」と不満を漏らし、すぐさま、後こう悔かいした。

「女性に作って貰もらった料理にけちをつけると、必ず痛い目をみる」

　という台詞せりふを思い出したのだ。誰だれの台詞だったか。確か有名な国際スパイの言葉だった気がする。

　嫌な予感を覚えた颯太は、ゆっくりとぎこちなく首を回した。琴音の顔を見る。

　想像に反して、琴音はにこやかな笑顔を貼はり付つけてこちらを見ていた。机の上で頬ほお杖づえをつき、菩ぼ薩さつさながらの慈じ愛あいを振ふりまいている。

「な、なんだよ」

「なんでもないよ」なんでもないとは到とう底てい思えない顔で言う。

「食わないなら俺が全部食ってしまうぞ」

「うん、ええよお」

　颯太は、琴音の態度に動どう揺ようしながらも「そ、そうか」と返事をして栄養摂せつ取しゆ作業を再開した。しかし、琴音の視線が気になって落ち着かない。

　眼球は動かさず、目の端はしに意識を集中させる。やはり、琴音は小動物の動きをつぶさに観察する飼主のように、こちらを見ていた。

　隣となりで蒼斗が一人でぶつぶつと「のろけ、のろけ」と呪じゆ詛そを唱えるように呟つぶやいている。蒼斗の呟きを遮さえぎるように、教室に設置されているスピーカーから放送が流れてきた。




『二年Ｄ組、本庄理科雄っ理科雄くん。今すぐ生活指導室に来いっ……来て下さい』




　放送の声は担任の五十嵐いがらしのものだった。怒いかりに声が震ふるえているようだ。

「本庄理科雄の呼び出し？　あの変態またなにかやらかしたのか？」

「間ま違ちがいなく何かやらかしたんだろうね。またジェニファーがらみかな？」

「ジェニファーってあのイルカのホルマリン漬づけやんね？　なんや、悪い予感がするなあ」

「よし、今の放送は聞かなかったことにしよう。あの変態と関わると校舎が爆ばく発はつする」

「「異議なし」」

　珍しく、三人の意見が一いつ致ちした。




　五十嵐・マコッちゃん・理科雄




　本庄理科雄を呼び出す放送をした五十嵐は、鬱うつ々うつとした顔で理科準備室に戻ってきた。重い胃を押さえながら、椅い子すに座る。

「さっきの放送は迫はく真しんの演技でしたねえ。あの怒りの籠こもった声。五十嵐先生俳優になれますよお」

　隣りから、そんな声がして、首を横に捻ひねると副担任のマコッちゃんがいた。

「私のあの放送は演技じゃない」

「そうなんですか？　浮うわ気きの嘘うそはすごくたどたどしい五十嵐先生」

「私は浮気なんてしたことない」

「知ってますよっ。五十嵐先生は仕事第一家庭第二の人ですもんね。だから奧さんに決別宣言されるんですよ」

「あまり私の胃に負担をかけないでくれないか？」

「胃をいたわりたいなら、なんでわざわざ本庄くんを呼び出したんですか？　本庄くんと関わったら校舎がまた爆ばく破はされちゃいますよ」

　マコッちゃんが思い出したくもない、『桜坂学園校舎爆破事件』を持ち出してきた。五十嵐は胃を押さえながら「仕方ないだろうが」と抗こう弁べんした。

「今朝、学校にあんな苦情が入ったんだ。担任として指導しなくちゃいけない」

　五十嵐は、朝一番に地元の消防から桜坂学園によせられた苦情を思い出した。

『昨日の深夜、桜坂学園に救急患かん者じやがいると連れん絡らくを受けて救急車を送ったところ、患者などどこにもおらず、いたのは容器が破は壊かいされたイルカのホルマリン漬けだった。こういった悪質な悪戯いたずらは止めて頂きたい』という、五十嵐の理解の範はん疇ちゆうを超こえた苦情だ。

「苦情に苦情を言いたくなるような苦情だが、本庄理科雄ならやりかねん」

「ですよねえ。本庄くんジェニファーちゃん命ですもんねえ。薫かおるくん命の五十嵐先生と同じでえ」

「人の息子むすこをイルカのホルマリン漬けと同格に扱あつかうなっ」

　五十嵐が声を荒あららげていると生活指導室の扉とびらから「ふん、まったくの同感だな」と淡たん々たんとした声が聞こえてきた。

　扉を見やると、音もなく侵入してきた理科雄が壁かべにもたれかかり腕うでを組んでいた。

「霊れい長ちよう類るいのガキと、地球の女神たるジェニファーを同格に扱って貰っては困るな副担任」

「このっ、へんたいが……ちっ、本庄、呼び出された理由は分かっているだろうな？」

「皆かい目もく見当もつかんな。用件をさっさと済ませてくれ。ジェニファーが俺を待っている」

「そのジェニファーの事で呼び出したんだあ！」

　あくまでも、遥はるか上空からこちらを見下ろすような態度を徹てつ底ていする理科雄に、五十嵐のこめかみの血管は見事に切れた。

「イルカのホルマリン漬けの容器が壊こわれたからって救急車を呼ぶんじゃねえよっ」

「イルカのホルマリン漬けじゃない。ジェニファーだ。言葉に気をつけろよ担任？　まったく、近ちか頃ごろの教師は頭ごなしに叱しつ責せきするのが教育だと思っている。事情ぐらい聞こうとは思わないのか？　平成生まれを舐なめるなよ。最近の若者はすぐに校舎を爆破しようとするぞ」

「イルカのホルマリン漬けのために、校舎爆破しようとする人間は、世界中どこ探したって、てめえぐらいしかいねえよ！　平成生まれを理由にするんじゃねえ」

「まあ、まあ、五十嵐先生。事情ぐらい聞いてあげましょうよ」

「ほう。少しは見所があるじゃないか副担任」

「えへへ」

「生徒に褒ほめられて照れるんじゃない……それで、事情ってなんなんだ？」

「ふん、昨日の夜発生した『連続傷害事件』があるだろ」

「……ああ」

　五十嵐は、学校でも問題になっている事件について考えた。昨日の夜、突とつ如じよとして現れた正体不明の『連続傷害犯』だ。見た目は道化師のような格好をしているらしい。奇き妙みような問題を唐とう突とつに繰くり出だし、問題に正解すると問答無用で気絶させられる、らしい。

　学校にもこの事件に対して、どのような対応を行うのかという保護者からの電話がひっきりなしにかかってきている。

「その事件とお前がどう繋がるんだ？」

「そのピエロが被ひ害がい者しやを失神させるのに使っているのは、昨日、理科準備室から奪うばわれた俺の薬品だ」

「へえ、そうなんだあ」マコッちゃんがのんびりした声を出す。

「そうなのか」

　マコッちゃんにつられて、五十嵐も素直に頷うなずくが、「ん？　それって」と考えるように顎あごに手をやった。

　思考を展開すればするほど、五十嵐の顔が青くなってくる。理科準備室から奪われた薬品が連続傷害事件の犯行に使われている？

「おいっ。それって……まさか桜坂学園が間接的にこの事件に……」

「ふん、関わっていることになるな」

　理科雄は致ち命めい的てきな言葉をこともなげに言い切った。なんなのだ。本庄理科雄とこちらの温度差は。

　五十嵐は、何を優先させるべきか検討した。消防からの苦情はもうどうでもいい。問題は『連続傷害事件』と桜坂学園の関係性だ。犯人の使用している凶きよう器きが桜坂学園から盗ぬすまれた薬品だと世間に知れれば、まず間違いなく、マスコミに叩たたかれる。マスコミに叩かれるということは社会から叩かれる。それだけは阻そ止しせねば。

「本庄、この事を知っているのは他にいるのか？」

「ふん。この俺が他の人間と仲良く共同歩調をとっていると思うか？」

「あたしは思わないよお」

「まあそういうことだ。もう用事は済んだか。そろそろ、おいとましたいんだが」

　理科雄は淡々と言った。正直、問題は何一つ解決していなかったが、これ以上この変態と関わっていても仕方がないと考え、理科雄を開放するにあたってある条件を提示した。

「別に帰ってもいいが、一つだけ条件がある」

「条件？」

「今の話を絶対に口外するな、それが条件だ」

「ふん、いいだろう」

　理科雄はそれだけ言い残すと、踵きびすを返し、生活指導室を後にした。理科雄の退室を見届けた五十嵐の背後で何やら忍び笑いのような声が聞こえてきた。見てみると、マコッちゃんが、あらたなエンターテイメントを発見せり、とばかりにこちらに笑みを向けていた。

「嫌いやに嬉うれしそうだな」

「はい、あたしは五十嵐先生が困っているところ見るの大好きですから」




「はあ、胃が重い。とにかく放課後にでも職員会議を開くぞ」

「はーいっ」

　マコッちゃんは綺き麗れいに腕を上に伸のばして返事をした。




　理科雄




　生活指導室から廊ろう下かに出た理科雄は眉み間けんに皺しわを寄せて歩いていた。

「倉敷一馬とあのピエロはどういう関係なのか」

　理科雄は、昨日の出来事を振り返った。

　腐くされピエロがジェニファーに危害を加えて逃とう走そうをかました。慌あわてて救急車を呼んだのだが、なぜか搬はん送そうを拒きよ否ひされた。

　昨今の医い療りよう福ふく祉しに憤いきどおりを覚えながらも、理科雄は必死でジェニファーに応急手当をした。その甲か斐いあり、ジェニファーは一命を取り留とめることができたのだ。

　今日の夕方、業者に発注したジェニファー専用のカスタムを施ほどこした強化ガラス製の容器が届き、ジェニファーの身の安全は保証される。

　そうなれば、本格的に、あの腐れピエロの捜そう索さくが可能になる。

「ふん、とにかくあの糞くそピエロが行っていることは『亡霊道化師フアントムクラウン』の模も倣ほう行こう為いに間違いない。世間では『連続傷害犯』ということになってるが、おそらく『連続傷害誘ゆう拐かい犯』だ」

　思い出せば出すほど、はらわたが煮にえくり返る。

「いずれにせよ。必ずあの糞ピエロを見つけ出して血祭りに上げてやる。そのあとはデオキシリボ核かく酸さんを抽ちゆう出しゆつしてくれるっ」

　理科雄は拳こぶしを握にぎりしめながら復ふく讐しゆうの炎ほのおを燃やした。




　咲・柳田




　風ふう楽らく荘そうの前に、黒くろ塗ぬりのリムジンが停車した。

　剣けん見み崎ざき咲さきがリムジンから降りてきて、風楽荘を見上げた。首を左右に捻り、きょとんとした表情をつくり「廃はい墟きよ？」と言った。

「いえ、風楽荘です」

　咲の後ろに控ひかえていた柳やなぎ田たが、すかさず訂てい正せいを入れる。

　咲は「颯太くんはここに住んでるんですか？」と疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを風楽荘に向け「どうやって？」と疑問を重ねた。

「颯太さまの生活形態は存じませんが、この風楽荘は日本にある居住可能な建築物の中でも、最低のランクに位置する建物です」

「良家に生まれたのに、わざわざこんな所で一人暮らしするなんて、颯太くんは自立した人なんですね」

「そうですな。まるで修しゆ行ぎよう僧そうのようでもありますな」

　柳田は、咲の思いに反しない颯太の表現を必死に探し、口にする。

　運転席から運転手が降りてきて、リムジンのトランクを開ける。トランクの中には新聞紙に包まれた大きなボールが入っている。

「作業の方はどうしますか？」

　運転手が尋たずねてくる。『作業』というのは咲が天使のように空から舞まい降おりるための仕込みだ。

「今すぐ始めましょう。お嬢じようさま、準備はよろしいですか」

「はいっ、もちろんです。今日こそ颯太くんに私をプレゼントしましょう」

「今日こそ颯太さまへの告白が成功するといいですね」

「そうですね。今日こそ成功させてみせます」

　咲はふわふわしたクリーム色の髪かみを揺ゆらしながら胸を張って、本日の意気込みを見せた。

「それでは参りましょうか」

「はい」

　咲と柳田、業者の男たちは、風楽荘の中へ消えて行った。




　琴音・颯太・蒼斗・椎那




　琴音は、ほこほこした感情を満まん喫きつしていた。目の前で、自分の失敗作のサンドイッチを平らげている颯太を見る。

　料理に失敗したのに、それを責めるどころか文句一つ言わずに食べてくれている。

「颯太ってすごいなあ」

「何がだよ？」

「ううん、なんでもあらへんえ」

　自分の発言をはぐらかすように、返事をする。

　蒼斗が耳元で「のーろーけ」と的確な言葉を囁ささやいてくる。反射的に顔が赤らむ。

「別にのろけとらへんえ」

「ん？　さっきから二人で何をぶつぶつ言ってるんだ？」

「颯太様は優しいね、ってことだよ」

　と颯太の頭上に言葉を落としたのは椎那だった。

「椎那か。俺が優しいのは俺が一番知っているから今いま更さらだな。俺の手にかかれば『ゴキブリホイホイ』に捕つかまったゴキブリすらも救済の対象になる」

「はは、それ面白いな。みんなが驚おどろくこと請うけ合あいだ。それで、颯太様たちはお昼ご飯食べてしまったのか？」

「ああ。今俺が食べているサンドイッチが最後だ」

「なるほど、一足遅おそかったようだな。ようやくクラスのみんなから解放されたのに」

　琴音は内心、できればそのままクラスのみんなに捕まっててくれればよかったのにと思い、そういう事を考えている自分に嫌けん悪お感かんを抱いだいた。

「うちも緋香里ちゃんと大して変わらんなあ」

「え？　うさがどうかした」

「ううん。なんでもないんよ」

「そういえば、緋香里ちゃんの姿がないな。いつもなら呼びもしないのに出てくるのに」

「昨日の私への牽けん制せいは、中々、天あつ晴ぱれかつ驚きよう異い的なものだったな」

「それがさ。さっき、うさからメールが入ったんだけど、今日は早退して一日、市立図書館に籠こもるらしいんだ。お弁当も図書館の飲食コーナーで食べるって」

「今更、歩く猥わい褻せつ図書館の緋香里ちゃんが図書館になんの用なんだ？　むしろ、緋香里ちゃんの方が、国立図書館あたりに自分の持つ猥褻トピックスを蔵書するべきだろう」

「人の妹をよくもまあ、好き勝手言ってくれる」

　蒼斗の苦情に颯太は「だったら今の俺の言葉を否定できるのか？」と応おう酬しゆうすると、蒼斗は「……まあ」と言葉を濁にごした。「否定はできないね」

「颯太様たちに、そこまで言われるとは緋香里ちゃんも相当のようだな」

「桃もも色いろシンドロームという病気があるとするなら、緋香里ちゃんはその重じゆう篤とく患かん者じやだな」

「どうも肩かたが軽いなって思ってたら、うさがいなかったからか」

「なんや、緋香里ちゃんお化けみたいやなあ」

「幽ゆう霊れいと言えば、幽霊以上に視認できない蜃しん気き楼ろう少女はどうしてるんだ？」

　颯太は思い出したように言い、辺りをきょろきょろと見み渡わたしながら、双ふた葉ば楓かえでの姿を探す。蜃気楼少女というのは、颯太が双葉楓に使うあだ名だった。

　このあだ名の由ゆ縁えんは、楓の異常なまでの存在感の薄うすさにあった。

　サイドを長く伸ばし、バックはポニーテールという、そこそこ目立つ髪かみ形がたなのに、全く目立っていない。それどころか本来、紺こん色いろであろう髪の色はその存在感の薄さから水色に見えるという、怪かい奇き現象一歩手前の現象まで発生していた。

　集中力を限界まで研とぎ澄すまさないと彼女を目視することはできない。

　事実、琴音たちは去年一年間、双葉楓と同じクラスだったのにも拘かかわらず、十ヶ月以上、彼女の存在に気づけなかった。

　蒼斗が今年の二月に、校舎裏で倒たおれる楓を介かい抱ほうしなかったら、今でも彼女の存在を知らずに学園生活を過ごしていたはずだ。

　颯太もそのことを理解しているのか、目を細めて教室の隅すみから隅へと視線を走らせている。

「颯太、いくら探さがしても無む駄だだよ」

「いや、無駄じゃない。俺の集中力をもってすれば蜃気楼少女の姿を捕とらえるなど容易を極きわめる」

「颯太様、蜃気楼少女って誰だれのことなんだ？」

「椎那も見れば驚くぞ。何もない空間に突とつ然ぜん、少女の姿が浮うかび上がってくるんだ」

「へえ、それは確かに見てみたい気もするな」

「だから無理だって言ってるだろ。だって今日、双葉さん学校来てないんだもん」

「そういう事は早めに言ってくれると助かるんだがな」

「颯太が人の話を聞かないのがダメなんだよ。その耳はおもちゃか何かなの？　チンギス・カンに切ってもらった方がいい」

「お前の口の悪さはどうなってるんだ？　いや、それより蜃気楼少女は学校に来ていないのか」

「うん昨日、体調が悪いって言ってたから、たぶんね」

「私としては残念で仕方が無い……いや、そうだ。いいこと思いついたぞ颯太様」

「いいことってなんよ？」

「みんなで楓ちゃんのお見み舞まいに行こうではないか」

「ふぇ。お見舞い？」

　琴音は、思いもよらない椎那の発案に呆ぼう然ぜんとした。なぜ一度も会ったことのない少女の、お見舞いに行こうとするのか。なぜ、まだ一度も会ったこともない少女を『楓ちゃん』と親しみを込めて呼ぶのか。

　これでは親しみではなく、馴なれ馴なれしいだけではないか。

　どうでもいいことばかり考えている琴音の意識を現実に戻もどしたのは、颯太の言葉だった。

　まっさきに「よし、楓の所へお見舞いに行こう」と言いそうな颯太が「いや、止やめておこう」と普ふ段だんの言動とは真っ向から対立する言葉を吐はいたのだ。

「颯太、やっぱりさっきのサンドイッチ体に悪かったんやない？　だいじょうぶ？」

「僕もそう思う。颯太、いますぐトイレに行って喉のどに手を突つっ込こむんだ」

「……あのな、俺は常に正しいことしか言わないんだ。こんな大勢で病人の家に押しかけたら迷めい惑わくだ。そうだろ？」

「そ、颯太が正論言っとる……」

「きっと明日あしたは隕いん石せきが墜おちてくるね」

「颯太様なら乗ってくると思ったんだがねえ」

「椎那さん。そう落らく胆たんしなさるな」颯太はどこぞの翁おきなのような物言いをした。

「どういうことですかな。颯太様や」椎那も乗りよく応こたえる。

「…………」

　琴音はエセ時代劇を演じる颯太と椎那を複雑な気分で眺ながめる。なんとなく、椎那の立ち位置は自分のものなのに、と思ってしまう。嫌いやな奴やつめ、と自分を罵ののしった。

　こちらの視線に気づいたのか、颯太が不敵な笑みを浮かべて顔を向けてくる。

「また、余計なこと考えてるんやろ？」

「余計なことじゃない。親切だよ。お見舞いは大勢で行くと迷惑だけど、一人で行けば親切だ。そうだろ？」

　颯太は得意げな笑みを蒼斗に向けた。




　颯太・琴音・椎那




　放課後になり、颯太は琴音と椎那を引き連れて家路についていた。アスファルトを踏ふむ足はスキップをしているように、軽い。

「颯太様、やけに機き嫌げんがいいな。颯太様の機嫌がいいのはいいことだ」

「まあな。蒼斗は今いま頃ごろどうしてるんだろうな」

「ようあの一いつ瞬しゆんで、蒼斗を一人で双葉さんのところへ行かせる作戦を練られたなあ」

「まあな。ああでもしないと蒼斗は蜃気楼少女に近づこうとしないだろ？」

　蒼斗は常つね日ひ頃ごろから、体調が思わしくない楓を心配していた。心配していたが、蒼斗は自分たち以外にはシャイボーイとしての本領を発揮して、積極的に関わり合おうとしないきらいがあった。

　楓も楓で、蒼斗に勝まさる孤こ独どく主義を貫つらぬいている少女なので、詰つまるところ、二人の関係性は無情な平行線を描えがいていた。

「そこで、お見舞いという大義名分を使うというわけだ。大義名分さえあれば人は殺人も平然と行う。戦争が良い例だな。だったら、蜃気楼少女に二人きりで会うことなんて、赤子の手をひねるより簡単だ。そうだろ？」

「なんや、今日の颯太は世界規模の話と、半径三メートルの話を繋つなげたがるなあ」

「マイブームなんだよ。マイブーム」

　颯太は蒼斗に楓の家までお見舞いに行け、と命令した。

　颯太の命令に蒼斗は「でも、男が単身で女の子の家にお見舞いっておかしくない？」と生っちょろい反論を寄よ越こした。

　詭き弁べんを得意としている颯太は「今はジェンダーフリーの時代なんだよ。だいたい、お前の見た目は、性別の壁かべを感じさせないからだいじょうぶだ。お前は一人で寂さびしく苦しんでいる学友を見捨てて平気なのか？」と僧そう侶りよのように説といた。

　颯太の言葉に屈くつする形で、蒼斗は一人で楓の元へ向かうことを了りよう承しようした。

「これで少しは、蒼斗と蜃気楼少女の仲が進展するな。まあ、緋香里ちゃんには悪いけど」

「なんで緋香里ちゃん、今日に限って蒼斗の近くにおらんかったんやろね」

「あれではないか。一瞬の油断」と椎那は人指し指を立てる。「ほら、よくライオンとかが、獲え物ものを捕まえたと思って油断して、逃にがす事があるだろ？　それと同じ」

「つまり、緋香里ちゃんは近日中に、蒼斗を籠ろう絡らくさせる絶対の自信があるってことか」

「そうなるね」

「なんや不気味な話やなあ」

　颯太も琴音と同意見だった。兄を手中に収めるためなら、催さい淫いん薬やくの使用も躊ちゆう躇ちよしない少女だ。その少女が絶対の自信を持つ籠絡戦術などまともなわけがない。

「なんか嫌な予感がしてきた。緋香里ちゃんなら、悪あく魔まとの契けい約やくぐらい息をするようにやってのける気がする」

「へえ、緋香里ちゃんって、そんなに凄すごい子なのか？」

「昨日、椎那さんが受けた牽制なんてまだまだ序の口やよ。緋香里ちゃんが本気を出したら……普ふ通つうの乙女おとめはまず間ま違ちがいなく、精神をやられる」

「世の中というものは広いな。そこまで強い兄妹愛があるなんて。私は驚くばかりだ」

「俺もだよ」

「うちもやよ」

　三人が、世の中の複ふく雑ざつ怪かい奇きさに呆あきれの声を上げながら歩いていると、風楽荘が見えてきた。帰ってくる人間をことごとく沈しずんだ気分にさせる建築物だ。

「いつきてもボロいなあ」

「ボロいとか言うな。こういうのを蒼そう古こたる建築物って言うんだよ」

「颯太様、それは本気で思ってるのか？」

「思っているはずがない」

　気の抜ぬけた掛かけ合いをしながら、玄げん関かんを抜け、自分たちの部屋の前まで行くと、違い和わ感かんというか異物感のようなものを感じ、立ち止まった。

「どうしたんや颯太？」

「いや、何やら風楽荘には似つかわしくない、明るいオーラを感じるんだ。なんて例えればいいのか、汚お泥でいに咲さく一輪の綺き麗れいな花を見てるようなそんな感じの」

　颯太は、左に目をやる。そこには椎那と琴音が住んでいる部屋があり、その隣となりには空室、空室、空室、と虚きよ無むの空間が続いている。

　右に目をやる。共同の流し場と共同便所の扉とびらが見える。いずれも、見慣れた光景だ。

　颯太が顔をしかめて違和感の正体を探っていると、琴音が「あれやない」と言って颯太の頭上を指さした。

　颯太が琴音の指に誘さそわれるように頭上を見上げると、大きな玉が、あった。白いフワフワとしたシルクのような布で装そう飾しよくが施ほどこされている。

「なんだこれ？」

「ふむふむ、どれどれ……む、これってくす玉ではないか？」

「「くす玉？」」

　颯太と琴音は声を重ね、くす玉と言われた玉を子細に見た。確かに、紛まごう方かたなきくす玉だ。最初こそ、白くフリフリとした装飾で気づかなかったが、玉の中心を囲むように黒い筋が伸のびている。そこから一本の長いひもが、颯太の目の前あたりまでぶら下がっている。

「このひもを引けば、あの玉が割れるっていう仕し掛かけか」

「そうみたいやね。でも一体誰がこんなもん……あっ」

「何か心当たりでもあるのか？」

　颯太が質問を投げるが、琴音は「う、ううん。まさかな」と詳しよう細さいの見えない声を漏もらすばかりで明確な返事を寄越さない。「まさかね」と自分に言い聞かせるように、繰くり返かえす。

「颯太様、これ引いてみない？」

「引いてみるか」

「引いてみんの？」

　颯太は「やらいでかっ」と意気込み、眼前に垂れているひもを力ちから一いつ杯ぱい引っ張った。




　蒼斗




　蒼斗は、落ち着かない足取りで、桜坂学園付近にある公園を歩いていた。双葉楓の住むマンションに行くにはこの公園を通り抜けるのが近道だからだ。

「だいたいお見舞いってどうすればいいんだ？」

　誰だれに対してでもなく質問をする。蒼斗は、お見舞いなどという慈じ善ぜん行こう為いをしたことなどなかった。だいたい周囲の人間が、まったくと言っていいほど体調を崩くずさないのだ。

「はあ、颯太の口車は人を乗せないで、人を引きずるんだよね。よくもまあ、ぺらぺらと言葉が出てくるもんだ」

　蒼斗が楓の家にお見舞いに行くことを了承してからの颯太の動きは、天あつ晴ぱれの一言に尽きる。教室から飛び出して行ったかと思うと、数分後に、今日、クラスに配付される予定のプリントと、楓が住むマンションの住所を入手して戻ってきた。それだけでは飽あき足らず、双葉楓は一人暮らしをしている、という情報まで副担任のマコッちゃんから聞き出してきた。

「あの迅じん速そくな行動力を仕事に活いかせばいいのに……」

　困こん惑わくと焦あせりは、時間の経過を早くさせるらしい。気づいた時には、楓の住むマンションが目の前まで迫せまっていた。

　無ぶ骨こつな印象を受けるマンションだ。十二階建てぐらいだろうか。古くはないが、外がい壁へきはコンクリートが剥むき出だしになっており、そこにはボルトを差し込むためのような穴が規則的に並んでいる。

　オートロックも設置されていない。愛想も愛あい嬌きようもないマンションだ。

　颯太および暗黒生物たちの巣くう風楽荘よりも、はるかに上等な建物だが、それでも、現げん役えき女子高生が一人暮らしをするには、やや心こころ許もとない。

「双葉さん、こんなところに住んでるんだ」

　マンションに入り、エレベーターを探す。迷路のような通路を進んで行くと、あまり綺麗とは言えないエレベーターが見えてきた。その隣りには非常用を兼けん用ようした階段もある。

　エレベーターの上部に取り付けられたパネルを見ると、『12』の文字が光っていた。

「双葉さんの部屋は４０４号室だから階段の方が早いな」

　蒼斗はエレベーターには見切りをつけて、階段を上る。

　四階まで上り、廊ろう下かを進むと、すぐに４０４号室の番号プレートが見えてくる。プレートの下には表札があり、双葉楓、とある。間違いなく楓の部屋らしい。

「さて」と言ってチャイムに伸ばす指先は、緊きん張ちようのためか微かすかに震ふるえていた。誤ご魔ま化かすように、勢いをつけてチャイムを押した。

　呼び出し音が蒼斗の鼓こ膜まくを震わせる。音が鳴り止やみしばらく待つが、反応はない。

「双葉さんいないのかな」

　悪あく趣しゆ味みだとは思いつつ、ハンドル状のドアノブを下ろすと、抵てい抗こうなくすんなりと動く。

「鍵かぎが開いてる？」

　嫌いやな予感がした。扉を見る。『危険予知』で見える影かげはないので、強ごう盗とうなどに襲おそわれている可能性はない。

「でももしかして……」

　楓の身に何かあったのか、と心配してしまう。

　楓の病状が悪化したのだろうか。病状といっても楓の病気が何なのか知らないのだが、ともかく、楓の身に何か異変が起きてしまった可能性はないだろうか。もしそうだとしたら、自分の『危険予知』では分からない。

　考えれば考えるほど、楓の安あん否ぴが心配になってきた。

　蒼斗は「これは双葉さんの安否を確認するためだから仕方が無い」と自己弁護を添そえつつ、扉を開けた。

　蒼斗の目にまず映うつったのは、濃のう霧むのような白いもやだった。視界が遮さえぎられるほどのもやが、部屋中にたちこめている。

　このもやの正体は分からないが、少なくとも『危険予知』で見える黒い影ではない。

「なにこれ火事？　でも火事なら僕の『おもちゃ』が反応するはずだけど……」

　蒼斗は白いもやの中をかき分けるように進む。数歩進んだところで、白いもやの中に黒い影が見えた。

　蒼斗は「『危険予知』で見える影かな」と推測したが、すぐに「いや、違ちがう」と断じた。

　影が人の形をしていたのだ。普ふ段だん、蒼斗が見る危険を示す影は、殆ほとんどが輪りん郭かくのぼやけた円形だった。

　影の正体を確かめようとするのは、蒼斗の悪い癖くせの一つと言って良かった。普段から、自身の不思議な力である『おもちゃ』で、様々な影が見えているのが災わざわいした。

　影の正体を確かめようとする習性が、完全に裏目に出た。

　蒼斗は、手にしている学生鞄かばんを両手で持ち、頭上に掲かかげた。そのまま「えいっ」と短く叫さけび、鞄を振り抜く。

　巻き起こされた風が、白いもやを一時的に霧む散さんさせた。次の瞬しゆん間かん、痛つう烈れつな後こう悔かいの念が蒼斗を襲った。

　もやの向こうから姿を現したのは、双葉楓だった。より具体的に言うなら、全ぜん裸らの楓だった。さらに詳くわしく、かつ、婉えん曲きよくに表現するなら、生まれたままの姿の楓が目を見開いてこちらを凝ぎよう視ししていた。

「ふ、双葉さんっ！」蒼斗は調子の外れた声を上げた。

「……伊波蒼斗」

　楓は、素早くタオルで体を隠かくしたが、タオルで隠れた部分以外は、陶とう磁じ器きさながらの白い肌はだが、露ろ出しゆつしている。

「……何の用？」と最初に言葉を発したのは楓だった。平然としているが、言こと葉ば尻じりはわずかに震えていた。当たり前だ、男に裸はだかを見られたのだ。

「えと、その、なんて言うのかな、お見み舞まいに来たんだよ」

「え……お見舞い？」

「うん、そ、そうなんだけど……双葉さんはなんで、その……そんな格好を？」

「……お風ふ呂ろ」

「だよね。えと、このあり得ない量の湯気はなんなの？」

「……お風呂は熱いほうが好き」

「それしかないよね。じゃあ、僕はしばらく外にいるから」

　楓は無言で、頷うなずいた。蒼斗も頷き返し、廊下に出る。深呼吸をゆっくりと、深くし、「リセット！」と大まじめに叫んだ。




　薫




　五十嵐薫は悩なやんでいた。時計を見る。夜の六時だ。父親の五十嵐清せい四し郎ろうからは「しばらくの間は絶対に夜間、一人で外に出てはいけない」と注意されている。

「でも、ごま油が足りないのです」

　薫は唸うなるように、独りごちる。薫は晩ご飯の準備をしていた。今日の献こん立だては中ちゆう華かにした。水すい餃子ぎようざに酢す豚ぶた、そして麻マー婆ボー豆どう腐ふ。

　水餃子と酢豚の調理はつつがなく進行したのだが、麻婆豆腐を作る準備をするにあたって、ごま油が足りないことに気づいた。

「ごま油なら、家を出てすぐ前にあるコンビニに売ってるのです……でも」

　コンビニはコストパフォーマンスがよろしくない。

　薫は、今日届いたスーパーのチラシをひっくり返した。ごま油が一番安いスーパーを探す。なんとも都合が悪く、ごま油が一番安いスーパーは、薫の購こう買ばい圏けんで一番距きよ離りがある店だった。

　桜坂学園の近くで、ここからだと徒歩で四十分はかかる。薫は一考した。父親には、外に出るなと言われている。しかし、エンゲル係数の神さまは「少しでも安い商品を買いなさい」と告げてくる。

　結局、薫はエンゲル係数の神さまのご神しん託たくを選んだ。父親には、少しでも美お味いしいものを食べさせたい。

　薫は着ていたエプロンを脱ぬぐと、上着を羽織り、財布を片手に玄げん関かんへ向かった。




　理科雄




　理科雄は、昨日と同様に倉敷一馬のマンションの前に来ていた。エントランスを抜ぬけ、エレベーターに乗る。

　途と中ちゆう、昨日エレベーターで相乗りした主婦が乗り込んできたが、理科雄を視界に納めると、踵きびすを返して退場した。

「ふん、雑ざ魚こがっ」

　理科雄は辛しん辣らつに言い放ちながら、エレベーターから降り廊下を進んだ。昨日、初めてピエロと会った部屋の前、ようは、倉敷一馬の部屋の前で立ち止まり、インターフォンを押す。前回と違い、何の反応もない。

「ふん、家に引き籠こもるのが仕事である作家が居留守とは笑わせてくれる」

　理科雄は白衣のポケットから注射器を取り出した。先日、ねずみ取りから抽ちゆう出しゆつに成功した粘ねん着ちやく液だ。郵便受けに手を突つっ込こみ、扉とびらの鍵である『ひねり』の辺りを狙ねらい、注射器の尻しりを、押す。

　粘ねん度どが強力な為ため、上う手まく出てこないが、なんとか粘着液を『ひねり』につけることに成功した。

「ふん、この液はまだまだ改良の余地ありだな」

　ぶつぶつと口を動かしながら、白衣のポケットから丸い鉄の塊かたまりを二つ、取り出す。

　ネオジウム磁石だ。大手百円均一・ダイゾーで購こう入にゆうした。

　再度、郵便受けに手を入れ、粘着液のついたサムターンにネオジウム磁石の片方をとりつけ、もう片方の磁石で『ひねり』を誘ゆう導どうする。

　すると、カチャリと音を立てて扉の鍵が、開いた。即そつ興きようで考えた『ひねり回し』の割には上出来な結果だ。

　扉を開け、中に侵しん入にゆうする。玄関で革かわ靴ぐつを脱ぐこともせずに、ずかずかと進んで行くと、リビングから、なにやらもぞもぞと、巨きよ大だいな蛇へびがのたくるような音が聞こえてきた。

　白衣のポケットから、メスを取り出して、警けい戒かいしながらリビングまで進む。音の正体を見た理科雄は、侮ぶ蔑べつの籠もった視線を音の正体に送った。

「ふん、それは何プレイだ？　倉敷作家よ」

　床ゆかに転がる倉敷一馬に言葉を落とす。倉敷一馬はなぜかロープで拘こう束そくされていた。

　倉敷一馬が、窮きゆう状じようを訴うつたえるような目線を向けてくるので、持っていたメスでロープを切ってやる。

「すみません。助かりました」

「礼はいい。それよりも、なんでお前はそんな格好をしていたんだ。それにあのピエロはどこへ消えた？」

「ピエロっ！　そうです。ピエロですよ。あの子はどこへ行ったんですか？」

「それはこちらの台詞せりふだ。あの糞くそピエロはお前とどういう関係なんだ？」

　理科雄の質問に倉敷一馬は、一いつ瞬しゆん押おし黙だまり、ゆっくりと「分かりません」と言った。

「分からんだと」

「はい、僕にも何が起きたのかさっぱり。昨日の夜、いきなりあの小さなピエロが僕の部屋に押し入ってきたんです。僕は、抵抗する間もなくご覧の有様に……」

「俺がそれを信じると思うのか？」理科雄は刺さすような言葉を投げた。

「僕は本当の事しか言ってません」

「お前を襲ったピエロが、お前の書いた『亡霊道化師フアントムクラウン』を模も倣ほうした犯罪を行ってると言ってもか」

「ピエロが、僕の作品の模倣をっ！　本当ですか!?」

「…………」

　倉敷一馬の驚きよう嘆たんの仕方を見て理科雄は、こいつは何かを隠しているな、と察した。

「お前の書いた『亡霊道化師』に出てくる連続誘ゆう拐かい魔まは、自分が書いた本を売るために、本に出てくる犯行を模倣していた。お前はこれを現実で実行しようとしたんじゃないのか」

「そんな訳ないじゃないですか。あれはフィクションですよ。現実的じゃない」

　倉敷一馬は言い、しばらく沈ちん黙もくした後、小声で何かを言った。まさか、だとか、でも、だとかそういう意味合いの単語を口走った気がする。

「何か言ったか？」と理科雄が確認すると、倉敷一馬は「い、いえ。何でもありません」と返事をし、真しん剣けんな表情で「僕は一応作家です。それなりにプライドがある。自分の作品を売るために犯罪行こう為いなんてしません」と続けた。

「ふん、まあいい。倉敷作家と話していてもあの腐くされピエロに辿たどりつきそうにないしな」

　理科雄はつま先を玄関に向け歩き出す。数歩進み、「そうそう」と口を動かして振ふり返かえった。

「倉敷作家は、昨日俺に『睡すい眠みん薬やく』を注文したか？　メールアドレスは確かにお前のものだったんだが……」

「睡眠薬？　いえ記き憶おくにはありませんが。実は三日前に携けい帯たいを紛ふん失しつしてしまって……」

「そうか……邪じや魔まをしたな」

　理科雄は、冷然と言うと、マンションを後にした。

　桜坂学園に帰る道すがら、謎なぞが謎を呼ぶな、と白衣のポケットに手を入れながら考えた。

「倉敷一馬とあのピエロに何らかの接点があるのは間ま違ちがいない。だが、倉敷一馬はあのピエロの犯行を知らなかった。一体どういう……」

　独りごとを言いながら、歩いていると、目の前を小さな影かげが横切った。もう、日が落ちて、周囲は黒い膜まくを張ったかのような暗さがあった。

　一瞬あのピエロかと期待したが、違うようだ。目の前を通り過ぎたのは少年だった。

　整った顔立ちの少年だ。「僕はエンゲル係数と戦うヒーローなのです」と、正体の見えない言葉を呟つぶやいている。

　そういえば『亡霊道化師フアントムクラウン』で出てくる連続誘拐魔は、子供を中心に狙っていたな、ということを思い出す。子供に問題を出し、間違えるとさらってしまう。

「餌えさに食いつくのを待つのも悪くない」

　理科雄は、目の前を通りすぎた少年を尾び行こうすることにした。




　颯太・琴音・椎那・咲




　颯太がくす玉のひもを引っ張ると、パンッ、という弾はじけるような音が鳴り、くす玉が半分に割れた。くす玉の中から、大量の羽毛が舞まい落ちる。その羽毛に混ざり合うように、等身大の西洋人形が落ちてきた。

「どわっ」

　颯太は、咄とつ嗟さにその西洋人形を受け止める。ちょうど、西洋人形の肩かたと膝ひざの裏あたりを掴つかむことになった。お姫ひめ様さま抱だっこだ。

　西洋人形に視線を落とす。西洋人形はきらきらした目でこちらを見上げていた。

「お久しぶりですっ。颯太くん」と来た。

　呪のろいの西洋人形か何かかしら、と思い、まじまじと西洋人形を見つめる。服装はゴスロリなのか、純白でむやみやたらとふりふりしている。髪かみは腰こしまである長さで、クリーム色をしたタンポポの綿わた毛げのように、ふわふわだ。

　そこまで観察をし終えて、どこかで見たことあるな、と思った。以前仕事で護衛をした『博ばく徒と』の少女、剣見崎咲に似ている。見れば見るほど剣見崎咲だ。というか咲だ。

「やっぱり咲ちゃんやない」

「久しぶりだな咲。二月十四日以来か」

「はいっ。颯太くんの停学処分が解かれたと聞いて、いてもたってもいられずお家まで来ちゃいました」咲は恥はずかしそうに頬ほおを染めた。

「それでこのくす玉は何なんだ？」

「はい、せっかくお久しぶりにお会いするので、ちょっと趣しゆ向こうをこらした方がいいかな、と思いまして、それでどうでしたか？」

「どうって何がだ？」

「その……天使みたいでしたか？」

「いや、おもちゃの景品みたいだった」

　颯太の返答に咲は、残念そうな顔で「そうですか」と頭を下げた。

　その様子を見た椎那が「だいじょうぶだ。君は天使のようだった」と慰なぐさめる。

　咲は、ようやく颯太以外の存在にも注意が向いたのか、琴音と椎那に目をやった。

「琴音さんじゃないですか。どうして颯太くんの家に？」

「うんとなあ、話せば長なるんよ」

「私の方から説明しようではないか」と椎那は咲に言葉をかけた。

「あ、あの」

「ん？　なんだね？」

「失礼ですけど。あなたは……」咲は緊きん張ちよう気味に尋たずねた。

「私は園城椎那というものだ。よろしく頼たのむ」

「園城って颯太くんの縁えん者じやの方ですか？」

　椎那の名字を聞いた途と端たん、咲は顔から緊張の色を消した。なぜか「それはよかったです」という安あん堵どするような言葉も添そえる。

「ご明察。私は颯太様の親しん戚せきだ」

「そうだったんですか」

　咲は、ますます緊張が緩ゆるんだのか、胸に手をやった。颯太は、またか、と身構える。椎那はなぜか人を喜ばせることに無情の喜びを見いだす性格らしい。神秘的な雰ふん囲い気きとは裏腹に、俗ぞく世せに塗まみれたやんちゃな趣しゆ味み、だ。趣味、か？

「私は颯太様の親戚で」と椎那は区切り、息を大きく吸った。あたりに沈黙が広がる。

「私は颯太様の親戚で、許嫁いいなずけだよ」

　許嫁、という言葉を目立つように言った。この二日間でおきまりとなった台詞だ。

「あ、驚おどろいた？」

　この台詞を聞いて驚かない人間はいないだろう、と思い、颯太は腕うでの中の咲を見る。驚きよう愕がくしているのだろうと思っていたが、それほど動じなかったのか綺き麗れいな笑顔をそのままに微び動どうだにしない。

「あれ？　驚かなかったのかな？」

「…………」咲の返事は、ない。

「咲ちゃん、どうしたんや」

　琴音が咲の顔の前で手をひらひらと振った。それでも咲は笑顔を絶やさずにいる。微動だにしない。

「これってまさか……」

「……気絶しとる」

「すごいな。弁べん慶けいみたいな気絶の仕方だ。というか俺は咲をどうすればいいんだ？」

「そうだな。とりあえず私の部屋に運ぼうじゃないか。こうなったのも私に咎とががあるしな」

「その後、どないすんの？」

「詳くわしいお話を聞かせて頂きましょうか？　颯太さま」

　この場にいないはずの男の声が聞こえてきた。年とし嵩かさの男の声だ。聞き覚えがある。確か咲の世話役をしている柳田國くに男おという初老の男性だった気がする。

　声が聞こえてきた背後を見てみる。果たしてそこには、目から血の涙なみだを流している不ふ動どう明みよう王おうが、いた。怒いかり心頭に発した柳田國男だ。

「まずは怒りを鎮しずめて下さい」

　颯太は怒り狂くるう柳田に、まず言った。
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　蒼斗・楓




「何がお見み舞まいだよ。これじゃあ僕はただの変質者じゃないか」

　楓かえでの部屋の扉とびらの前で、蒼あお斗とは自分を叱しつ咤たした。胸が異常に高鳴っている。

　無意識に、いましがた見た楓の裸ら体たいを思い出してしまう。無機質なまでに白い肌はだに、少しやせ気味な体。官能的な曲線を描えがく胸から腰にいたるまでのライン。

　そこまで思い出して「僕は何を想像してるんだ」と自己嫌けん悪おした。

　蒼斗が、自己嫌悪に苦しんでいると、楓の部屋の扉が開いた。

　扉の向こう側には楓が佇たたずんでいた。さきほどの目のやり場に困る姿ではなく、青いチェック柄がらパジャマの上にカーディガンを羽織っている。

　どぎまぎしながら楓に視線を向けていると、楓は小さく「……上がってく？」と言った。

「え？」

「……お見舞いに来てくれたって」

「え、うん。えと、学校で配られたプリントとか持って来たんだ」

「ここじゃ寒いから」

　楓は言いながら、体を半身、引く。中に入れ、というジェスチャーらしい。蒼斗は「お邪じや魔まします」とまさに僕はお邪魔だ、と言わんばかりに肩かたをすぼめて玄げん関かんをくぐった。

　部屋はワンルームだった。さほど広くない。バルコニーから少し離れた所に木製のベッドが置いてある。部屋の中央には小さなテーブルが置かれている。

「適当に座って」

「うん」蒼斗は顎あごを引き、テーブルの脇わきに座った。カーテンが閉められているせいか、どこか狭せまく感じる。

「あ、これ。学校で配られたプリント」

「……ありがとう。何か飲む？」

　楓は冷蔵庫から五百ミリペットボトルのミネラルウォーターを二本取り出し、片方を蒼斗に寄よ越こした。「……水しかないけど」と白い歯を見せる。

　受け取ったペットボトルのキャップを外し、ミネラルウォーターを飲む。少しだけ、頭が冷えてきた気がした。

「それで双ふた葉ばさん。体調の方はどうなの？」

「随ずい分ぶんよくなった」

「そうなんだ。それはよかった。みんな心配してたよ」

「……みんな……心配？　私を？」

「うん、颯そう太たに琴こと音ねにあと転校してきたばかりの椎しい那なさんもね。もちろん僕もだけど」

「そ、そう……ありがとう」

　会話が途と切ぎれ、無言の間が続く。

　部屋を見み渡わたし、話題の種を探す。部屋の片かた隅すみに少年漫まん画が雑誌が置かれていた。

「双葉さんって漫画が好きなんだ」

「……うん」

　楓はベッドの下に手を入れた。ベッドの下が漫画の保管場所らしい。楓は取り出した漫画を数冊、テーブルの上に置いた。

　少年漫画だ。表紙には胸に七つの傷を持つ筋骨隆りゆう々りゆうの男が描かれていた。漫画を手に取り、ぺらぺらと、ページをめくる。表紙に載のっていた男が、敵らしき、これまた筋骨隆々なスキンヘッドの男の体を指で突つくと、スキンヘッドの頭部が花火のように炸さく裂れつする、そういうシーンが目に入った。

「双葉さんこういうの読むんだ。少女漫画とかは読まないの？」

　蒼斗の質問に、楓はかぶりを振ふり「少女漫画は生々しいから」と理由も付け足す。

　無ぶ骨こつな男の頭がなんの脈みやく絡らくもなく弾はじけ飛ぶ漫画と、少女漫画、どちらの方が生々しいのか、蒼斗には分からなかったがとりあえず「そうなんだ」と返しておく。

　漫画の話題が途と絶だえると、再び部屋に沈ちん黙もくが戻もどる。楓の異変に気づいたのはその時だった。楓の頬ほおが赤く染まっていた。

「双葉さん。本当にだいじょうぶ？　顔が赤いけど」

「……ちょっと熱っぽい、かも」

「ごめん。ちょっと長居しすぎたね。僕そろそろ行くよ。今日は、えと色々ごめんね？」

「……別に、気にしないで」

　蒼斗は「それじゃあ。お大事にね」と言い残すと、玄関へ向かった。扉を開け、外に出ようとすると「……あり……とう」という霞かすんだ声が背中に届く。

「何か言った？」

「……なんでもない」楓は愉ゆ快かいそうに首を横手に振った。

「そう、それじゃあまたね」

　手を振りながら、扉を閉じる。わずかな時間の出来事だったが、多種多様な意味で新しん鮮せんな体験をした。

　緋ひ香か里りに話せばどうなるのだろう、と考える。まず間ま違ちがいなく、良いことは起こらないことは想像できた。

「そういえば、うさどうしてるんだろう？」

　たしか市立図書館に行くと言っていたが、すでに図書館の閉館時間は過ぎている。

「家に帰ったのかな……いや、それはないね」

　もし、緋香里自身の用事が済んでいるのなら、迷わず自分の所に来るはずだ。携けい帯たいには、メールも着信も入っていない。

「今日の事件もあるし心配だな」と蒼斗は昨日の夜起きた『連続傷害事件』を思い出した。

　ピエロが人を襲おそうという怪かい事件のお手本のような事件だ。

　昨日、目もく撃げきした本ほん庄じよう理り科か雄おを尾び行こうしていたピエロが脳のう裏りに浮うかぶ。おそらく、あのピエロこそ『連続傷害事件』の犯人だろう。それぐらい危険な『影かげ』を背負っていた。

　あのピエロと理科雄がどのような関係にあるのか分からないが、少なくとも、あの二人が揃そろった場合、確実に事態は好転しない。完全なる負のコラボレーションだ。

　緋香里が心配になった蒼斗は、緋香里を迎むかえに行こうと思い、緋香里の携帯に電話をかけた。




　緋香里




　緋香里は二十四時間営業の本屋で心理学の書物を読むのに没ぼつ頭とうしていた。最初は市立図書館で調べ物をしていたのだが、午後五時を回るのと同時に、退館させられたからだ。

「うーん。とりあえず使えそうなのはコレとコレなの」

　緋香里は本を閉じ、吊つり橋ばし効果とストックホルムシンドロームという言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　意中の相手を仕し留とめるには、心しん拍ぱく数すうを上げるのが肝かん要ようらしい。高い吊り橋の上で、女が男に電話番号を渡わたすと、平へい坦たんな道で渡すのと比べて、高確率で電話がかかってくるらしい。

　ストックホルムシンドロームとは犯罪被ひ害がい者しやが犯罪者と、極限的な時間を共有することによって、被害者が犯罪者に過度の好意や依い存ぞん性を持ってしまうという現象だ。

　後者は少し緋香里が求めているのとは違ちがうかもしれないが、両者に共通しているのは、非現実的な状じよう況きようで発生する、ということだ。

　色々考えを巡らせていると、少し視界がぼんやりしてくるのを感じた。

「今日は少し張り切りすぎたの」

　普ふ段だん、勉学とは無む縁えんの生活を送っている緋香里にとって、難解な用語が飛び交かう心理学の書物を読み進めることは苦行に近かった。

　今日はこれぐらいにしようと思い、本ほん棚だなの間を縫ぬうように歩いて行く。洋書コーナーを抜ぬけ、レジの脇を通りすぎると、児童書コーナーの棚が見えてきた。

　ふと、ある絵本が目に入り、立ち止まる。

　緋香里は棚から目にとまった絵本を引き抜いた。

「兎うさぎと亀かめ」

　絵本のタイトルを読み上げる。自分が蒼斗から『うさ』と呼ばれるきっかけになった本だ。

「僕は兎の味方なんだ」と小さい頃ころの蒼斗が言ったことがあった。子供向けのテレビ番組で『兎と亀』のアニメが放送されていた時だったと思う。

「どうしてなの？」

「みんなが亀ばかり依え怙こ贔ひい屓きするからさ。地道に努力して最後には勝利する亀に肩かた入いれしてるんだね。努力はどんな壁かべでも乗のり越こえることができるって信じたいんだ。でも、だよ。この兎に亀みたいな真ま面じ目めさが加わったらみんなは兎の味方をすると思う？」

「お兄ちゃん難しいの」

「はは、緋香里にはちょっと難しかったね。きっと兎が真面目な性格になって亀との競走で勝っても、世間のみんなは兎を褒ほめないよ。きっと困った顔で『大人げない』みたいな事を言うに決まってる。特別な力を持った存在はどんなに頑がん張ばっても認めて貰もらえないんだ」

「でも、でも」と幼い緋香里は言う。「でも『カチカチ山』の兎はいい奴やつなの。おばあさんを傷つけた狸たぬきを退治してたの」

　緋香里の抗こう弁べんに蒼斗は涼すずしげな顔で「あれもね、同じなんだ」と応じた。「あれも表向きは兎を良い奴みたいに書いているけど、兎はおばあさんを傷つけただけの狸に、火を放って、やけどのあとに毒薬を塗ぬって、泥どろ舟ぶねに乗せて沈しずめて殺しちゃうんだ。明らかにやりすぎだよ。やっぱりあの話は兎を蔑べつ視ししてるんだ。『兎はこれだけ不道徳なやつだ』ってね」

「蔑視？」

「ようは差別してるってことだよ。だから」と蒼斗は言葉を句切った。「だから僕は兎の本当の味方なんだ」

「お兄ちゃんは私の味方なの」

「だね」

「じゃあ、私は兎なの？」

　混乱気味に尋たずねる緋香里を見て蒼斗は笑った。「いいね、それ。緋香里は兎だよ。うさだ、うさ。僕も兎だね」

「私たちは兎なのっ」と緋香里は胸を張り、兎の真ま似ねをしてぴょんぴょん跳はねた。

　あの時は、兄の言っていることがどういう意味なのか分からなかったが、今思えば、不思議な力を持つ自分を、民話において、不ふ遇ぐうをかこつ兎と重ね合わせていたのだろう。社会が『兎と亀』の亀に肩入れするように。兄は兎に肩入れする。

「やっぱりお兄ちゃんに相応ふさわしいのは私なの」

　緋香里が確信を固めていると、携帯が振しん動どうした。ディスプレイを見てみると兄の蒼斗からだった。

「お兄ちゃんどうしたの？」

『あ、うさ？　今どこにいるの。もう夜も遅おそいよ』

「迎えに来てくれるの？」緋香里の声が、弾はずむ。

『まあね。僕はどこに行けばいいかな？』

「うんとね、本……」

　本屋、と答えそうになったところで、緋香里の中に棲すまう桃もも色いろの魔ま神じんが頭をもたげた。何をしている緋香里よ。さっそく今日手に入れた知識を有効活用するべきではないか、と。

「えと、桜さくら坂ざか学園から北へ行ったところにある神社にいるの」

『神社？　あの誰だれも管理してなさそうな小さな神社？』

「そうなの。暗くて怖こわいから早く迎えに来て、なの」

　緋香里が甘えた言葉を口にすると、蒼斗は訝いぶかしそうな声こわ色いろで『……わかったよ。すぐに迎えに行くから待ってて』と言い通話を切った。

　さて、と緋香里は息を吐はく。あの神社は古すぎて世間から完全に忘れられた神社だ。

　夜になると、神社だか廃はい墟きよだか判別が難しくなり、当然、人ひと気けは無い。

「さっそく、吊り橋効果を試してみるの」

　緋香里は、俄が然ぜんやる気を出してつま先を神社に向けた。




　マコッちゃん・薫・理科雄




　マコッちゃんは五十嵐いがらしとはぐれていた。昨日の夜に起きた『連続傷害事件』の犯人が桜坂学園、もとい、本庄理科雄から盗ぬすみ出した薬品を犯行に使っていると判明した。

　そこで緊きん急きゆうの職員会議が開かれたのだが、とりあえず、この事実は秘ひ匿とく事じ項こうとして、教職員はしばらくの間、夜の街をパトロールすることになった。『桜坂学園は生徒の安全を第一に考えてますよ』というアピールなのだろう。

　パトロールは数人一組で行うことになった。主おもに人気がなく、一人で歩くには危険だと思われる所を重点的に、見回る。

　女性であるマコッちゃんは、男性である五十嵐と二人で夜の街を見回ることになったのだが、見回りの最中、コンビニの前を通った時に悲劇は起きた。

　コンビニの自動扉とびらに『プレミアムあんみつ』の広告が貼はられていたのだ。甘党のマコッちゃんは、花に吸い寄せられる蝶ちようの如ごとく、コンビニに吸い寄せられた。

　そして気づいた時には、五十嵐の姿はなかった、という案配だった。

「もうっ。五十嵐先生ったらいい年して迷子にならないで下さいよお」

　マコッちゃんは自分の失態を五十嵐に押しつけて、ぷりぷりと怒おこった。

　コンビニ袋ぶくろから、プレミアムあんみつを取り出し、蓋ふたをあける。

　蜜みつをかけて、プラスチックのスプーンであんみつを掬すくい、口に運ぶ。

「うんうん。期待を裏切らないこの甘さ」

　マコッちゃんが、ご満まん悦えつで、暗く狭せまい路地をとことこと歩いていると、見覚えのある少年が小走りに駆けているのが見えた。

「こんな時間に、こんな場所で何してるんだろう？」

　ここは住宅街でもなければ、商業地でもない。テナントが殆ほとんど入っていないビルが建ち並ぶ不景気丸出しの地域だ。桜坂学園の近くにこんな所があるとは、知らなかった。

「おーいっ！　こんな所でどうしたのお」

　マコッちゃんの声に、少年は過か剰じようなほど肩かたを上下させ、ぎこちなく、振ふり返かえった。

　振り向いた少年は綺き麗れいな顔をしていた。鼻筋が通っている。どことなく知ってる顔だな、と思っていると少年が安あん堵どしたように表情を崩くずし「神し々し廻ば先生なのです」と来た。

「ああ。薫かおるくんだあ。どうしてこんな所にいるのお？」

「それが、ごま油を買いにスーパーまで来たのですけど、帰りに変な視線を感じたのです」

「変な視線？」

「はい、それで急に怖くなって無我夢中で走っていると、道に迷ってしまったのです」

　薫の言葉を信じて、首を左右に振るが怪あやしい影は、ない。

「誰もいないよお」

「違うのです。誰かにつけられているというわけではなく、こう、見下ろされているような……」

「そういえば、確かに妙みような視線を感じるような」

　指し摘てきされて初めて気づいたが、確かに、奇き妙みような視線を感じる。纏まとわり付くというわけではなく、冷たく無感情な視線だ。

　頭上を見てみると、ビルの間を縫うように電信柱が立てられており、その電信柱と電信柱の間に渡された電線の上に奇妙な影が見えた。

　影は、ふわりと浮ういたかと思うと、マコッちゃんと薫の前に舞まい降おりた。

　壊こわれていた電灯が、我が生しよう涯がい最後の煌きらめきを見よ、と力を振り絞しぼるように一いつ瞬しゆん点てん滅めつし、マコッちゃんの前にいる影の正体を照らした。

　ピエロだった。小さなピエロがいた。紫むらさき色いろの衣装を着ている。顔はマスクで隠かくれて見えないが、口元は露ろ出しゆつしており、口は一文字に結ばれている。

　マコッちゃんと薫が呆あつ気けにとられていると、ピエロは一歩前に出て「犬、ライオン、馬、制限速度がある動物は？」と言ってくる。

「え？」

「犬、ライオン、馬、制限速度がある動物は？」

　抑よく揚ようのない声でピエロが聞いてくる。そういえば、『連続傷害犯』はよく分からない問題を出して、正解者を気絶させるということを思い出した。

「もしかして、あなたが連続傷害犯？」

「犬、ライオン、馬、制限速度がある動物は？」

「何なのですかあなたは？」

「犬、ライオン、馬、制限速度がある動物は？」

　ピエロは延々と質問を繰くり返してくる。業ごうを煮にやした薫が「そんなの決まってるのです」と言って、ピエロの問題に答えようとする。マコッちゃんは慌あわてて薫を抱だきしめて口を塞ふさいだ。

「なっ、何をするのですか？」

「あの人の問題に答えたら駄だ目めなんだよお。気絶させられちゃうの」

「じゃあ答えなかったらどうなるのですか？」

「あ」

　そこまでは考えてなかった。そういえば世間に出ている情報は『ピエロの問題に正解すると気絶させられる』という事だけだった。しかし、それはおかしくないか。普ふ通つう、提示された問題に正解すれば見み逃のがされてしかるべきではないかしら。

「もしかして、不正解だともっとひどい目に遭あわせられるとか？」

　マコッちゃんは不ふ吉きつな言葉を口にした。ピエロは、その期待に応こたえよう、とばかりに「時間切れ。不正解」と短く言い、背負っていた大おお鎌がまを構えた。もう片方の手には小さな瓶びんが握にぎられている。

「あ、それが本庄くんから奪うばった薬品？」

　できうる限り友好的な態度を示すが、向こうはこちらと友好関係を築く気は赤ちゃんの小指の爪つめほどもないらしい。あくまでも無言を貫つらぬいて、こちらに接近してくる。

「あわわわわ」

　マコッちゃんが奥歯を鳴らしながら、薫を庇かばうように抱きしめていると、突とつ然ぜんピエロの持つ瓶びんが割れた。小瓶の中の液体が地面に落ち、強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆうがその場に広がる。

「何が起こっているのですか？」と薫が混乱した声を出した。

　地面を見てみると医い療りよう用のメスが深々と突つき刺ささっていた。

「このメスって……」

「クククッ。見つけたぞ糞くそガキめ」

　不敵な笑い声が、ビルの隙すき間まから聞こえてきて、白衣を着た男が姿を現した。理科雄だ。

「本庄くんだあ」

　理科雄はマコッちゃんたちに一いち瞥べつをくれると、「副担任か」と興味なさげに言った後、ピエロに視線を戻もどし「ふん、糞ピエロめ。よくもジェニファーに手を出してくれたな。覚かく悟ごは出来てるだろうな？」と繋つなげた。

　理科雄は、当たり前のように、白衣のポケットから大量のメスを取り出す。ピエロは、まったく動じずに「世界の国旗で唯ゆい一いつ正方形なのはどこの国？」と理科雄に問題を出す。

　理科雄は「冥めい土どの土産みやげに答えてやる」と、使い方を間ま違ちがえているとしか思えない台詞せりふを言い「バチカンだっ！」と答えて、メスを投げた。

　ピエロは大きく跳ちよう躍やくして、理科雄のメスをかわした。そのまま大おお鎌がまを振り上げる。理科　雄はポケットから手の平サイズの瓶をピエロに投げ、続いて瓶に大量のメスを投げる。

「馬ば鹿かがっ。どういう手品か分からんが、お前のその異常な跳躍力は、昨日の一件で了りよう承しようしている。空中では身動きが取れないだろう？　そのまま硫りゆう酸さんの餌え食じきになれ！」

　理科雄の投げたメスは、硫酸の入った瓶を破は壊かいした。硫酸がピエロを襲おそうが、ピエロは大鎌の側面を盾たてのように使い、硫酸を受け止め、そのまま理科雄を蹴けり上げた。

「ぐぬっ」

　蹴り上げられた理科雄は、尋じん常じようならざる勢いで吹ふき飛とび、マコッちゃんの横を転がっていく。理科雄が転がるごとに白衣から、薬品やらメスやらが飛び出してくる。

「本庄くん。だいじょうぶっ」

「だいじょうぶなのですかっ」

　マコッちゃんと薫が、地面に転がる理科雄に尋たずねると「これがだいじょうぶそうに見えるか」と力なく、立ち上がった。

「よかったあ。ダンプカーに撥はねられたみたいな転がり方だったから」

「ふん、実際生身の人間が繰り出したとは思えない衝しよう撃げきだったがな」

　理科雄は脇わき腹ばらを押さえながら、吐き捨すてるように言う。「さて、どうしたものか」

「本庄くん。爆ばく弾だん持ってなかった？」

「在庫切れだ」

「どういうこと？」

「そういうことだ。それよりも、奴やつを血祭りに上げるチャンスが来たみたいだな」

　ピエロは自分の大鎌を繁しげ々しげと眺ながめていた。さきほど理科雄の放った硫酸で、大鎌の側面から白い泡あわが出ている。

　ピエロの意識は完全にこちらから、外れている。理科雄は、「死ねっ」と叫さけびメスを投げ、ピエロに突とつ撃げきする。ピエロは、我に返るように理科雄に意識を向け、応戦した。

「あの白いお兄さん格好いいのです」

　薫は、興奮するように、目を輝かがやかせ理科雄とピエロの戦いを見ていた。

　確かに理科雄はあのピエロ相手に健けん闘とうしているが、どうにもじり貧な戦いに思われた。

　二人の戦いを眺めながら、マコッちゃんは「そうだ」と叫び、卵形のキーホルダーを取り出した。

　警報器付きのキーホルダーだ。見回りの際、危険な目に遭ったり、怪しい人間を見つけたら、警報器を鳴らし、周囲にいる教師たちに知らせる。そういう手はずだった。

　キーホルダーのチェーンを引ひき抜ぬく。すると、甲かん高だかい電子音が夜空に響ひびいた。雑音がないので、かなり遠くまで聞こえるはずだ。

　一分もしない内に、数人の男性教員が「どうした！」と声を上げて駆かけつけた。その中には五十嵐の姿もある。

　ピエロは多勢に無勢だと思ったのか、自身の姿を多くの人間に見られたくないのか、教師たちが集まって来た途と端たん、大きく飛び跳ねて姿を消した。理科雄が憎にく々にくしげに、その背中を睨にらんでいる。

「神々廻先生だいじょぶか？」

「あ、五十嵐先生どこ行ってたんですか」

「それは、私の台詞せりふだ」

　駆けよってきた五十嵐は、マコッちゃんの傍かたわらに佇たたずむ薫を見て、大きく口を開いた。

「薫じゃないか。なんでこんなところに？　夜は一人で出歩くなと言ってあっただろ」

「ごめんなさいなのです」

「まあ、まあ。そう怒おこらないであげて下さいよ。それよりも今はピエロですピエロ」

「あの連続傷害犯が出たのか？」

「はい、あたしと薫くんが連続傷害犯に襲われそうになったところを、本庄くんが助けてくれたんです」

「本庄理科雄が？」

　五十嵐は少し離はなれた場所で膝ひざをついている理科雄に視線を向け「本庄、だいじょうぶか？」と声を投げる。

「ふん、担任に心配してもらう筋合いはない」理科雄は皮肉まじりに言う。

「本庄が神々廻先生と薫を助けてくれたって本当か？」

「ふん、何のことだ？　俺はただジェニファーに手を出したピエロを探していただけだ。副担任とそこの少年を助けたのは、ただの副産物だよ」

　理科雄は「もうここには用はない。ピエロの逃にげていった方向から、奴がどこに身を隠しているか分かったしな」と淡たん然ぜんと言うと、白衣を翻ひるがえしてマコッちゃんたちの前から姿を消した。

「なんか本庄くんが、一いつ瞬しゆん、男らしく見えたのはあたしだけでしょうか？」

「やっぱりあの白いお兄さんは格好いいのですっ」

「まあ、今回は感謝するほかないな……」

　三人は本庄理科雄に対する思い思いの感想を漏もらした。




　楓




　楓はベッドに潜もぐり込んで天てん井じようを見上げていた。なんの飾かざり気けもない天井だ。

　ぼんやりと天井を眺めていると。真白い天井が、無地のキャンバスに見えてきて、さらにそのキャンバスの中に伊い波なみ蒼斗の姿が描えがかれた。

「……まったく」

　楓は頬ほおを染める。裸はだかを見られた、と苦笑いをした。

「裸を見られたぐらいで……」

　今いま更さらなんだと言うのだ、と心の中で続ける。お前は裸以上に見られては不ま味ずい秘密があるだろうに、と自じ嘲ちようした。

「……私を心配……みんなが？」

　蒼斗の言葉を思い出し、噴ふき出しそうになるのを堪こらえる。どうやら自分は園その城しろ颯太を筆頭とする怪かい奇き集団の構成員に組み込まれているらしい。

　不快ではない。むしろ、心配してくれている蒼斗たちに親しみすら感じた。

「でも」

　と、口の中で言う。でも、私は誰だれかと親しくする資格などない。悪貨は良貨を駆く逐ちくする、という言葉が頭に浮うかぶ。

「私は悪貨」

　まさしく悪貨だ、と考え、双葉楓は今夜にでも仕事、というか生存競争をしなくてはいけないな、と考える。




　咲・颯太・琴音・椎那




「咲さきちゃん、だいじょうぶ？」

　閉じた瞼まぶたの向こう側からそんな声が聞こえてきて、剣けん見み崎ざき咲は目を覚ました。目を開けると心配そうな琴音の顔が見えた。その隣となりには、颯太の顔もある。

「ここは、どこですか？」

「颯太のアパートやよ」

「そうだっ。颯太くんに許嫁いいなずけがいるって本当ですかっ！」

「ああ、本当だとも」と女性の声が聞こえてくる。

　声が聞こえた方に目をやると、自分が気絶するきっかけとなった『園城颯太の許嫁宣言』をした少女が、いた。

「あなたが颯太くんの許嫁？」

「そのようですな」と返答をしたのは柳やなぎ田ただ。

　柳田は咲に、園城家の歪いびつな家風を説明し、その歪な家風から生まれた縁えん者じや同士の結けつ婚こんの習わしを語った。

「お家によって色々あるんですねえ」

「そのようですな」

「納得するな。納得を。なんで、俺の周りの人間は順応性の高い連中ばかりなんだ？」

「別に納得してる訳じゃないですけど……お家が決めたしきたりならしょうがないですよ」

　咲は曇くもった表情で、言った。自分が颯太にアピールする時は必ず、何かしらのアクシデントが起きる。これはもう、神さまが自分の恋こい路じを頑かたくなに妨ぼう害がいしているとしか思えない。

「咲ちゃんは、颯太様のなんなのだ？」と、唐とう突とつに椎那が尋ねてくる。

「え、私……ですか？」

「ああ。いかにも普ふ通つうの友達ってわけでもなさそうだしな。確認の為ために聞いてもいいか？」

　咲は自分は颯太のなんなんだろうか、と逡しゆん巡じゆんした。白状すると、颯太との面識は今日を入れて三回ほどだ。二回目の面識にあたり、颯太と友達になることには成功したが、許嫁を目の前にして「ただの友達です」と宣言してしまうと、これ以上の進展は望めないだろう。

　咲が言葉に窮きゆうしていると、咲を代弁するように、颯太が「咲は俺のな」と切り出した。

　きっと、颯太は「俺の友達だ」と言うに違ちがいないと予想した咲は、慌あわてて口を開く。

「咲は俺のとも……」

「私は颯太くんの飼主マリア様候補です！」

「どいつもこいつも」と颯太は額ひたいに手をやって項うな垂だれた。

「はは、驚おどろいた。颯太様には飼主マリア様が沢たく山さんいるんだねえ」

「椎那も感心するな」

「私は柔じゆう軟なんな性格なんだよ。いやあ、許嫁としてはショックの極致だ」

　椎那は口に手を当てて言う。

「嘘うそをつくな。嘘を。椎那の顔にはまったく驚きの色がないぞ。あるのは楽しみだけだ」

「あ、ばれた？　颯太様、まさか緋香里ちゃんみたいに人の心が読めるのか？」

「俺はな、人間観察が得意なんだ。人間観察が得意すぎて、生きとし生けるもの全てに対して疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまうほどにな」

「それっていいことなん？」

「無論、よくない」

「はは、驚いた」

　咲は颯太たち三人の馴な染じみ具合に愕がく然ぜんとした。颯太から距きよ離りをおいて二ヶ月。たった二ヶ月で、颯太の女性関係が様変わりしてしまった。

　琴音と比べて、自分は二番手だと自覚していた。何せ、颯太と共有した時間が圧あつ倒とう的てきに少ないのだ。半周遅おくれでスタートしたランナーのようなものだ。

　そのランナーの遥はるか前方に、さらに園城椎那というトップランナーが出現したのだ。

「皆みなさんずるいです」と咲の口が自然と動いていた。

「何がずるいんだ？」

「皆さん、すごく仲がよさそうで和わ気き藹あい々あいとしてます。私だけ蚊か帳やの外です」

「俺が楽しそうに見えるというのは間ま違ちがってると思うぞ。そうだろ」

　颯太の諭さとすような言葉を聞いても、咲は頬を膨ふくらませ、無言の異議申し立てをした。

「颯太様。咲ちゃんもマリア様ゲームに参加してみるのは如何いかがかな？」

「マリア様ゲーム、ですか？」

「その通り。私と琴音ちゃんはどちらが颯太様の飼主マリア様に相応ふさわしいか勝負してるのだよ」

「うちは別にそんな勝負しとるつもりは……」琴音は言いよどみながら胸むな元もとに手を入れる。

「ナイフを出すな、ナイフを。何なんだ。お前たちのその常識のなさは」

「それで咲ちゃんはゲームに参加するのか？　それともしないのか？」

「えと、私は」

「咲、俺は君の常識を信じる」

「それとも、飼主マリア様の座を辞退するのかい」

「ゲームに参加しますっ」

「ええ、参加しましょうともお嬢じようさまっ」

「やっぱりかあ」颯太は、予想通り、といった顔で言った。




　緋香里・蒼斗




　緋香里は神社の境けい内だいに座り込みながら、蒼斗の迎むかえを待っていた。

　街の端はじっこにある神社で周囲は木に囲まれており、不気味な雰ふん囲い気きができあがっている。

「お化けが出てきそうで、ドキドキするの」

　このドキドキが大事なのだ。蒼斗が来たら、まず蒼斗の心温を確認する。この不気味な空気に恐きよう怖ふを覚えていたら「お兄ちゃん、怖こわかったのっ」と言って抱だき付こうと算段する。

　恐怖のドキドキを恋こいのドキドキに勘かん違ちがいした蒼斗は、自分の事を押おし倒たおすに違いない、と都合のいい妄もう想そうをした。そのままこの場で合体だ。

　さきほど本屋で学んだ吊つり橋ばし効果だ。

　携けい帯たいを取り出しディスプレイを見る。桜坂学園からだ。桜坂学園では、生徒のメールアドレスを登録する義務がある。学園の行事や、定期試験の日程などを生徒に知らせるためだ。

　メールの内容は『昨日、謎なぞのピエロによる連続傷害事件が発生しました。本日は桜坂学園の教師が被ひ害がいに遭あっています。桜坂学園の生徒の皆みな様さまは夜間一人で出歩かないようご注意ください』という、冗じよう談だんなのか真しん剣けんな警句なのか分からないものだった。

　緋香里が携帯に目を落としていると、前方にある木がガサガサと大きく揺ゆれた。

「なに？……風？」

　それにしては妙みようだ。風であればここにある木の全てが揺れるはずだ。しかし、木は緋香里の前方にある一本しか揺れていない。

　目を凝こらして見てみると、鬱うつ蒼そうと茂しげる木の葉の隙すき間まに『心温計』で見える数字が、僅わずかに見えた。

「そこに誰かがいるのは分かってるのっ。大人しく出てくるの！」

　緋香里は、大きな声を木に向かって飛ばす。緋香里の声に反応するように、木の枝の上から、小さな影かげが飛び出した。

「むっ！」

　緋香里の目にまず映うつったのは『心温』だった。ありえない温度だ。平均的な心温から十度以上も低かった。

　次に目についたのは、その心温を持つ人物の風ふう貌ぼうだ。

　目の前にはピエロが、いた。紫むらさき色いろの衣装を着ている。どのようなポジティブな人間が見ても連続傷害事件の犯人だろう事が容易に想像できる。

「よりにもよってこんな時にっ。空気の読めない奴やつなの」

　緋香里は毒づき、ピエロを見た。恐怖よりも怒いかりが緋香里の中に台頭してくる。上う手まく事が運べば、蒼斗とロマンティックにエロティックな時間を過ごす事ができたのだ。

「私の恋路を邪じや魔まする奴は、誰であろうと許さないのっ」

　緋香里は毅き然ぜんとした態度を示し「お前の好きにはさせないの！」とピエロを指さした。

「お前が連続傷害犯だということは見み抜ぬいているの」

　連続傷害犯という言葉に、ピエロの心温が僅かに、揺れる。おや、と思った。心温の揺れ方がおかしいのだ。今の心温の揺れ方は、自分が連続傷害犯だということを否定している揺れ方だ。

「連続傷害犯じゃないの？」

　今度は、緋香里の言葉を肯こう定ていするように、揺れる。

「でも、お前は昨日から無差別に人を狙ねらってるの」

　またもや、肯定。

「傷害犯じゃないなら何なの、なんで問題に正解した人間を気絶させるの？　問題に間違ったらもっとひどい目に遭うの？」

　ここにきて、ピエロの心温が小刻みに揺れ始めた。自分の考えを読まれていることに動どう揺ようしているようだ。

「今まで問題に間違った人間はいるの？」

　肯定だ。だが、今のところ、問題に間違った人間がどうなるのか、情報は出ていない。つまり、問題に間違った人間は発見されていないのだ。

　そこまで考えて、緋香里の脳内にある電球に明かりが灯った。

「お前は、連続傷害犯じゃなくて連続誘ゆう拐かい犯なの」

　ピエロは心温を揺らし、肯定する。なるほど、と納得した。問題に正解して気絶させられるのは変だとは思ったが、問題に正解すると誘拐されないで済む、ということだ。

「誘拐した人間に危害を加える気はあるの？」

　ピエロの心温が、否定する。

　そこまで尋じん問もんを続けて、緋香里の桃色の脳が高速回転しはじめた。このピエロ、使える。

「ストックホルム！」

　緋香里は大声を上げる。このピエロに自分と蒼斗を誘拐させよう、と決意をする。

　ピエロに誘拐された、自分と蒼斗。極限の状じよう況きよう下かで二人の間に愛が芽生える。すばらしい。ストックホルムシンドローム（改）だ。

　監かん禁きん生活が長期に亘わたれば、当然、蒼斗も色々と桃色処理に困るだろう。限界まで肥大した蒼斗の欲よつ求きゆう、目の前には妹の自分。理性の箍たがが緩ゆるんだ状態だとさすがの蒼斗も、自分を襲おそうに違いない。むしろこちらから襲いたいぐらいだ。

「勝ったああ！　なのっ」

　緋香里は握にぎり拳こぶしをつくり、快かい哉さいを叫さけんだ。「そこのお前！」

　ピエロが、臆おくするように半歩退ひいた。完全に戦意を喪そう失しつしている。

「お前の誘拐に一ひと肌はだ脱ぬいでやるのっ」




　颯太・琴音・咲・椎那




　颯太は、なぜ俺の周りの女子は、漏もれなく飼主マリア様の立場を貫つらぬこうとするのか、と半ば混乱していた。

「なんでお前たちはそう、俺より上の立場に居座ろうとするんだ？」

「だって面おも白しろいじゃないか」

「そもそも、うちは初めから颯太の飼主マリア様やよ？」

「私も、これから頑がん張ばります！」

「どいつもこいつも歪ゆがんでる。歪んだ猫ねこだな。野の良ら猫ねこでもいいが」

「それ、蒼斗も似たようなこと言ってたんやけど何なん？」

「なんだ、知らないのか。マザーグースだよ」

「マザーグースって何ですか？」

「咲も知らないのか？　マザーグースっていうのは童どう謡ようだよ。それの中に『いびつな猫はいびつなネズミを捕つかまえて、いびつな家に住みました』っていうのがあるんだ」

「ほんまに颯太ってどうでもいい知識は豊富やんね。無む駄だに」

「まあ、俺の溢あふれる知識の量に勝てない限りは、俺の飼主マリアにはなれないな」

「え、そうなんですか？」

「咲ちゃん。気にしなくてもいい。我々のマリア様ゲームは我々の基準で行うからな」

「そうやよ。颯太なんかその辺の雑草にも劣おとった存在なんやから」

「琴音のその態度のでかさは、どういう了りよう見けんなんだ。俺を見ろ。誰だれよりも謙けん虚きよな俺を」

「いやいや。颯太様の飼主マリア様を目め指ざす以上、これぐらい大きな態度とらないとな」

　なぜか咲が目を見張った。「そうなんですか？」と言った後、こちらに目を向け「そ、颯太くん……肩かたが凝こりました。だから肩を揉もんでくだ……いや、揉みましょうか……ううん、揉んで下さりやろうですか？」と斬ざん新しんな日本語を披ひ露ろうした。

「咲、無理をする必要はないよ。咲は今のままが一番可愛い」

「かっ！」と咲は言って、顔を上気させる。「可愛いですかっ」

　さすがに面と向かって言うのは不ま味ずかったのだろうか。咲ほどの美び貌ぼうなら、そんな褒ほめ言こと葉ば褒め言葉にもなりません、と返してきても良さそうだ、と考える。返されても困るが。

「はは、咲ちゃんの反応は初うい々ういしくて可愛いな。マリア様ポイント一点」

「ていうか颯太はこういう反応する子がええんや」

　琴音は、ねっとりとした目線を颯太に向けた。手がすばやく胸元に行く。
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「ナイフを出すな。ナイフを。今のところ俺のことを立ててくれてるのは咲だけだろうが」

　颯太が苦情を言っていると、ポケットに入っている携帯が振しん動どうした。

「ん？　仕事か」

「へえ、颯太様、仕事してるんだ」

「ああ、まあ完全に触しよく法ほうしてる仕事だけどな。それにしても珍めずらしいな。秘書カポタストが俺に仕事を回すなんて」

「カポタストってなんだい？」

「ホモエコノミクスの優等生だよ」

　言いながら、颯太は携帯の通話ボタンを押し、耳にあてがう。

「もしもし」

『もしもし、ではありません。いつもいつもあなたは電話に出るのが……』

「その苦情は聞き飽あきたぞ。俺も色々と事情を抱かかえてるんだよ」

『まあ、いいでしょう。仕事です』

「知ってるよ。お前がそれ以外の理由で俺に電話をしてくるはずがない」

『今、あなたの学校の付近にピエロが出しゆつ没ぼつしてますね？』

「『？』はいらないだろ？　お前は何でも知ってるんだ」颯太は思わず苦笑した。

『そのピエロを無傷で捕ほ獲かくして下さい』

「動物園にでも入れるのか？　あんな派手な犯行している奴なんて、すぐに警察に捕まるだろう？」

『その警察より先にピエロを捕獲してもらいたいんです』

「事情は？」

『すでにピエロ捕獲に派は遣けんした調律屋チユーナー数名が撃げき退たいされています』

「個人的には実に愉ゆ快かいだな。しかし一応一いつ般ぱん人よりも強いはずの調律屋チユーナーを撃退するピエロを捕まえてどうするつもりだ」

『ピエロ捕獲そのものが依い頼らいで、可能なら調律屋チユーナーにスカウトします』

「なんでお前らはそう節操がないんだ。誰だれ彼かれ構わず調律屋チユーナーに引き込もうとするな」

『だから、あなたが調律屋チユーナーをしているのでしょう』と秘書カポタストは当然の如ごとく返してきた。

「ちっ。俺一人でそのピエロがどうにかなるとは思えないぞ」

『いえ、私は意外とどうにかなるのではと踏ふんでいます』

「いつになく高評価してくれるじゃないか」

『あなたには意外性があるんです。この間の「博ばく徒と」の自殺阻そ止しは見事でした』

「見事に校舎が爆ばく破はされたの間ま違ちがいじゃないか……」と颯太は言こと葉ば尻じりを濁にごした。「んで、ピエロを捕まえるって、どうやって捕まえるんだ。どこにいるのかも分からないんだぞ」

『……こちらも調査を進めてますが』とここにきて、秘書カポタストはようやく感情が見える言葉を吐はいた。言葉に窮きゆうしてる感じだ。きっとピエロの居場所が分からないのだろう。

　颯太が愉快気にニヤニヤしていると、咲が「秘書カポタストさんがどうかしたんですか？」と聞いてきた。

「いや、近年希まれに見る愉快な事態がだな……」

『その声……博徒もそこにいるのですか？』

「ああ、博徒だけじゃなく。自じ称しよう、俺の飼主マリア様が目白押しだ。しかもその中の一人は俺の親しん戚せきだぞ。恐おそれ入いるだろ」

『……園城椎那ですか？』秘書カポタストの声がわずかに、弾はずむ。

「なんでお前が椎那のこと知ってるんだよ」

『来らい者しやです』

「は？」

『園城椎那はこちらの業界では「来者」と呼ばれています』

「なんだよ来者って」

『簡単に言えば百発百中で未来を当てる占うらない師しです。実は、先日「来者」にピエロの居場所を占ってもらおうとしたのですが「休業中」と言われてしまいまして。目の前にいる来者に占ってもらって下さい。そうすればピエロの居場所が分かります』

　秘書カポタストはそれだけ言い残すと、逃にげるように通話を切った。携けい帯たいをポケットに直し、顔を上げ、椎那を見つめた。

「椎那って『来者』とか呼ばれてるのか？」

　椎那は、参ったね、という表情をつくり、無言で頭を掻かいた。




　緋香里




　意外とこのピエロは話せる奴やつだな、と緋香里は感心していた。ピエロは言葉こそ発しないが、心はあるらしく、『心温計』を使えばある程度の意い思し疎そ通つうができた。

「なんで人を誘ゆう拐かいしてるの？　何か事情でもあるの」

　ピエロは心を揺ゆらし、肯定する。

「誰かに命令されて、やってるの？」

　ピエロは否定する。

「どういう事情があるの？　人には言えないことなの？」

　ピエロの心温は迷っている風に見える。

　緋香里は、一体どういう事情があれば、人を誘拐しなければならないのか、と悩なやんだ。もう少し、詳くわしく聞く必要がある。

　自分にとって、一番重要なことは何だろうと考え、すぐに兄の蒼斗の姿が浮うかんだ。もしかしたら、家族がらみの問題なのかもしれない。

「その事情は、お前の家族に関係あるの？」

　ピエロは肯こう定ていした。

　家族の事情と、誘拐がどのように結びつくのか、まったく見当がつかない。緋香里がない頭を必死に働かせていると、神社の入り口から「うさ、どこにいるの」という蒼斗の声が聞こえてきた。

「あ、お兄ちゃんなの。ピエロ、さっき言ったことを覚えてるの？」

　ピエロは心温を揺らし肯定した。

　このピエロには、蒼斗に、難しい問題を出すように指示してある。蒼斗と一いつ緒しよに誘拐してもらうためだ。

　緋香里は「うん、お前は見所があるの」と言ってピエロの頭をなでる。ピエロはわずかに心温を揺らして、喜んだ。

「お前は、あの森の中で隠かくれてるの。私が指示したら、出てきてお兄ちゃんに問題を出すの」

　ピエロは、了りよう解かいした、というような心温の揺らし方をして、森の中に消えていく。

「さあ、学術的桃もも色いろアピールの幕開けなのっ」

　緋香里は気合いの入った声を出した。




　理科雄




　理科準備室に帰ってきた理科雄は、崩くずれるように床ゆかにしゃがみ込んだ。

　ジェニファーが心配そうな目線を向けてきた。昨日破は壊かいされたジェニファーを包む容器は、特別発注した強化ガラス製のものと取とり替かえてある。

「ああ、心配してくれるのかいジェニファー。君はいつでも優しいね。俺は大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そうはいうものの、現実問題としてピエロから受けたダメージは中々のものだった。たった一いち撃げきで、ほとんど身動きがとれなくなったほどだ。

　あの時、ピエロが逃とう走そうしていなかったらまず間違いなく敗北していた。

「ふん、ピエロが逃げたおかげで奴の潜せん伏ぷく先が分かった」

　ピエロが逃げていった方向。あの先には小さな神社があり、その奥には直径五キロの森が広がっている。その森の中央には戦前からある洋館が、ひっそりと隠れている。

　預かり屋コンバーターの屋や敷しきだ。

「糞くそピエロめっ。人の顧こ客きやくの屋敷に勝手に居座りおって」

　理科雄は、苦い物でも噛かんだような表情をする。最初から疑問だった。ピエロは誘拐した人間をどこに監かん禁きんしているのか。

「よくよく考えてみれば俺は、あのピエロに預かり屋コンバーターの屋敷の地図を盗ぬすまれていたんだ」

　ピエロに失神薬を盗まれたあの時、ピエロは預かり屋コンバーターの屋敷の地図も盗んでいたことを今になってようやく思い出す。

「ふん、いよいよ『亡霊道化師フアントムクラウン』の筋書きと同じだな」

　理科雄は、倉くら敷しき一かず馬まが書いた『亡霊道化師』のラストを思い出した。確か、連続誘拐犯は街外れにある屋敷に誘拐してきた人間を監禁していた。

　物語のクライマックスで誘拐犯は、屋敷に火を放ち見事に自じ爆ばくしていたはずだ。

「ふん、自爆なんてさせるわけがない。必ず俺の手で仕し留とめてやる」

　すぐにでも洋館に乗り込もうかとも考えたが、今ピエロに戦いを挑いどんでも勝算は無いだろう。爆ばく弾だんを使えば無くはないが。ジェニファーを傷つけた人間を楽に死なせるわけにもいかない。できれば生かして捕とらえたい。

　その為ためには、入念に下準備をする必要がある。ピエロのあの機動力さえなんとかできれば、こちらにも勝機があるのだが。

　ジェニファーが薬品を保管する棚たなを見上げていた。棚の中には、先日ねずみ取りから抽ちゆう出しゆつした粘ねん着ちやく液が、あった。預かり屋コンバーターに依頼されていた罠わなを作るための物だ。

「あれを使えと言うのかい？　ジェニファー」

　ジェニファーは愛くるしい瞳ひとみを輝かがやかせた。どうやら、粘着液を使うべきらしい。

「問題は、あれをどうやって武器として流用するかだな」

　さほど難しくないな、と考えた理科雄は早さつ速そく、作業に取りかかった。

　ジェニファーが理科雄の背中を眺ながめている。




　蒼斗・緋香里




「うさ、どこにいるの？」神社に緋香里を迎むかえにきた蒼斗は、緋香里の名前を呼んだ。

「お兄ちゃん待ってたのっ」

　境けい内だいにちょこんと座っていた緋香里が立ち上がり、蒼斗の元に駆かけよってきた。

「お兄ちゃん怖こわかったのお」

　いやに甘えた声を出し、腕うでに絡からみついてくる。よく発育した胸の弾だん力りよくで腕が圧あつ迫ぱくされた。蒼斗は、こういうのを天然でやってるなら悪い男に引っかかるぞ、と緋香里の将来を心配しながら「こんな所に何の用事があったのさ」と尋たずねた。

「か、神さまにお願いしにきたの」

「それ、明らかに嘘うそだよね」

「ああっ。あれはなんなの？」

　緋香里は話の軸じくをずらすように短く叫さけぶと、森の奥を指さした。蒼斗は緋香里の指先に誘さそわれるように、森を見た。

　緋香里の指さす木の根のあたりに、黒々とした影かげが見えた。『危険予知』の影だ。

「あれって……」

　幻げん影えいのように現れたのは、ピエロだった。巷こう間かん賑にぎわす、連続傷害犯だ。傷害犯の証あかしとも、実績ともとれる黒々とした影を背負っている。

「うさ、僕の後ろに隠れてっ」

「おにいちゃんこわいの」

　緋香里の声が、まるで台本を棒読みしているように感じるのは自分だけだろうか、と考えながら、ピエロの一挙手一投足に警けい戒かいする。

　緋香里を連れて逃げ出せるだろうか、と考える。僕は常に逃げてばかりだなと呆あきれた。

「北極の氷が全て解とけても、海面の高さが変わらない事を証明する原理は？」

　何の前置きもなく、ピエロが問題を出した。抑よく揚ようのない声が、神社の空気を震ふるわせる。

「このもんだいに、せいかいしないと、あのピエロにつれさられてしまうの」

「連れ去られるって……誘拐ってこと」

「なの」

「なんでそんな事知ってるのさ」

「……桃色の妖よう精せいさんの囁ささやきなの」

「はあ、緊きん張ちよう感かんないなあ。でも、連れ去られるよりは、正解して気絶させられるだけの方がマシってことだね」

「なの」と緋香里は首を縦に動かす。「でもあんなにむずかしいもんだいわからないの」と棒読み丸出しで言い足した。

「それが、あの問題の答えを知ってるんだ」

「なっ！」

　緋香里が大きく口を開けた。アーモンド形の瞳が大きく見開かれる。

　蒼斗は自信のある顔で「北極の氷が全て解けても、海面の高さが変わらない事を証明する原理は」とピエロの問題を復唱し「答えは『アルキメデスの原理』さ」と言った。

「お兄ちゃんなんで答えちゃうのっ！」

「なんで答えたら駄だ目めなのさ？」

　蒼斗が背後にいる緋香里に目をやろうとすると、突とつ然ぜん視界が紫むらさき一色になった。ピエロが急速に接近してきたのだと気づいたが、対応する間もなく、顔に何かを押しつけられた。

　感かん触しよく的に布のようなものだと分かる。分からなかったのは、強きよう烈れつな臭においの正体だ。

　顔に布を押しつけられ、反射的に鼻で息をしてしまった。瞬しゆん間かん、鼻の奥に痛つう烈れつな衝しよう撃げきがきた。

　目の奥が熱くなったかと思うと、視界が霞かすんでくる。気絶する兆候だ。もうかなり馴な染じみ深くなった感覚だ。

　気絶する時は、五感のうち聴ちよう覚かくが最後まで残る。その証しよう拠こに「夏野菜に多く含ふくまれる、体の熱を逃がす成分は？」というピエロの問題が聞こえてきた。

「そんなの知るわけないの！」

　怒いかりを孕はらんだ緋香里の声も聞こえてくる。ああ、二人で一つの問題じゃなかったのか、と自分の浅はかさに嫌いや気けが差した。

「不正解」

　ピエロの抑揚のない声が、蒼斗の聞いた最後のものだった。




　琴音・颯太・咲・椎那




「椎那が凄すご腕うでの占うらない師しって本当か？」

　琴音が椎那に尋ねている。電話のやりとりは聞こえてこなかったが、どうやら椎那も自分たち同様、何か特別な肩かた書がきがあるようだ。『来らい者しや』というのがその肩書きらしい。

「私のことはいいじゃないか。それより颯太様、一体どんな仕事をしてるんだ？」

「調律屋チユーナーだよ。簡単に言えば特とく殊しゆ便利屋だ。上司の命令なら、触しよく法ほう非触法に拘かかわらず仕事をこなさなくちゃいけない、哀あわれな迷える子羊だ。その上司がお前が『来者』で、お前にピエロの居場所を占って貰もらえって言うんだよ」

「なるほどなあ。つまり、ピエロを捕つかまえる命令が下ったってことか？」

「察しがいいじゃないか」

「それで、颯太様は私に占って欲しいのか？」

「まあ、そうだな」

「颯太様が望んでいることなのか」椎那は念を押すように、言う。

「そうだな。俺の望みだな。俺が自由でいる為には仕事をし続けないといけないからな」

　椎那は複雑な表情で肩かたを下げ「はあ、ばれてしまったのだし、しょうがないな」と言って立ち上がり、押し入れの中から、小さな箱を取りだした。漆うるし塗ぬりの高級そうな箱だ。

「それは何なん？」

「占いのツールが入ったただの箱だよ」

「それで椎那は、どういう占いをするんだ？」

「なんでもするな。私は」

　椎那は漠ばく然ぜんとした返答を寄よ越こし、箱の蓋ふたを開ける。中にはカードの束といくつかの道具が入っており、椎那はその中から小さな錘おもりのついたチェーンを取り出した。

「人を探すならダウジングだろうな」

「それでどうするんだ？」

「これで、ピエロの居場所を探すんだよ。颯太様、地図とか持ってるか？」

「無論、持っていない」

「私が持っています」

　柳田は、ブレザーの内ポケットから折りたたみ式の地図を取り出し、椎那に手渡す。

　椎那は、渡された地図をテーブルの上に広げた。

「今から少し集中するから、静かにしててね」

　前置きしてから、椎那は地図の上にさきほどのチェーンを掲かかげた。チェーンの先についた錘がくるくると、回っている。

　水を打ったような静けさが、何分続いたのか。椎那はおもむろに、腕を下ろし「よし」と言った。

　琴音は「よし」の後に続く言葉を想像する。「よし、じゃあ占いをはじめようか」とかだろう。

　琴音の予想に反して、椎那の口から飛び出たのは「わかった」という言葉だった。

「ふぇ、分かったってピエロの居場所のこと？」

「そうだけど？」

「もう、終わりなん」

「あ、驚おどろいた？」

「驚いた、というよりは、唖あ然ぜんとしている。いつピエロの居場所を占ったんだ」

「ずっと占ってたじゃないか？」

「うちには腕を動かしてるようにしか見えへんかったけど」

「ダウジングって地味だからね。さっき、私はこの鎖くさりを地図の上で掲げてたでしょ。あの動きそのものが占いだったのさ。地図の上にチェーンを掲げて、錘が左回転ならそこにピエロはいない。逆に右回転ならそこにピエロがいる。そういうことさ。左回転は陰いんで右回転は陽ようだからね」

　琴音は正直、話の一割も理解できなかったが「そ、そうなんや」とぎこちなく応じ、「それでピエロはどこにおんの？」と誤ご魔ま化かすように本題に入った。

「ここだね」

　椎那は、地図のある一点を指さした。その指先の力強さからは、確固たる自信が窺うかがえる。

「ここは、街外れの森ですな」柳田が言う。

「でもここって森ですよね。こんなところにピエロがいるんですか？」

「いるさ。絶対に」

「すごい自信ですね？」

「伊だ達てに裏の業界で『来者』って呼ばれてないからね。今まで何千って人を占ってきたけど、一度しか占いを外したことはないからね」

「俺はその一回が何なのか無む性しように気になるんだが」

「ううん、何だったかな」椎那は口元に手をやりながら言う。「忘れちゃったよ」

「都合の悪い記き憶おくを忘ぼう却きやくできるのは女の特権なのか？」

「はは、そうかもね。颯太様」

「記憶の忘却については、颯太も人のこと言われへんけどね」

「どういうことだ」

　琴音は颯太にジト目を向ける。

　そもそも、颯太がさっさと自分との『家族になる』という約束を思い出してくれれば、マリア様ゲームなどすることにはならなかったのだ、と心の中で毒づいた。

　すぐに、いやもしかしたら今、思い出されたら困るのは自分じゃないか、と気づく。

　どうひいき目に見ても、口約束の許嫁いいなずけもどきが、実家公認の許嫁に勝てるはずがない。

「琴音ちゃん。どうしたんだい？　難しい顔をして」

「ううん、なんでもないんよ。それより今はピエロやない」

「それもそうだね。まあ、私が占ったからにはピエロは間ま違ちがいなくここにいるね」

「この森の中にか？」颯太は疑念に満ちた声を出した。

「一応、衛星写真を見てみましょう」

　柳田は携けい帯たいを開き、ぽちぽちとボタンを押した。ディスプレイと睨にらみあったかと思うと「なるほど」と言って納得する。

「柳田。なにが、なるほどなんですか？」

「お嬢じようさま、これを見て下さい」柳田は携帯のディスプレイを咲に向けた。

「なるほど、ですね。皆みなさんこれを見て下さい」と柳田の携帯をテーブルの上に、置いた。

　琴音たちは携帯のディスプレイをのぞき込むように見る。ディスプレイには、森を鳥ちよう瞰かんするような光景が映っていた。都市化した街の中で、その森だけが緑色に浮ういている。

　その森の木々に隠かくれるように、ポツリと洋館のような建物が映っている。

「この洋館にピエロがいるってことか？」

「なんや不気味な建物やなあ」

「実はこの洋館なんですけど。私、この間お仕事をしていて、ある話を聞いたんですよ」

　咲はそう言って、洋館についての情報を口にした。この洋館は『預かり屋コンバーター』という人物の所有物で、洋館の中には様々な事情で表に出せない品物が保管されているということ。

　そして洋館と洋館の周囲には、部外者を撃げき退たいするための罠わなが仕し掛かけられているということを語った。

「なんでそんな危険な洋館にピエロがいるんだよ？」

「確かに、厄やつ介かいだね。それに不思議だ」

「今、預かり屋コンバーターは海外にお仕事に行っていて、洋館には誰だれもいないらしいです。だから勝手に住み着いたんでしょうね」

「問題は、どうやってこの洋館まで行くかだな。罠だらけなんだろ？」

「それなら柳田が、颯太くんをヘリコプターでお送りしますよ。それに、洋館の中には、私の力を使わないと突とつ破ぱできない罠もあるらしいですから。私もご一いつ緒しよします」

「へえ、驚いた。咲ちゃんはすごいんだな。マリア様ポイント一点」

　マリア様ポイント、と聞き琴音の胸がちくりと痛んだ。今まで颯太の周りには自分しかいなかったのに、ここ数ヶ月の間に、颯太の周囲の様相が大きく変化している。

　焦あせった琴音は「うちも行く」と宣言していた。

「おい、これは遊びじゃないんだぞ。それに咲もそこまでしてくれなくていいよ。洋館の中は危険なんだろ？　危ない目には遭あわせられない」

「いえ、行きます。絶対に行きますっ。連れてってくれないならヘリを出してあげません」

「咲ちゃんが行くならうちも絶対についてくえ」

「颯太様、諦あきらめることだな。きっと、颯太様が自分の足一つで洋館に突とつ入にゆうするって言っても、二人は颯太様について行くよ。だったらヘリで送ってもらって、私たちを守りながらピエロを捕まえる方がいいんじゃないのか？」

「椎那もついて来る気か？」

「勿もち論ろん。せっかくだから、ピエロを捕まえるのに一番貢献した人が颯太様の飼主マリア様でいいんじゃないかな？」

「「異議なし」」

「どいつもこいつも」

「それでどうするん？　早速、今からピエロのおる洋館に向かう？」

「まったく……勝手に話を進めるな。今はピエロの活動時間だから、明日あしたにするぞ」

「焦っても仕方ないしな。今日はゆっくり休もう。咲ちゃんも今日はここに泊とまってくか」

「へ、ここって颯太くんの部屋じゃなかったんですか？」

「ちゃうちゃう。ここは椎那さんの部屋やよ。颯太の部屋は隣となりで、縄じよう文もん時代の竪たて穴あな式住居にも引けをとる、住み心地ごこちの悪い部屋やよ」

「それは言い過ぎだろがっ」

「今、颯太様と私と琴音ちゃんの三人は一つ屋根の下に住んでいるのさ」

「そうなんですかっ！」

　咲は、そんな話聞いてない、と叫さけばんばかりの顔で身を乗り出した。

「お二人ともずるいです」

　咲は、頬ほおを膨ふくらませて訴うつたえる。颯太を見やると、怪け訝げんそうな不可解そうな顔をしていた。咲の言っている意味が分からないのだろう。

　きっと鈍どん感かんというわけではなく、この廃はい墟きよにも等しい風ふう楽らく荘そうに住むことの何が羨うらやましいのか、という疑問が先行しているのだ。

「だから、さ。咲ちゃんもここに泊まっていくかい？」

「もちろんですっ！」即そく答とうだった。

「馬ば鹿かなっ。お嬢さま、お考え直し下さい。このような縄文時代の竪たて穴あな式住居にも引けをとる、無ぶ様ざまな建築物にお嬢さまがご宿しゆく泊はくされるなど、あってはなりません」

「だから、それは言い過ぎだろうがっ」

　咲は、頑かたくなだった。断固としてこの風楽荘に泊まると主張した。結局、主張を折ったのは柳田だった。

「し、仕方がありません。今からお嬢さまの寝しん具ぐを取って参ります。私たちは風楽荘の外で控ひかえてますので、何かご用がありましたらいつでもお呼び付け下さい」

　柳田はそう言って、退室した。しばらくして遠くから車のエンジン音が聞こえてくる。

「それじゃあ颯太くん。今日からよろしくお願いしますね」

　咲は、颯太に向き直り、ぺこりと頭を下げた。床ゆかにつく指先は、綺き麗れいな三つ指だった。




　琴音・咲・椎那




　琴音たちは夕食の準備をしていた。時間は夜の九時を回っている。。

　琴音がショウガ焼き用の豚ぶた肉にくを切っていると、咲が「私は何をすればいいんですか？」と聞いてくる。

　琴音は悩なやんだ。咲が包丁を使えるとも思えない。というより、箸はしより重たい物を持つことができるのかどうかすら怪あやしい。

「そうやね。サラダ用のゆで卵でも作ってもらおうかな」

「了りよう解かいです」

「颯太様の飼主マリア様候補は咲ちゃんで最後かな？」

　椎那が不思議な質問をしてくる。左手を見やると、ショウガ焼きのタレを作っていた椎那が、こちらを見ていた。

「うん、咲ちゃんで最後やよ」

「だったら二人にはきっちり話しておかないといけないな」

「何をですか？」

「実は私は、颯太様のことそれほど好きじゃないんだ」

「「好きじゃない!?」」と同じ台詞せりふを唱和する。

「あ、驚いた？」

「好きじゃないってどういう事ですか！」

「そうやよっ。一体どういうつもりでそんな事をっ」

「落ち着いて、落ち着いて。私は別に颯太様のこと嫌きらいって言ってるわけじゃないよ。好きじゃないって言ってるんだ」

「どっちでも同じですっ。颯太くんの事好きじゃないのに許嫁って卑ひ怯きようです」

「それは、咲ちゃんが颯太様の良いところを知ってるから言えるんじゃないかい。颯太様が好きだから、許嫁が羨ましいっていう図式だろ」

　確かにその通りだな、と琴音は納得してしまう。琴音にしてもそうだった。内心で、颯太と許嫁関係にある椎那が羨ましかったが、それは颯太が自分の中で特別な立ち位置にある人間だから言えることだった。咲もそう考えたのか、言葉に窮きゆうしているようだ。

「私は颯太様の許嫁だけど、颯太様が好きだから許嫁になったわけじゃない。実家が勝手に取り決めたことだ。颯太様に直接会ったのも昨日が初めてだしな」

「その割には颯太に積極的やない？」

「試してるのさ。私は」

「試すって颯太を？」琴音は非難染じみた声を出す。

「いや。私を試してるんだ。私は颯太様を好きになることができるのかってね。二人は真しん剣けんに颯太様のことを好きそうだから、本当のことを話しておこうと思ってな……空気を悪くしてしまったな。さあ、夕飯を作ってしまおう」

　椎那が仕切り直すように手を叩たたくと、その音に呼応するように、チンッという音がなった。この場には不ふ釣つり合あいな間の抜ぬけた音だ。

　音の方に視線を向けると、音を発したのは電子レンジだった。

「なんで電子レンジが動いとるんや？」

「あ、できたみたいですね」

　咲が電子レンジの扉を開ける。電子レンジから出てきたのは卵だった。咲は「あちち」と言いながら卵の殻からをむいていく。

「咲ちゃん、もしかして電子レンジでゆで卵作ったんか？」

「駄だ目めでしたか？」

「卵をそのまま電子レンジで温めたら、爆ばく発はつしてまうんよ」

「でも爆発してませんよ？」

　咲はきょとんとした顔で言った。琴音もたしかに、と納得してしまいそうになるが、いや待て、とすぐに自分の意見を変えた。

　ごくたまに電子レンジによるゆで卵が成功してしまう事があるらしい。その場合、そのゆで卵は食べた瞬しゆん間かんに爆発するという、凶悪な兵器と化すという。

「これどないしょう」

「うーん。捨てちゃうのも勿もつ体たいないなあ。そうだ」

「どうしたんですか？」

「せっかくだから颯太様に食べて貰もらおうじゃないか」椎那がやんちゃな笑顔を貼はり付つけた。




　颯太




「まったく。あの三人はどういうつもりなんだ」

　颯太は自分の部屋に戻もどり、琴音たちについて考えた。一体、何を考えているのか。

「あの三人はなんで頑なに俺の飼主マリアの立場を競うんだ？」

　どうせなら彼女の立場を競ってくれればいいのに、と考え、三人の少女の顔を思い描えがいた。美少女と言っても差し支つかえのない三人だ。

「どいつも俺には不釣り合いだな」

　無論、こちらが圧あつ倒とう的てきに劣おとっているという意味で、だ。

「そう考えると、三人が言う飼主マリア様になる主張というのは、正しいのか？　いや、馬鹿な」

　颯太が胡座あぐらをかきながら、無む慈じ悲ひなパラドックスについて考えていると、「颯太。ご飯できたえ」という琴音の声が聞こえてきた。

「あいよ」

　颯太は返事をして、立ち上がる。この二日で随ずい分ぶんアパートも賑にぎやかになったな、と苦笑した。なにも好き好んでこんなイカれた建物に住む必要もないだろうに。

　扉とびらを開けて目に入った琴音の笑顔は、ぎこちなかった。技ぎ巧こう的な笑顔だ。

「今日の晩ご飯はショウガ焼きやよ」

　献こん立だてを説明する琴音とともに、椎那の部屋に移動する。部屋に入るとやはり技巧的な、仮面のような笑顔を浮うかべた椎那がいた。

「さあ、颯太様。ご飯にしよう。まず前菜にこのゆで卵をどうぞ」

　あからさまに怪しい前菜だ、と颯太は身構えた。椎那の持っている器の中のゆで卵を見る。一見すると異常は、ない。

「そう警けい戒かいしてくれるな。これはね、咲ちゃんが颯太様のために真心をこめて作ったゆで卵なんだから」

「はい、人生で初めての料理です。はじめに颯太くんに食べてほしくて」

　咲は恥はじらうように、俯うつむいた。どういう意味で自分に食べてほしいのか、と考え、そういう意味ならやぶさかでない、とゆで卵を受け取る。

「ささ、パクッと食べちゃってよ」

「それじゃあ、遠えん慮りよ無く」

　颯太が口を開けると、三人が緊きん張ちようした面おも持もちで視線を向けてくる。さっさとこの妙みような視線から解放されたかった颯太は勢いよくゆで卵を噛かんだ。

　咲の真心のこもったゆで卵は、爆発した。なるほどこういう意味か、と納得した。




　楓




　深夜の二時。双葉楓は、ある大きな施し設せつの前で立っていた。献けん血けつ施設で集められた血液を回収して、成分調整および保存する施設だ。

　施設から数メートル離はなれた所に、警備員が寝ね泊とまりする建物がある。もうすぐ、あそこから警備員が出てくるはずだ。

　時計を確認する。

　楓が「三・二・一」と数字を数えると、ゼロのタイミングで警備員が建物から出てきた。

「……よし」

　楓は、気配を極限まで消し、男の跡をつける。楓は、自分の存在感の薄うすさに絶対の自信を持っていた。自分が本気を出せば、目の前の相手にも自分の存在を感知させないだろう。　虚むなしい自信だな、と心の中で吐はき捨すてた。

　警備員は施設の裏手へ回り込み、裏口にあるカードリーダーにカードを通した。セキュリティーカードだ。あれで施設の一部のセキュリティーが解除されたはずだ。

　警備員は裏口の扉を開け、施設の中に入っていく。自動ドアが閉まる直前に、楓は体を滑すべり込ませた。

　警備員は、建物内の様々な部屋を順番に見て回る。集められた血液の成分を一つ一つ確認する部屋、血を混ぜ合わせて成分調整をする部屋、そして最後に大きな冷蔵庫のある部屋に来た。

「……お目当ての部屋」

　輸血パックを保存する際、数時間に一回、冷蔵庫の温度を確認しなくてはいけない。楓もよく事情を把は握あくしてないが、法律で決まっているようだ。

　冷蔵庫の前で立ち止まった警備員は、冷蔵庫についた鍵かぎ穴あなに鍵を差し込むと冷蔵庫の扉を開けた。

「……今」

　楓は、建物の外で拾ひろっておいた小石を廊ろう下かに向かって、投げる。廊下に小石が床ゆかで弾はずむ音が反はん響きようする。

　警備員は、「ん、何だ」と言って投げた小石の方に歩いて行った。その隙すきをついて楓は冷蔵庫の前に立った。

　鍵は鍵穴に差さったままだ。警備員のくせに警備力が足りていない、と呆あきれ、その落ち度に感謝した。

　すばやく冷蔵庫を開けて、中の輸血パックを持ってきた鞄かばんに詰つめる。一度に盗ぬすめる輸血パックは四つが限度だった。血液は鮮せん度どが命だ。

　目的を達成した楓は、素早くその場から離れた。後は、警備員より先にこの建物から出ればいいだけだ。

　廊下を進み、階段を下りる。さきほど入ってきた裏口から建物の外に出る。

「……よゆう」

　楓は現げん役えきの女子高生で現役の泥どろ棒ぼうだった。盗むのは『血液』だ。

　なぜか？　飲むのだ。

　中学生の頃ころに『好こう血けつ病びよう』を発はつ症しようした。他人の血が飲みたくなる病気だ。ただでさえ弱い楓の体に好血病の発作が加わると、ただならぬ症状に見み舞まわれてしまう。

「……この国は医い療りよう福ふく祉しが整っていない」

　楓は国に対しての苦情を口にした。そもそも『好血病』などという不可思議な病気は『国の特定疾患』に指定されて然しかるべきだろう。

　回収して一週間以内に使わなかった血液を廃はい棄きするぐらいなら、こちらに寄よ越こせ。

「……腹立たしい」

　楓が静かにぷりぷりと怒いかりながら、帰路についていると「ゴリラとチンパンジー、どちらの方が優しい動物？」という声が前方から聞こえてくる。

　顔を上げると、紫むらさき色いろの衣装を着たピエロがこちらを見み据すえていた。

「……奇き々き怪かい々かい」

　と素直な感想を言う。人の事は言えないか、と自じ嘲ちようした。

　それにしても、なぜこのピエロは自分の存在に気づけたのかと、考え「……怒おこってたからか」と納得した。

「ゴリラとチンパンジー、どちらの方が優しい動物？」

「……私の事が見えるの？」

「ゴリラとチンパンジー、どちらの方が優しい動物？」

　この世に、これほど会話が成り立たないことがあるのか、と呆れを通り越こして感心した。

「……これでも見える？」

　言いながら楓は、自身の気配を極限まで消した。夜の暗くら闇やみに自分の体が溶とけ込むイメージをする。

　ピエロは辺りをきょろきょろと見回している。当たり前だ。今、ピエロの目の前で楓の姿が霧きりのように霞かすんでいき、完全に消失するという幻げん想そう的な出来事が発生しているはずだ。　光のある空間ではできない、楓の特とく殊しゆスキルだ。自分でも自分が本当に存在しているかどうかすらあやふやになってくるのだ。他人が目視できるはずがない。

　ピエロは楓の姿を捜さがすように、あちこちへ視線を飛ばすが、最終的には諦あきらめたのか、どこかへと歩き出した。

　楓は逡しゆん巡じゆんする。このまま、あのピエロを野放しにしていいものか悩なやんだ。

　そもそもあの大おお鎌がまは何なのだ。銃じゆう刀とう法ほう違い反はんも甚はなはだしいではないか。法律は守るべきだ、とついさっき触しよく法ほう行こう為いをしていた楓は思った。

　まずはあのピエロの正体を見破ろう。

　そう考えて楓は、とりあえず、ピエロを尾び行こうすることにしてみた。




　椎那




　園城椎那は布団の中で天てん井じようを見上げていた。琴音と咲は静かな寝ね息いきをたてている。

「まさか、颯太様が業界の仕事に手を出してたとは、予想外だった。いや、園城家の援えん助じよを受けないで、生活している時点で疑うべきだったか」

　特殊便利屋派は遣けん団体・調律屋チユーナー。颯太がまさかその一人だったとは思いもしなかった。咲に目をやる。裏の業界で『博ばく徒と』と呼ばれる少女だ。その隣となりには『元・曲芸師』の琴音がいる。そして自分は『来らい者しや』だ。

　小さい頃から、占うらないが好きだった。両親にタロットカードを買って貰い、独学で学んでいった。不思議に思ったのは、自分の占いの精度だった。

　自分が占った結果は絶対に外れないのだ。最初は、占いとはそういうものなのだ、と解かい釈しやくしていたのだが、どうやら違ちがうらしい。

　小学校の時、友人を占ってあげたことがある。最初は「椎那ちゃんの占いってすごく当たるよね」という程度の評価だったのだが、その占いが五回六回と的中すると「椎那ちゃんってなんだか怖こわいよね」という評価に変へん貌ぼうしていた。

　これはいよいよおかしいぞ、と思った椎那は事の次第を両親に話した。実際に両親の前で占いをし、見事それを的中させると両親は「すごいじゃないか」と喜んだ。

　最初は母親の友人を占った。その次は友人の知り合いの会社の経営者。さらにその次は、大だい企き業ぎようの大株主。

　噂うわさが噂を呼び、椎那はあっという間に『来者』になっていた。来者とは『未来を知っている者』という意味だ。

　いくつかある園城の分家から、椎那が園城本家の嫡ちやく男なんの許婚いいなずけとして選ばれたのは、この『来者』という肩かた書がきを持っていたからだ。

　椎那の占いを使えば、園城本家はますます繁はん栄えいする。そういう事情だろう。

「許婚に選ばれた時は辛つらかったよねえ」

　園城本家に嫁とつぐということは、一生自由を奪うばわれるということだ。自由に外にも出られない。時代錯さく誤ごな男だん尊そん女じよ卑ひが根付く家。それが園城本家だ。

　自分が愛した男性のためにそうなるのなら、納得もできるが、結けつ婚こん相手は会ったこともない男だ。納得できるわけがない。

　しかし、園城本家の決定は絶対だ。分家の人間が断れるはずもない。そもそも、両親は自分の娘むすめを本家に嫁がせることに肯こう定てい的てきだった。

　名めい誉よであるとすら言った。意味が分からない。

　園城颯太の許婚になってから、毎日自分を占った。朝起きて、まず自分の将来を占う。結果はいつも同じで、園城本家に嫁ぐ、というものだった。

　何百回も同じ占いをしているうちに、月日が流れ、高校生になった。十七歳になれば正式な許婚として、園城本家に入らねばならない。当然学校も退学することになる。

　高校一年があっという間に過ぎ、いよいよ、園城本家に入る年になった時、園城本家から不思議な通達があった。

　園城本家嫡男の許婚の件を無期限凍とう結けつする、と言ってきたのだ。

　両親は落らく胆たんしていたが、椎那は喜びに打ち震ふるえていた。それと同時に不可解な感情も湧わき出てきた。

　初めて占いが外れたのだ。

「驚おどろいた」という言葉を使ったのはこの時が初めてのことだった。

　自分の占いを覆くつがえした人物。その人物はおそらく。

「園城本家嫡男、園城颯太様」

　園城本家の決定を変えられるのは園城本家の人間しかいない。初めて、颯太に興味を持った瞬しゆん間かんだった。

　調べてみると、園城本家の嫡男、園城颯太は度たび重なる自主追放の果てに園城本家から絶ぜつ縁えん状じようを叩たたきつけられたらしい。

　颯太について調べれば調べるほど、椎那は颯太に会ってみたくなった。両親に、園城颯太に会ってみたい、という旨むねを伝えると、何を勘かん違ちがいしたのか大賛成してくれ、颯太の通かよう桜坂学園の編入手続きもすぐ行ってくれた。

「颯太様に私が『来者』だってばれちゃったのは誤算だなあ」

　寝ね返がえりをうちながら呟つぶやく。颯太には自分の肩書きを秘密にしておくつもりだった。

　自分が『来者』だと知った人間は大たい抵てい、目を輝かがやかせる。私し利り私し欲よくに塗まみれた輝かせ方だ。

　これまで自分を『来者』としてではなく『園城椎那』として見てくれたのは何人ぐらいいただろうか。

　来者として活動をはじめてからは、ほぼ一人もいないと言っていい。接する人間、接する人間すべてが「いやあ、便利な人ですね」という目の色をしていた。

「颯太様はどっちなのだろう……」

　園城颯太はどうなのだろう。私を『来者』として見るその他大勢なのか、それとも『園城椎那』として見てくれる特別な人なのか。

　園城椎那は、自分の占いを外させた唯ゆい一いつの人、園城颯太に密ひそかな期待を抱いだき目を閉じる。
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　蒼斗・楓




　蒼あお斗とは焦あせっていた。神社でピエロに襲おそわれ、目を覚ました時には緋ひ香か里りの姿はなかった。

　顔を上げ、手を見ると、夜の冷えのせいで信じられないほど真っ白になっていた。

　上う手まく動かない体を無理矢理動かして、自宅に帰ってみたが、家にも緋香里の姿はなかった。昼前だったので、もしかしたら学校に行ってるのかもと、都合の良い解かい釈しやくをして、登校してみたのだが、残念ながら緋香里を見つける事は出来なかった。

「昨日の出来事は夢じゃなかったんだ」

　神社でピエロに襲われた記き憶おくを辿たどる。たしか緋香里は、ピエロの出す問題に間ま違ちがえると誘ゆう拐かいされると言っていた。

「颯そう太たたちはどうしたんだろう」

　教室には、颯太たちの姿はない。席の離はなれている椎しい那なの席に目を向けてみるが、椎那もいないようだ。

「もう、みんないなくていい時にいて、いて欲しい時にいないんだからっ」

「どうしたの？」

　背後から、静かな声がした。後ろを見やるが人の姿はない。つまり双ふた葉ば楓かえでの声だと予想した。目に神経を集中させて前方を見ると、砂さ漠ばくの蜃しん気き楼ろうのように、双葉楓の姿が現れた。

「双葉さん。ちょっと困ったことがあって……」

「……困ったこと？」

「うん、実は……」そこまで言いかけて、蒼斗は言葉を切った。ピエロが妹を誘拐した、などという荒こう唐とう無む稽けいな話を信じて貰もらえるのだろうか？

「どうしたの？」

「い、いや。なんでもないんだ」

「……明らかに困ってる」

「そうなんだけど」

「……私には言えない？」

「言えなくはないけど」

「力になる」

　楓の言葉に蒼斗は「え？」と聞き返していた。楓は孤こ独どく主義の見本のような少女だった。自分から、他人に干かん渉しようしないし、他人から干渉されたがらない。

「ほ、本当に双葉さんなんだよね？」

「……失礼千せん万ばん」

「ご、ごめん。なんとなく、いつもの双葉さんっぽくないなって」

　楓は「私も同じ意見」と、苦笑いをし「困ってることがあるなら協力する」と言った。

　蒼斗はなんとなく、楓なら信じてくれるのではないかという希望のもと、昨日、遭そう遇ぐうしたピエロについて説明した。

「ここ数日で話題になっているピエロだと思うんだけど」

「……ふふっ」

「何が可お笑かしいの？　やっぱりこんな話信じられないよね」

「……違ちがう」と楓は否定する。「世の中は狭せまい」

「それってどういう」

「……そのピエロの住すみ処かを知ってる」

「本当っ!?」

　思わず大きな声が出る。やたらと大声を出すこちらとは対照的に、楓は朝の湖面のような静けさを連想させる声で「行ってみる？」と言った。

「……伊い波なみ緋香里救出大作戦」




　緋香里




　緋香里は、あのピエロに憤いきどおりを覚えていた。まったく空気の読めないピエロめ。

「誰だれが私だけ誘拐しろなんて言ったのっ」

　高級そうなソファーに座り、缶かんジュース片手に、文句を言う。計画が台無しだ。兄と一いつ緒しよに誘拐され、ストックホルムシンドローム的な効果で恋こい仲なかになる計画だった。囚とらわれの密室で桃もも色いろライフを送る予定だった。

「ソロで捕つかまったって、ろくすっぽ桃色結合もできないのっ。お兄ちゃんと一緒なら、今いま頃ごろあのベッドでロマンティックな行こう為いができたのに」

　緋香里は大きなベッドを見ながら言った。自分が捕とらわれているのは洋間だった。ホテルの一室のようでもある。扉とびらの鍵かぎが外からかかっている、ということを除けばまったく不自由はなかった。

　部屋にはユニットバスが備え付けられているので、風ふ呂ろやトイレの心配はない。室内に設置されている冷蔵庫の中には、飲み物が沢たく山さん入っている。

「ここはどこなの？　窓もないから外の景色も見られないの」

　緋香里が首を捻ひねっていると、ドアノブが動く音が聞こえた。扉の方を見やる。開け放たれた扉の向こう側には、小さな少女がいた。小学校中学年ぐらいだろうか。簡素な白いワンピースを着ている。色素の薄うすい髪かみは伸のび放題で前まえ髪がみと後うしろ髪がみは殆ほとんど同じ長さだ。

　前髪の隙すき間まから見える目は、死し魚ぎよの目にも等しく生気が、ない。

　少女は、ホテルなどで料理を運ぶ時に使うサービスワゴンを押して、部屋に入ってきた。少女が緋香里の前で止まる。どうやら食事を運んできたようだ。

　反射的に、少女の『心温』を見た緋香里は、目を大きく見開いた。

　自分を誘拐したピエロの心温と同じだったのだ。異常なまでに低い心温だ。

「ピエロ、正体見破ったり、なのっ！」

　緋香里は猛もう然ぜんと、少女に飛びかかった。少女は、緋香里の攻こう撃げきを難なくよけると、俊しゆん敏びんな動きを見せて、部屋から出て行った。

「待つのっ」

　少女に顔を向けると、扉を閉めようとしていた。心温の揺ゆれ方から察するに、自分の正体を見破られてかなり動どう揺ようしているようだ。

　扉が完全に閉まる。ドアノブを捻ってみるが回らない。

「逃にげられたのっ」

　緋香里が苦々しそうな顔をしていると、足の裏に妙みような感かん触しよくがあることに気づいた。足元を見る。封筒の束だった。どうやら今の少女が落としていったものらしい。

　封筒には『倉くら敷しきゆずる様へ』と書いてある。

「ゆずるっていうのが、あいつの名前なの？」

　緋香里は独りごちながら、封筒の中から手紙を取り出した。




　颯太・琴音・咲・椎那




　颯太はヘリコプターの中で憮ぶ然ぜんとしていた。夕方の四時過ぎに風ふう楽らく荘そうを出て、柳やなぎ田たの用意したヘリコプターに乗り、洋館に向かっている。

　ヘリの操縦は柳田が担当しており、後部座席に、颯太たち四人が向かいあうように座っていた。

「徒歩で数十分の距きよ離りを、わざわざヘリコプターを使わないといけないのも面めん倒どうな話だな」

「颯太、まだ怒おこっとるん？」

「当たり前だっ。何なんだあの卵は？　なんで卵が爆ばく発はつするんだよ？」

「颯太くん、ごめんなさい。私のせいで……」

　目の前に座っている咲が、世にも悲しい顔で謝罪した。あせった颯太は「いや、咲のせいじゃないよ」とフォローを入れ、隣となりにいる琴こと音ねと椎那に、怨おん念ねんの籠こもった視線を向ける。

「悪いのは、隣りにいる魔ま女じよ二人なんだ。そうだろ」

「この場合、魔女といっても魔女マリアだがな。颯太様の魔女マリア様」

「なんでもかんでも当て字に『マリア』を使うな『マリア』をっ」

「まあ、まあ。颯太、昨日のお昼に言っとったやない。俺は食べ物を粗そ末まつにしない人間なんやって」

　琴音がしたり顔で言う。颯太は苦い物でも食べた顔をして「屁へ理り屈くつを言うな屁理屈を」と応おう酬しゆうした。

「はは、颯太様の負けだね。さすがは琴音ちゃん。颯太様のあしらい方を熟知してるね」

「やよ、やよ」

「嬉うれしそうにしてくれる……」

　颯太が不ふ機き嫌げん面づらで、頬ほお杖づえをついていると、椎那が子供をあやすように「颯太様、私が仕事運を占うらなってあげるから機嫌なおしてくれ」と言ってきた。

「いや無む駄だだから止やめておくよ」

「へえ、無駄ってどういうことだい？」

「未来が分かってそれで対処できるような問題なんて、今、この瞬しゆん間かんに起きても対処できるんだよ。本当に気にしなくちゃいけない事はもっと他にあるんだ」

「他って何かな？」

「いつ世界が滅ほろびるか、だな」

「え？　そんな事知ってどうするんだい」

「惰だ眠みんを貪むさぼるな、俺なら。何もしない。他の連中はいつ世界が終わるのか知らないんだ。明日あしたなのか百年後なのかな。でも俺は知ってるんだ。だから俺は、世界が終わるその瞬間まで自由を謳おう歌かするんだよ。これほどの贅ぜい沢たくはない。そうだろ？」

「颯太くんらしいですねえ」

「はは、颯太様いいね。やっぱり面おも白しろい」

「俺は大おお真ま面じ目めに言ったつもりだったんだがな。まあ、喜んで貰えたなら幸いだ」

「だったら」と椎那は言う。「私たちの内の誰かの未来を占ってみない？」

「どういうことだよ」

「ちょっとした遊びだよ」

　椎那はそう言って、ポケットからカードの束を取り出した。トランプではない。カラフルな模様が特とく徴ちよう的なカードだ。

「颯太様、このタロットカードの束から一枚カードを選んでくれない？　それが私たち四人の内の誰かの近い未来を示し唆さするものになるから」

「ひどく簡単な占いだな」

「弘こう法ぼう筆を選ばず、ってね」椎那が片目を瞑つぶる。

　颯太は訝いぶかしがりながらも、タロットカードを一枚、引いた。帽ぼう子しを被かぶった男の絵え柄がらが目に入る。椎那はそれを見て、へえ、と目を細めた。

「『愚ぐ者しや』のカードだね。愚者の正位置」

「なんや、嫌いやな名前やね」

「いや、そうでもないよ。愚者の正位置は、『新しい可能性や変化が訪れる時』という意味があるんだ」

「つまりどういう意味ですか？」

「つまり、私たちの誰かに何か変化が起きるって事だ。たぶんマリア様ゲーム関連のね」　　琴音と咲の顔に緊きん張ちようがあらわれた。椎那は楽しそうに二人を眺ながめている。

　ヘリコプターを操縦している柳田が「もうすぐ、洋館上空に到とう着ちやくします」と告げてきた。「颯太様、ここいらで、マリア様ゲーム中間発表といこうじゃないか」

　椎那の言葉を合図にして、三人の視線が颯太に集中した。どうにも答えないといけない空気ができあがってしまう。颯太は露ろ骨こつに言葉に窮きゆうした。

　ここで誰かの名前を言ってしまうと今後のチームワークに支障をきたさないか。

　マリア様ゲームとかいう、謎なぞの怪かいゲームの勝敗を競い合っている連中と一緒では、どうにかなる仕事でも、どうにもならないだろう。

「一番俺の飼主マリア様に近いのはだな」

「「「一番飼主マリア様に近いのは？」」」三人の声が重なる。

「秘密だ」

「颯太様、それはないよ。我々の士気がだだ下がりだ」

「そうですよ」

「そうやよ」

「ちっ。とにかくだな。今はピエロを捕まえることが先決なんだ。マリア様ゲームの結果は仕事が終わった後でも言えるだろ」

　颯太は唾つばを飛ばした。ポケットから黒い布の塊かたまりを取り出す。それを広げると、黒いコートだということが分かる。コートの袖そでに腕うでを通して、素早く、着る。

「颯太様、そのコートはなんだい？　コスプレ？」

「それは、俺がこのコートを着た時に言われたくないことベストスリーの一つだな。これは防ぼう刃じんコートだよ。仕事をする時はできる限り正体を隠かくさないといけないんだ」颯太は眉まゆ根ねを寄せながら説明し「俺の趣しゆ味みじゃないからな、上からの支給品なんだ」と念を押すように言う。颯太はヘリコプターの扉をスライドさせた。強い風が颯太の髪を乱す。下に目を向けると、森に囲まれた洋館の真上だと分かった。

「ヘリを限界まで洋館の屋根に近づけます」

　柳田は右手で操縦レバーを操あやつり、左手でコレクティブレバーを下げてヘリを洋館の屋根に近づけた。

「そんで、あの屋や敷しきにはどうやって侵しん入にゆうするんや？」

「さあな、窓を突つき破やぶって堂々と侵入するか？」

「それは止やめといた方が無難だと思うぞ。颯太様」

「なんでだよ？」

「サンタと泥どろ棒ぼうの違ちがいは、窓から侵入するか煙えん突とつから侵入するかの違いぐらいしかない」

「なんやへんちくりんな言葉やね」

「窓から侵入するのはみんな考えつくって事だろうね。ようは簡単なんだ。人間って弱いから簡単な方を選ぼうとするんだろうね」

「なら強い俺は、あの屋根の上にある煙突から侵入しよう」

　颯太が屋根の上にある煙突を指さす。すると琴音が「ほんならうちが先行ってロープ張っとくわ」と言い、ヘリから屋根に向かって飛び降りた。六メートル以上の高さがあるのに、全く躊ちゆう躇ちよがない。洋館の屋根の上に綺き麗れいに着地し、煙突に近づいていく。

「琴音ちゃんすごいねえ」

「俺は琴音がどこへ向かっているのか分からない時がある」

「申し訳ありませんが、これ以上高度を下げると木に接せつ触しよくしてしまう可能性が」

　コックピットから柳田の申し訳なさそうな声が聞こえてきた。

「屋根まで三メートルぐらいか。二人とも飛び降りられるか？」

　二人は首を振ふった。椎那は首を縦に、咲は首を横に、だ。

「椎那は飛び降りられるのか？」

「私は意外と運動神経がいいのだよ。飛び降りるくらいはできるさ」

　その言葉を証明するように、椎那もヘリから飛び降りる。着地の衝しよう撃げきを緩かん和わさせるように、柔やわらかく膝ひざを曲げ、舞まうように屋根に降りる。

　それを確認した颯太は、咲を抱かかえ上げながら言った。

「颯太くん!?　何を」

「最後は俺たちの番だ。しっかり俺につかまってろよ？」

「は、はい」

　咲は申し訳なさそうに、前から颯太の首に手を回して力を込めた。咲の髪かみが顔に当たり嫌みのない石せつ鹸けんの香かおりが、鼻び腔こうを刺し激げきする。あまり意識しないように努つとめた。

「一応、縄なわばしごもありますが、どうしますかお嬢じようさま」

「こ、このままで、是ぜ非ひっ」

「今回はお嬢さまにご一いつ緒しよすることができませんが……」

　柳田の顔がわずかに曇くもったので、颯太は「まあ、俺が守るからだいじょうぶだよ」と言って安心させると「そうですか。お嬢さまをよろしくお願いします」と少しだけ表情を明るくした。

「それでは、お仕事が終わりましたらまたご連れん絡らく下さい。すぐにお迎むかえに上がります」

「あいよ。そんじゃま、行くか」

　颯太は咲を抱だきかかえたまま、ヘリから飛び降りた。僅わずかな浮ふ遊ゆう感かんを感じた後、足に衝撃がくる。咲を抱えている分、落下の衝撃は強く、痺しびれるような痛みを感じた。

　柳田の操縦するヘリの羽音が遠ざかっていくのが分かった。これで、もう後には引けないことが確定する。

　屋根の上に着地し、琴音と椎那に目をやると、呆あきれるような刺さすような視線を向けられていることに気づく。

「颯太様って天然？」

「何がだよ？」

「なんや、納得できひんなあ」

「意味が分からない」

「うちもやよ」

「咲、そろそろ手を離はなしてもだいじょうぶだぞ」

「へ？　もうですか。いえ、そうですね」

　咲はしどろもどろしながら、手を離したが、どこか名残なごり惜おしそうでもある。

「颯太、もう煙突にロープ張れとるよ」

「仕事早いな」

「それじゃあ、今度は颯太が先頭ってことで。咲ちゃんは、うち、が下までおぶるから」

　琴音は「うち」という部分にアクセントをつけて宣言する。

「まあ、任せるよ。琴音なら安心だしな」

「な、なんよ。その気持ち悪い信しん頼らい感」

「なんでお前は常に天あまの邪じや鬼くな反応をするんだ。蒼斗の性格が伝う染つったのか？」

「そういえば、蒼斗殿どのは誘さそわなかったのか？　彼がいれば私の占いよりもより正確に罠わながある場所とか分かると思うんだが」

「最初は誘おうと思ったんだけどな。蒼斗を誘うと、緋香里ちゃんっていう厄やつ介かいなおまけがついてくるんだ。きっとこの場に及およんでも、蒼斗と桃もも色いろ遊ゆう戯ぎをしようと画策するはずだ」

　颯太がずばり言い切った。「とにかく、いない奴やつのことについて考えても仕方が無い。さっさと洋館に侵入しよう」

　颯太はそう言って煙突に足をかけた。




　楓・蒼斗




　楓は蒼斗と共に洋館へと続く森を進んでいた。

　昨日、楓がピエロの跡をつけると、ピエロはこの森に入って行った。本能的に、これ以上の追つい跡せきは危険だと判断した楓は、マンションに帰り、ネットの地図サービスを利用してピエロの入って行った森の衛星写真を見た。

　すると、森の木々で姿を隠すように、古びた洋館が衛星写真の隅すみに映うつっていた。

「……たぶん、その洋館がピエロの住すみ処か」

「うん、きっとそうだろうね。森を進めば進むほど、罠が増えてくる」

「……罠？」楓は怪け訝げんそうに尋たずねた。

「うん。この森には沢たく山さんの罠が仕し掛かけられてるんだ。あそこの木の上には妙みようなネットが仕掛けられているし、そこの地面には針金で作った捕ほ獲かく罠が仕掛けられてる」

　楓は、蒼斗の言い示した場所を確認した。たしかに、蒼斗の言った通りの罠が仕掛けられている。どれも、巧こう妙みように隠されており、一目では罠だと気づけないものばかりだ。

「なんで罠があるって分かったの？」

「ん？　ああ。双葉さんには話してなかったかな。僕には危険が見えるんだ」

「……危険が見える？」

「そう。広い意味での危険が黒いもやのような影かげで見えるんだ。罠は『危険』でしょ？　だから僕には見えるんだよ」

「……怪かい奇きの極致」

「はは、そうだね。だから、僕の歩いた跡しか歩かないでね。ここから先は罠の数が多いみたいだし」

　にわかには信じられない話だが、罠だらけの森をすいすいと迷うことなく進んでいるところを見ると、疑うわけにはいかない。

　最初はうねうねと曲がりくねった進み方をする蒼斗に不安を感じていたのだが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

「あ、見えてきたよ。あれじゃないかな」

　蒼斗が指さす方向を見てみると、森に生えている木と木の間から、茶色い煉れん瓦がの壁へき面めんが見えた。間ま違ちがいなく、ピエロが潜せん伏ぷくしている洋館だろう。

　洋館が見えた事に安あん堵どしてしまったのが、失敗だった。蒼斗の歩いた跡しか歩いてはいけないと言われていたのに、無意識のうちに洋館の大きさや窓の数などを確認しようと蒼斗の前に出てしまっていた。

　泥棒の悪い癖くせが出たと、ほとほと自分に呆れるばかりだ。

　どうやら自分は何かのトラップを踏ふんでしまったらしい。

　蒼斗に「双葉さん危ない！」と叫さけばれて抱き寄よせられてしまった。次の瞬しゆん間かん、背後からびゅんっ、という空を切る音が聞こえてきた。罠が背後をかすめる音だ。

「危なかった。双葉さんだいじょうぶ？」

「うん……ごめん」素直に謝る楓の鼻に不ふ吉きつな臭においが入ってきた。鉄の香りだ。「……血の臭い」

「え？　あ、本当だ。今の罠がかすったのかな」

　蒼斗は手の甲こうを眺ながめながら言った。蒼斗の手の甲には長さ三センチほどの切り傷ができていた。傷口から、赤黒い血が流れている。

　楓の喉のどが鳴った。急激な喉の渇かわきを覚おぼえる。好こう血けつ病びようの発作の前兆だ。

「双葉さん。顔色悪いけどどうかしたの？」

　蒼斗の心配そうな言葉が聞こえるが、それどころではなかった。




　緋香里




　緋香里は、ゆずるという少女が落としていった手紙に目を通して膝を打った。

　なぜピエロが、人を誘ゆう拐かいしているのか判明したからだ。

　手紙は、ゆずるの母親からのものだった。手紙の内容から見るに、どうやらゆずるの母親は重い病気を患わずらっているらしい。その病気の治ち療りようのために、やむなく、ゆずるを叔お父じである倉敷一かず馬まに預けていることがわかった。

　ゆずるの母親は、かなりおおらか、あるいは、底なしの馬ば鹿からしく、娘むすめのゆずるに、手紙で色とりどりの愚ぐ痴ちを書いていた。

　病院で出される食事は、味がないだとか、担当の医者が自分を視し姦かんしているようで、薄うす気き味み悪わるいだとか、女は風ふ呂ろでも派は閥ばつ争いするから大変だ、などバリエーションは豊かだ。

「まだ小さな子供にこんな愚痴を書いたらだめなの」

　緋香里は、ため息混じりに一番新しい手紙を見た。一週間ほど前の手紙だ。手紙には、倉敷一馬が発表した『亡霊道化師フアントムクラウン』がミリオンヒットして、自分の治療費を出してくれる夢をみた、という他力本願の本領をいかんなく発揮した文章が綴つづられていた。

「あいつは『亡霊道化師』の模も倣ほうをして、『亡霊道化師』の知名度を上げて、倉敷一馬に印税を儲もうけさせて、お母さんの治療費を稼かせがせようとしているの」

　緋香里は、ようやく合が点てんがいったという顔で言う。不可解なピエロの行動にも何となく筋道が通っているようにも思える。

「ぜんぶお母さんのためなの」

　自分ならどうするだろうか、と考えてみる。もし兄の蒼斗が病気になって、その治療費が自分の力だけでは稼げないものだったら。

「何か突とつ然ぜん、あいつに申し訳ない気持ちになってきたの」

　あのピエロは必死だったのだ。まだあんなに小さいのに必死に母親の病気を治そうと奔ほん走そうしていたのだ。それが自分はどうだ。必死な少女の行動を、自分の桃もも色いろ欲よつ求きゆうの赴おもむくがままに利用しようとしたのだ。

　緋香里は生まれて初めて、自分の桃色欲求がなりを潜ひそめるのを感じた。色しき欲よくがなくなった分、純じゆん粋すいに兄の蒼斗に会いたくなってきた。

「お兄ちゃんに会いたいの」

　緋香里は、ここにきてようやく物もの寂さびしさを覚えた。久しぶりに冷静になった気がする。




　蒼斗・楓




　蒼斗は混乱していた。いや、錯さく乱らんに近いかもしれない。楓を庇かばって、罠で小さな傷を負った。そこまではよかった。そこからがよくなかった、とも言える。

　蒼斗の手の甲にできた傷を見た瞬間、楓の様子が驚きよう異い的に変化した。悪い方に、だ。

　小さく肩かたが震ふるえたかと思うと、顔から血の気が引いていき、蒼斗の手の甲に目が釘くぎ付づけになった。

　蒼斗が「双葉さん、だいじょうぶ？」と言葉を投げかけると、蒼斗の質問には答えず、蒼斗の手の甲を掴つかみ、自分の口に運んだのだ。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか分からなかったが、手の甲にざらざらとした温かく、湿しめった感かん触しよくを感じた瞬間、楓に傷口を舐なめられていることに気づいた。

　人ひと気けのない森の中で、クラスメイトの美少女に、血液を舐められている。何なのだ。この状じよう況きようは。

「ふ、双葉さん！　どうしちゃったのっ？」

　蒼斗が声を張り上げると、楓は肩を大きく上下させて、はっと我に返ったように顔を上げ、目の縁ふちを痙けい攣れんさせる。目には後こう悔かいの色がありありと浮うかんでいた。

　所在なげに視線を這はわせる楓は消え入りそうな声で「……これは」と言った。

「え？」

「……消毒、そう、消毒」

「消毒」

「……化か膿のうしたら大変だから」

「そ、そうなんだ。ありがとう」

「……お礼無用」

　楓は俯うつむき加か減げんで「……早く洋館へ」と言う。

「うん。それじゃあ今度こそ、僕の後ろから離はなれないでね」

　蒼斗は言いながら、洋館へ向かった。影で分かる罠を避よけながら、進んで行くと、洋館の正面玄げん関かんに出た。背後を見やると、楓がきっちりとついて来ていた。

「なに？」

「ううん、何でもない」

　やはり気のせいだったのだろうか、と蒼斗はさきほど見た光景を思い出す。自分の血液を舐めている楓は蒼斗の『危険予知』で見える黒い影を背負っていた気がした。

　すっきりしない気持ちで、洋館の短い階段を上る。すると見覚えのある後ろ姿が玄関の前に立っていた。かなりの長身で、白い長ちよう髪はつを一本に結んでいる。着ている服は白衣だ。

「君は……」

　蒼斗は分かりやすすぎるその風ふう采さいの男に、思わず言葉を投げかけていた。




　理科雄




　罠わなの仕掛けられた場所を示す地図を持ち、理り科か雄おは森を進んで行く。

　直進すれば、三十分もかからない道のりを、罠を回かい避ひするように曲がりくねった道を選ばねばならない。

　なんとも迂う遠えんした道のりだ。小一時間ほど進むと、預かり屋コンバーターが仕事で使っている洋館が見えてくる。

　玄関の前に立つ。以前、罠の設置に訪れた時にはなかった人の気配がした。

「ふん、預かり屋コンバーターには悪いが、この扉とびらは爆ばく破はさせて貰もらおう」

　理科雄が白衣のポケットを探っていると「君は……」という声が聞こえてきた。

　見ると、栗くり色いろの髪かみの少年がこちらを見ていた。『薬局』の常連客の伊波緋香里の兄だった気がする。一人なのか、と思ったが、よく見ると蒼斗の隣となりには、以前自分が放送室に監かん禁きんした少女が、いた。たしか双葉楓という名前だったはずだ。

「ふん、少年たちか。こんな所に何の用だ？」

「ちょっとね。急いでるから手短に話すけど妹がピエロにさらわれたんだ」

「なるほどな」

「いやに簡単に信じるんだね」

「悪いか？」

「い、いや別に。君は、こんな所に何の用なのさ」

「ふん、ジェニファーに危害を加えた糞くそピエロを血祭りに上げにきたんだ。少年たちもこの洋館の中に用があるんだろう？　今この扉を破は壊かいしてやる」

　理科雄は、昨日急いで作った簡易爆ばく弾だんを白衣のポケットから取り出した。扉ぐらいは破壊できるはずだ。預かり屋コンバーターには後で嘘うそを織り交まぜた謝罪を入れればいいだろう。

「……その必要無い」と言ったのは楓だった。

「どういうことだ？」

「このぐらいの鍵かぎなら私が開けられる」

　楓はそう言うと扉に付いた鍵穴に、耳かきのような棒とＬ字形の金属の板を差し込み、何度か引ひっ掻かいた。すぐに、ガチャリと音をたてて、鍵が開く。
掻
「ほう」理科雄は目を細めた。「ピッキングか。やるじゃないか少女」

「……あなたのためじゃない」

「知ってるさ。では行こうか」

　理科雄は、扉を開け洋館に入った。ホールのような空間に出た。抜ぬけるような高さの天てん井じようには大きなシャンデリアが吊つるされてる。あれも罠だ。

「大きなシャンデリアだね。あれも罠だろ」

「よくわかるな。あれは正面から侵しん入にゆうしてきた人間を血祭りに上げるふりをした罠だ」

「ふり？」

「あのシャンデリアは非常に軽い物質でできてるんだ。それに少しでも衝しよう撃げきが加われば粉々に砕くだけるように作られている。真下にいて押しつぶされても、怪け我がはしない」

「どうしてそんなに詳しいの？」

「ふん、お前らには関係ない」理科雄はそう吐はき捨すて、「ほらお迎むかえがきたぞ」と視線を上に向ける。ホールの奥にある大きな階段の上にピエロがいた。

「ふん、ようやく再会できたな。おいっ少年！」

　理科雄は自分が持っていた洋館の地図を蒼斗に投げた。

「それは洋館の見取り図だ。罠の位置情報もある。少年たちはさっさと先に行け」

「え、でも。君はどうするのさ？」

「俺の目的は、はなからあのピエロだ。いいか、あの大きな階段を上って右手に行け。洋館の西側に、応接に使われる部屋がある。誘拐された妹は応接間のどこかにいるはずだ」

「えと、ありがとう」

「ふん、常連客へのサービスだよ。お前らはまっすぐ階段を上れ、ピエロが襲おそってきても俺がフォローしてやる」

　理科雄は白衣の左のポケットからメスを取り出した。右のポケットに手を入れたかと思うと、拳けん銃じゆうの形をした塊かたまりを取り出す。

「拳銃っ！」

「水みず鉄でつ砲ぽうだ。いいから早く走れ」

「う、うん。行こう双葉さん！」

「……了りよう解かい」

　蒼斗と楓は勢いよく、階段に向かって走って行く。ピエロは、二人に襲いかかろうと飛び上がった。

「ふん、学ばん奴やつだ」

　理科雄はポケットから茶色い瓶びんを取り出すと、それをピエロに投げた。昨日、ピエロに硫りゆう酸さんをかけようとしたように、瓶に向かってメスを投げる。

　メスで砕かれた瓶から、無色透とう明めいの液体が飛び散った。アレはただのさらさらした液体だ。今は、だが。ピエロは大おお鎌がまの側面を使い、液体を受け止めた。

「ふん。やはり思った通りだ。奴の動きは単調だ。飛ぶ、蹴ける、殴なぐる、鎌で切る。鎌で受ける。一回の攻撃につき一つの行動しか取らない。いや取れないか」

　蒼斗と楓は、階段を上り右折した。これでこのホールには自分とピエロだけだ。

「ふん、さあ糞ガキ。お仕置きの時間だ」

　理科雄は、手に持った水鉄砲の銃じゆう口こうをピエロに向けた。




　颯太・琴音・咲・椎那




　煙えん突とつから洋館に侵入した颯太の目に入ったのは、豪ごう華かな洋室だった。ベッドやソファーなどが並んでおり、壁かべには大きな絵かい画がが並べられている。次に目についたのは、扉の多さだった。四方の壁にそれぞれ扉がある。

「わ、なんだいこの部屋は」

　煙突から出てきた椎那が言った。きょろきょろと物もの珍めずらしそうに部屋を見み渡わたしている。

「どうしたん颯太あ！」

「早く下りて来いよ。中々面白いものが見られるぞ」

「それにしても、いいソファーだね。一人がけ用かな」

「おい、あまりうろちょろするなよ」

「だいじょうぶだよ。颯太様。きっちりダウジングで安全を確かめたから」椎那は口に手を当てて言った。

　椎那は余よ裕ゆうのある態度で、ソファーに座る。数拍はくの間があき、突とつ然ぜん、西側の扉が大きく開いた。扉の向こうには廊ろう下かはなく、無愛想な煉れん瓦がでできたダクトのようになっていた。

「きゃっ！」

　椎那の座るソファーが、椎那ごと開いた扉に引っ張り込まれていく。まるでポルターガイストの親しん戚せきのような現象だ。きっとポルターガイストではなくそういう罠なのだろう。

「椎那っ！」

　扉からダクトへ落ちる寸前の椎那の腕うでを掴むが、颯太も体勢を崩くずして椎那と共にダクトに落ちた。ダクトの縁につかまり、片手の腕わん力りよくだけで自分と楓を引き上げようとしていると、煙突から下りてきた琴音と咲が、血相を変えている様子が見えた。

　何を血迷ったのか、琴音が「颯太っ、これにつかまって！」と言って、ナイフを投げてくる。まず間ま違ちがいなく、自分の脳天直ちよく撃げきコースだ。

「うわっ！」

　咄とつ嗟さに頭を伏ふせ、その拍ひよう子しにせっかく腰こし辺りまで持ち上げていた腕が滑すべった。

　重力に従って颯太と椎那の体が落下していく。風きり音に混じって、琴音の「やってもたー」という悲痛なうめきが聞こえてきた。

「ナイフを出すな。ナイフを！」

　颯太は今いま更さらな台詞せりふを頭上に送った。




　理科雄




　理科雄は、早々とピンチに陥おちいっていた。ピエロにはメスも薬品も通じないことは二回の交戦から学んでいた。

　そのために、新しい武器を作ってきたのだが、その武器の効ききが予想していた以上に遅おそいのだ。戦っているうちにホールにある罠にかかってくれないか、とも期待したが、ピエロは理科雄の所持していた洋館に設置された罠の分布図を奪うばっていたので、その望みは薄うすいだろう。

　水鉄砲をピエロに向かって、発射する。勢いよく発射された液体は、ピエロを逸それて床ゆかに着ちやく弾だんした。

　今、ホールの床には理科雄の水鉄砲から出た粘ねん度どの低い液体が、大量に撒まかれているはずだ。

　理科雄はさらに白衣のポケットから水鉄砲を取り出すと、二丁拳銃のように水鉄砲を構え、ピエロに向かって連続でトリガーを引く。

　ピエロは、理科雄が撒いている液体には害はないと判断したのか、理科雄の射しや撃げきをよけることはせず、大鎌の側面で液体を受け止め、急接近してくる。

「くそっ」

　ピエロの振ふり上げた蹴りがみぞおちにめり込んだ。そのまま後方に飛ばされ、二回ほどバウンドした。

　ピエロが放った蹴りのダメージを確認し、笑った。いいぞ、昨日の半分にも満たない。　ピエロも同じ事を感じていたようで、不思議そうに自分の足を見下ろしている。

「どうだ。動きづらくてかなわんだろう。俺も同じだ」

　数メートル向こうにいるピエロに声をかける。ピエロはこちらに近づいて来ようとするが、一歩踏ふみ出すごとに膝ひざの上がる高さが低くなってくる。

「ふん、俺がお前や床に撒いていた液体は、可能な限りシクロヘキサンで薄めたポリブテンだ。簡単に言えばねずみ取りの粘着液だよ。シクロヘキサンは揮き発はつ性が高くてな。最初はさらさらした液体に思えるかもしれないが、時間が経たてば経つほど粘着力が増して、最終的には身動きが取れなくなる」

　理科雄が説明している間にも、ピエロの足は床と接着して離はなれなくなっている。

「さあ、お前から機動力と馬ば鹿か力ぢからを取ってしまえば、何も恐おそれることはない。今度こそ液体窒ちつ素そにつけて、ミキサーで粉々にして、細さい胞ぼうを採取してやるっ」

　勝利を確信した理科雄は高らかに宣言した。メスを取り出し、ピエロを細切れにしようと、ピエロに視線を向け、素直に驚きよう愕がくした。

　ピエロが動いているのだ。ゆっくりと緩かん慢まんな動作ではあるが、通常では身動きの取れないはずの状じよう況きようで、確実に理科雄に近づいてくる。

「ちっ、馬鹿力めっ」

　ピエロはある程度、理科雄に近づいたかと思うと、動きを止め、大鎌を振り上げた。そのまま振り下ろしても、理科雄には当たらない。

「ん？　待てよ」

　脳内にホールに仕し掛かけられた罠わなの配置図を思い浮うかべる。まず入り口を入ってすぐに見えないワイヤーがあり、そこを通ると、上から小さなシャンデリアが落ちてくる。このシャンデリアは本物だが、若じやつ干かんのタイムラグがあるので、普ふ通つうに歩いて入れば当たらない。

　次は先ほど、蒼斗に説明した巨きよ大だいシャンデリアのダミーのトラップだ。こちらは、ワイヤーを切ると同時にシャンデリアが落ちてくる仕掛けだが、それほど危険はない。

　それでも進む馬鹿には、強制的に洋館から退去願う夢のおもちゃが仕掛けられている。

「人間スリングショットだっ」

　思い出した瞬しゆん間かん、理科雄は青ざめた。あの罠は、預かり屋コンバーターのハリウッド映画好きが高じて作られたものだ。威い力りよくの抑よく制せいは度外視で作成されたはずだ。

　今ピエロが大鎌を振り抜こうとしている場所にあるのは、スリングショットを支えるワイヤーだった。

「やめっ！」

　と叫さけんだ時にはもう手て遅おくれで、ピエロは目には見えないワイヤーを切った。ワイヤーが空気を切る音が聞こえ、階段の表面に偽ぎ装そうされた幅はば二メートルほどのゴムの塊が、強くしなり、理科雄を襲った。

　人間パチンコとなった理科雄は、ハリウッド映画で、家族がクリスマス旅行中で留守の家を狙ねらう二人組の泥どろ棒ぼうのように、洋館の扉とびらを突つき破やぶり、森の中に姿を消した。

「おのれっ！　糞くそガキ！」

　理科雄の咆ほう哮こうが森の中に木こ霊だまする。




　蒼斗・楓




　蒼斗と楓は理科雄から貰もらった地図を片手に洋館を進んでいた。階段を二回上り、三階を歩いている。罠の位置は蒼斗の『危険予知』で見えるので、地図はもっぱら現在地の確認に使われている。

「うさ、どこにいるんだろう？」

「……たぶんこの地図にある『応』ってところ」

　楓は地図を指さした。洋館の西側の三階に、『応』と書かれた部屋が五つほど連続してあった。今歩いている廊下をまっすぐ行けばその部屋の前に出る。

「ねえ、双葉さん」

「……なに？」

「さっきのことなんだけど」蒼斗は言いながら、さきほど楓に舐なめられた傷をさすった。

「迷めい惑わくだった？」

「そういうわけじゃないけど」

「……じゃあよかった」

　その「じゃあよかった」は「もうその話はよそう」という話題の終しゆう止し符ふの意味が込められているのだろうと悟さとった蒼斗は、口をつぐんだ。

　しばらく無言のまま歩いて行くと、地図で言うところの応接間が並んだ廊下に出る。五つほど部屋が並んだ廊下だ。

「本ほん庄じよう理科雄の話によると、この五つの部屋のどこかに、うさがいるんだ」

「……しっ」

　楓が、切るような息を吐はいた。「何かが聞こえる」

「え、僕には聞こえないけど」

「……ううん。女の子の泣き声が聞こえてくる」

　楓は耳に手を当てて、目を閉じた。目を閉じたまま歩いていき、手前から二つ目の部屋で立ち止まる。

「……ここ」

「ここに、うさがいるの？」

　楓は無言で首しゆ肯こうする。扉を指さして「罠はある？」と聞いてくる。

「いや、ないね」即そく答とうした。この辺りには影かげは見えない。

　蒼斗の返事を聞いた楓は、洋館の正面玄げん関かんの時と同じように、二つの道具を取り出し、鍵を開けた。なぜ、このような特とく殊しゆな技術を持っているのか疑問でならないが、きっと聞いても答えてくれないだろう。

　楓が、どうぞ、とでも言うように扉に手を差し出し、手の平を上に向けた。

　扉を開けると、視界が桃もも色いろで一いつ杯ぱいになった。その直後に衝しよう撃げきがくる。

「お兄ちゃんっ寂さびしかったのおっ」

　目に涙なみだを一杯に溜ためた緋香里が、蒼斗の胸に飛び込んできた。

「うさっ。よかった、無事だったんだね。何か嫌いやなことされなかった？」

「うぅ。意外と快適だったの」

「だったらなんでそんなに泣いてるのさ」

「色々とパラダイムシフト的な事が起きたの。あと、あのピエロが不ふ憫びんで仕方が無いの」

「何がなんだかよく分からない」

「……それより……脱だつ出しゆつ希望」

「それもそうだね」

「むっ。楓、なんでお兄ちゃんと一いつ緒しよにいるの？」

　今まで瞳ひとみに溜めていた涙を一いつ瞬しゆんで蒸発させて、楓に尋たずねる。

「双葉さんは、うさを捜さがすのに協力してくれたんだよ。ほら。お礼を言いな」

「む、その、ありがとうなの。でもなんでそんなにソワソワしてるの？」

　緋香里の問いかけに楓は肩かたをすくめ「……職業病」と端たん的てきに答えた。「盗とったら、すぐに逃にげる」

　楓は、言い慣れた言葉を言うように、なめらかに口を動かした。




　颯太・椎那




「いっつっ」

　椎那を庇かばうようにダクトを落下した颯太は、うめき声を上げた。辺りを見やると、どうやら倉庫のような部屋らしい。煉れん瓦がの壁へき面めんがそのまま露ろ出しゆつしている。光はない。目が闇やみに慣れるのを待っていると、自分の上に人が乗っていることに気づく。

「どうも颯太様。ごめんね、余計なことしちゃったみたいで」

「どうにも謝られている気がしないのは気のせいか？」

「いや、この体勢は一つのサービスだよ」

　椎那は、ごめんごめん、と謝りながら颯太の上から下りた。

　颯太は、立ちあがりどこかに通路がないか室内を見み渡わたす。テーブルやら椅い子すやらが乱雑に積み上がっている隙すき間まから、扉とびらが覗のぞいている。

「あそこから出られそうだな」

「そうだな。あそこからなら出られそうだ」

　颯太がガラクタの山に登り、扉発はつ掘くつ作業に入ると、椎那が改まった口調で「颯太様」と言った。

「なんだよ」

「颯太様って園城家についてどう思ってる？」

「園城家について？」

「ああ」

「ううん。なんとも思ってないなあ。何か思ってたら実家から絶ぜつ縁えんされないだろう。何も考えてないから今みたいな生活をしてるんだろうなあ」

「そう、か。何も考えていないのか」

「ただ肌はだには合わないから自主追放したんだろうな」

「肌に合わない？」

「そうなんだよ。俺は園城家がしっくりこないんだ。あれだな。身みの丈たけに合わないほど大きな貝を背負ったヤドカリみたいな気分なんだよ。園城家って大きいだろ？」

「だな」

「でも、俺は大きくないんだよ。園城家っていう貝かい殻がらは俺には大きすぎるんだ。英才教育にも脊せき髄ずい反射で拒きよ絶ぜつ反応したし。カビの生えたような家訓やしきたりも蕁じん麻ま疹しんが出る」

「それって嫌きらいってことじゃないのかい？」

　颯太はくるりと振ふり返かえって人差し指を立てた。「嫌いじゃないんだ。肌に合わないんだ。例えば、小麦アレルギーの人間がいたとする。そいつは、小麦は食べないけど嫌いじゃない。その証しよう拠こに、そいつは小麦畑を燃やしたりパン工場を爆ばく破はしたりしない。そうだろ。俺もな、そうなんだよ。園城家は嫌いじゃないが好きでもない。肌に合わないから近づきたくないんだ」長々と語る颯太の話を聞いて、椎那は噴ふき出した。

「はは、驚おどろいた。颯太様はフリーダムだな」

「俺はな、雲のように自由な男なんだ。さて、扉が姿を現した。さっさと行こう」

「ああ」

　颯太は扉を開ける。鍵はかかっていないので、抵てい抗こうなく開いた。扉の先は上り階段だった。どうやら颯太たちがいたのは地下らしく、階段を上ると蛍けい光こう灯とうの光が二人の目を刺し激げきする。

　罠に気をつけながら廊ろう下かを進むと、大きなホールのような場所に出た。どうやらここが正面玄関にあたる場所らしい。

　二人がホールに足を踏ふみ入れようとすると、開け放たれた扉から、数十個の茶色い瓶びんが飛び込んできて、床に落ちるとねっとりとした液体が床ゆかに広がった。

　颯太が「なんか見たことある気がするなあ」と漏もらすと「糞ガキィィィィィ！」という罵ば声せいが聞こえてきて、白衣を着た男が姿を現した。

　本庄理科雄だ。何があったのか分からないが、着ている白衣はあちこち破けている。

「お前って絶対こういう時に現れるよな」颯太が呆あきれるように言う。

「ふん、お前にだけは言われたくないな、ジェニファー誘ゆう拐かい犯め。ああ、それと、今俺が薬を撒まいた所以外歩くなよ。そこ以外はねずみ取り状態だからな」

「げ、本当だ。お前何したんだよ？　ていうかなんでここにいるんだ？」

　颯太と椎那は理科雄に近づき尋ねた。

「ふん、お前には関係ない。俺は糞ピエロを血祭りに上げにきただけだ」

「ねえ、颯太様」

「そうか。俺はそのピエロを無傷で捕ほ獲かくしにきたんだが」

「ねえ、颯太様って」

　颯太と理科雄はお互たがいの意見を口にして即そく座ざに臨戦態勢に入った。颯太は警けい戒かいするように腰こしを下げ、理科雄はメスを取り出す。

「ちなみにピエロを俺に譲ゆずる気は？」

「ふん、あると思うか？」

「ちっ！」

「ねえ、颯太様って！」

「どうしたんだよ。こっちは今取り込み中なんだ」

　言いながら、理科雄を見続けていると、理科雄の顔に勝利の確信とも呼べる笑みが浮うかんだ。

「戦う前に勝負あったな。後ろを見てみろ」

　理科雄は両手を挙げて、颯太の背後に顎あごをしゃくった。背後を見やると、ものの見事にねずみ取りに自由を奪うばわれる椎那の姿が、あった。

「その少女の頭上を見てみろ。シャンデリアがあるだろ？」

　たしかにある。理科雄は続けた。

「その下に見えづらいが、細いワイヤーがあるだろ。アレを切ると、シャンデリアが落下する作りになっている。一種の罠わなだな」

　そう言うが早いか、理科雄は白衣のポケットから瓶を取り出すと、ワイヤーが張ってあるあたりに向かって、瓶の中身をかけた。

　何の薬品だか分からないが、まず間ま違ちがいなくワイヤーを溶とかす何かだろう。颯太がワイヤーを掴つかむのと、ワイヤーがちぎれるのはほぼ同時だった。

「っこんのっ」

　こんな細いワイヤーでぶら下げられるぐらいだから、大した重さではないのではないか、と安易な期待をしてみたが、間違っていた。シャンデリアは笑いがこみ上げるほど重かった。手にワイヤーが食い込み、肉が裂さける。

「颯太様！　だいじょうぶか！」

「ふん、そいつならなんとか耐たえられるだろう。ピエロを血祭りに上げた後、助けてやる」

「今すぐ助けろっ。マッドサイエンティスト！　俺が死んだらどうしてくれる！」

　手に食い込むワイヤーで出血がひどくなってくる。血が床に、したたる。血液で小さな水みず溜たまりができている。

「颯太様！　えと、私ならだいじょうぶだ。颯太様が手を放しても無傷で生せい還かんできるのが分かるんだ。私は来らい者しやだからなっ」椎那が口に手を当てて訴うつたえる。

　いつものあの余よ裕ゆうめいた態度はどこへいったんだ、と笑う。たかが血を見ただけでこの取り乱しよう。やはり椎那も温室育ちだ。

「嘘うそをつくな嘘を」

「え？」

「お前は嘘をつく時、手を口元にやる癖くせがあるんだ。今のお前の発言は嘘だよ。そうだろ。俺は人間観察が得意なんだよ」

　椎那は動どう揺ようするような焦しよう燥そうするような顔をした後、最終的に困った笑みを浮かべて「驚いた」と言った。「颯太様、そういうとこ見てるんだ」と口元を震ふるわせる。

　さすがにこれ以上は悪あがきか、と颯太は諦あきらめた。これ以上、無む駄だにあがいても椎那が動揺するだけだ。自分の予想に反して椎那は、繊せん細さいな人間らしい。

「ギブアップだ！　ピエロからは手を引く。それでいいだろう」

　階段の付近まで歩いていた理科雄は、振り返り「ふん、まあいいだろう」と言うとこちらに引き返してくる。

　つくづく自分には仕事運がないな、と颯太は笑った。




　琴音・咲




「これは、こうで、こうやって……解かい錠じようです」

　咲は扉とびらにはめられたパネルを動かしながら、軽快に口を動かした。颯太と椎那がどこぞへと落下して行ってしまった。その原因の九割近くは自分のミスにある事実には一いつ旦たん目を瞑つぶるとして、とりあえず、颯太たちを捜そう索さくすることになった。

　この辺りのエリアは罠よりも、セキュリティーに力を入れているらしい。それも普ふ通つうのセキュリティーではなく、こう、どこか遊び心溢あふれるものだった。

　パズルゲームだ。百ピースほどのスライド式のパズルゲームだった。ボードの一カ所に空白があり、そこにピースをスライドさせて絵え柄がらを合わせていくパズルだ。

　そのパズルの完成が、扉を開けるための鍵かぎだった。

　普通だと、何時間もかかりそうなパズルを、咲は数分で完成させてしまうのだ。

「咲ちゃんすごいねえ。なんでそんな早く完成するん？」

「さあ、何ででしょうか？　パズルもゲームですから『博ばく徒と』の力が発動してるんだとは思うんですけど……さてと、これでこの扉も開きます」

　咲の宣言通り、扉が開く。すると数メートル先にまたパズルのついた扉があった。

「また扉や。なんでこんなに扉ばっかりあるんかな」

「さあ、まあ問題はありませんけどね」咲は悠ゆう々ゆうと進む。

　もしかすると、自分たちが侵しん入にゆうに使ったあの煙えん突とつは、侵入者を誘さそい込むための罠だったのかもしれない。だからあれほど簡単に、潜せん入にゆうを許したのだ。

「颯太たち、だいじょうぶやろか？」

「お体はだいじょうぶだと思いますけど……椎那さんと二人きりっていうのが心配です」

「確かになあ。颯太、今日の仕事が終わったら誰だれを飼主マリア様に選ぶんかなあ」

「誰でも構いませんよ」

「ふぇ。そうなん」

「はい、颯太くんが自分で選んだ女性なら、仕方がありませんよ」

　琴音は、胸にちくりと痛みを覚えた。咲は、颯太の気持ちを第一に考えている。だけど自分は自分のことばっかりだ。

「扉が開きましたよ」という咲の声で我に返る。

　パズルのついた扉は今ので最後のようだ。左右に部屋のある廊下が延のびている。

　琴音が咲の前を先導するように歩いていると、廊下の途と中ちゆうにある分かれ道から、ずずっ、という何かを引きずるような音が聞こえてきた。

「咲ちゃん。うちの後ろから離はなれんといてや」

　琴音は、咲に言うと、ゆっくりと足音を立てないように、廊下の分岐点に近づいていく。やはり、何か重い物を引きずっているような音だ。微かすかではあるが足音も聞こえてくる。

　深呼吸をして、「誰やっ」と叫さけび、飛び出した。

　果たして、そこにはボロボロのピエロが、いた。着ている衣装はあちこち破れ、靴くつも片方脱ぬげている。もう片方の靴は、床と接着しているのか、非常に歩き辛づらそうだ。さらに片方の手で大おお鎌がまを引きずっていた。

「おっ」琴音は怯おびえた声を出す。

「琴音さん、どうしたんですか？」

「おばけえええ！」

　琴音は絶ぜつ叫きようして大量のナイフをピエロに向かって投げた。まったく予想外の攻撃だったのか、ピエロの反応が一いつ瞬しゆん遅おくれ、ナイフを一本よけ損そこなった。ナイフがピエロのつけているマスクをかすり、マスクが剥はがれた。

「ふぇ、女の子？」

「あっ、この子があのピエロですよ」

　ピエロの正体は可愛らしい少女だった。死し魚ぎよにも等しい目の色が少々、問題あるかもしれないが、それ以外はおおむね美少女と言っても差し障さわりない。

　不可解な点はあるが、確かにあれはピエロだった。床に転がるマスクもピエロっぽい。ピエロは琴音たちに背中を向けて走り出した。

「あっ。琴音さん、逃にげてしまいましたよ。追いかけましょう」

「うん、そうやね」

　琴音たちは逃げるピエロを追いかける。幸いピエロは満まん身しん創そう痍いなのか、持っている鎌が重いのか、追いつけないにせよ引き離されることもなかった。

　ピエロを追いかけて廊下を幾いく度どか曲がると、ホールのような空間に出た。大きなシャンデリアが目に入る。ピエロが階段を下っていく。それに続くと、突とつ然ぜんピエロが方向を九十度変えて、大きく飛び上がった。

　ピエロが飛ぶ先には、なぜだか本庄理科雄がいた。その本庄理科雄は、身動きの取れなくなっている颯太と椎那に、怪あやしい瓶びんを投げようとしていた。

　琴音はナイフを構える。構えるがどこに投げていいのか皆かい目もく分からなかった。

「琴音っ。ピエロと本庄理科雄の中間地点にできるだけナイフを投げるんだ」どこからか、蒼斗の声が聞こえてきた。

　その声に従うまま、琴音は大量のナイフを理科雄とピエロの間に投げる。




　蒼斗・緋香里・楓




　蒼斗たちが理科雄に渡わたされた地図を片手に、ホールにたどり着くと、実におもしろみのある光景が目に飛び込んできた。

　ホールの入り口では、颯太と椎那が理科雄に何やら薬品らしきものを投げられそうになっている。その後ろには、理科雄を大鎌で襲おそおうとしているピエロが宙に舞まっていた。

　更さらに階段に目をやると、琴音と咲がいた。琴音はナイフを構えているが、どこに投げていいのか分からない様子でおろおろしている。

「……奇き観かんの極きわみ」

「なんで、みんなこの洋館にいるの？　お兄ちゃんが呼んだの？」

「いや、そんな記き憶おくはないよ。でもこの状じよう況きようはなんとかしないと」

　蒼斗はすばやく視線を這はわせた。この場にいる人間の位置関係を把は握あくする。颯太たちと理科雄の距きよ離り、理科雄とピエロの距離。理科雄とピエロの頭上に巨きよ大だいなシャンデリアがあることに気づく。理科雄の言っていたダミーのシャンデリアだ。僅かながらに影かげが見える。

　その影は、細い糸になって理科雄とピエロの中間地点になる床ゆかに続いていた。

　あそこにシャンデリアを落下させるワイヤーが張られているはずだ。

「琴音っ。ピエロと本庄理科雄の中間地点にできるだけナイフを投げるんだ」

　琴音に声を飛ばすと、琴音は反射的にナイフを蒼斗の指示する場所に投げた。ナイフが床に突つき刺ささった瞬しゆん間かん、巨大なシャンデリアが落ちていくのが見えた。




　颯太・椎那・理科雄




　颯太は目の前で何が起こったのか理解出来なかった。

　理科雄に敗北宣言をすると、理科雄は踵きびすを返してこちらまで近づき、白衣のポケットから瓶を取り出した。

「それはなんだ？」

「少女の自由を奪うばっているねずみ取りを無効化する油だ。俺がこのホールに入って来た時に大量に撒まいていたものだよ」

「そういう物があるんだなっ。いっつ」

「説明はいいから早くその薬品を寄よ越こしてくれないか。じゃないと颯太様が」

「ふん、霊れい長ちよう類るいの女はこれだから。そのワイヤーじゃあ、骨まで切断するのは無理だ」

「そういう問題じゃないんだっ」

　理科雄は興味なさげに鼻をならすと、瓶をこちらに投げた。

「今回は完全にお前に負けたなあ」

「ふん、貴様の運が悪すぎるんだ。悪いがピエロは俺がお仕置きさせてもらう」

　理科雄がそう言って、にやりと笑った時だった。背後に迫せまるピエロが視界に入った。その後「琴音っ。ピエロと本庄理科雄の中間地点にできるだけナイフを投げるんだ」という声が耳に入った。そして理科雄とピエロの姿が視界から消えた。

　巨大なシャンデリアの下した敷じきになったのだ。シャンデリアが雪のように細かい粒つぶ状じようになり、颯太の視界を奪う。間ま違ちがいなく理科雄とピエロは星になったと思った。

「颯太様！　もうワイヤーを放してもだいじょうぶだ」

「え？　ああ」

　颯太が力のない返事をしてワイヤーを放すと、小さい方のシャンデリアがけたたましい音を発して砕くだけた。目の前のシャンデリアとは壊こわれ方がまったく違ちがう。

「颯太様、早く手を見せるんだ」

　椎那は慌あわてた様子でハンカチを取り出し、それを二つに噛かみ破り、颯太の両手に巻いた。

「だいじょうぶだよ。これぐらい。理科雄の言ってた通りあのワイヤーじゃ骨まで切れないよ。ん、椎那、顔赤いぞ」

「な、なんでもない」

　砕けたシャンデリアの粉でできたもやが、おさまってくる。するともやの向こう側にもぞもぞと動く影が見えた。本庄理科雄の影だ。どうやら健在らしい。

　完全にもやが晴れ、あちこちから、聞き覚えのある声が聞こえてきた。「颯太、だいじょうぶだった？」と言って走ってきたのは蒼斗と緋香里と楓だ。

「今のシャンデリアの落下、うちのナイフのせいやないよね」と近づいてきたのは、はぐれていた琴音と咲だった。

　理科雄は俯うつぶせで倒たおれて憮ぶ然ぜんとしている。地面にメスが落ちていたので、颯太はソレを拾う。理科雄の頬ほおにメスを向け、颯太はぎこちなく、

「俺の運の勝利ってことでいいか？」と尋たずねた。

「ふん、好きにしろ」理科雄は毒気を抜ぬかれたように言った。「それよりも」と続ける。「それより、この場で一番言う必要がある言葉があるだろ？」

「まあな」

　この場にいる全員が頷うなずき、大きく息を吸った。そして、

「「「「「「「「なんでみんながここにいんの？」」」」」」」男女の声が綺き麗れいに唱和した。




　颯太・琴音・咲・椎那・蒼斗・緋香里・理科雄




「本当に申し訳ありませんでした」

　倉敷一馬は颯太たちに頭を下げた。洋館でピエロ、もとい、倉敷ゆずるを捕ほ獲かくした颯太たちは、緋香里の提案で、とりあえず一いつ旦たん、倉敷一馬のところへ連れて行こうという話になったのだ。

　倉敷一馬のマンションには颯太、琴音、咲、椎那、蒼斗、緋香里、理科雄の七人が詰つめかけている。双葉楓は「……興味ない」と淡たん泊ぱくに言い残すとそのまま姿を消した。

　倉敷一馬の隣となりには、無表情な顔で死魚の目を湛たたえた少女が、正座していた。ゆずるだ。

「おい、倉敷作家。たしか昨日、俺がお前を助けてやった時、このピエロについては知らぬ存ぜぬを貫つらぬいていたじゃないか。これはどういうことだ？」

　理科雄が眉み間けんに皺しわを寄せて、問いただした。

「ゆずるの事を知らないと言ったことに関しては、謝ります。ですが、僕もゆずるがどこに行ってしまったのか分からなかったのは本当です。だから、特とく殊しゆ便利屋に頼たのんでゆずるを捜さがしてもらう事にしたんですが……」

「その特殊便利屋、というか調律屋チユーナーもそこのゆずるちゃんに撃げき退たいされたわけだ。それであの糞くそ秘書カポタストに目をつけられて捕獲命令が俺のところに来た、と」

「というか、なんでゆずるちゃんは、ピエロの格好なんかして人を襲っとったんや？」

「いろいろ、不思議な事がいっぱいです」

「そもそも、なんで妹を誘ゆう拐かいしたのさ」

　口々に質問が上がる中、椎那だけは冷静に「ちょっと、ちょっと、待つんだ」大きな声を出して、その場を鎮しずめた。

「出発点から始めようよ。まず倉敷一馬さんとゆずるちゃんの関係は何」

「僕たちは……」

「倉敷一馬はゆずるの叔お父じなの」

「叔父？　隠かくし子ごじゃなかったんだね。というか、なんで緋香里ちゃんが知ってるんだい」

「たぶん、ゆずるの事なら私が一番みんなに説明できると思うの」

　緋香里はポケットから封筒の束を取り出して、それをゆずるに手て渡わたした。

「悪いけど、中身を読ませてもらったの。ゆずるは、お母さんが病気で入院して叔父の倉敷一馬に預けられたの。でも、倉敷一馬と父親の電話を聞いて、お母さんの病気を治すには沢たく山さんのお金が必要だって知ったの。でも、誰だれにもそんなお金がないから、ゆずるは考えたの。どうすればお金が稼かせげるんだろうって」

「ふん、下らんな」と言って立ち上がったのは理科雄だった。「おおかた、そこにいる倉敷一馬の書いた『亡霊道化師フアントムクラウン』を読んだんだろうな。『亡霊道化師』には、自分の書いた小説を売るために、小説内に出てくる誘拐ピエロの模も倣ほう犯を演じる馬ば鹿かが出てくる。そこのちっこい少女は、その真ま似ねをして、倉敷作家に印税を儲もうけさせようとしたんだろう。幸い、俺から盗ぬすんだ薬品と『預かり屋コンバーター』の洋館があればそれも可能だからな。偶ぐう然ぜんの産物で荒こう唐とう無む稽けいで直情的で短たん絡らく的だ。情で動く人間の行動は突とつ飛ぴだな」

　理科雄は、興味なさげに、それだけ口にすると、颯太たちに背中を向け玄げん関かんに向かった。扉とびらを開ける。

　颯太が「もう、この子のことはいいのか？」と声を投げかける。理科雄は振ふり返かえりもせずに「ジェニファーに危険がないと分かれば後はどうでもいい。あの洋館に捕とらえられている他の連中は俺が適当に処理しといてやる」と言って、退いた。

「本当に皆みなさん、すみませんでした。皆さんには多大なる迷めい惑わくをかけてしまって」

「別にこの場にいる誰も怒おこってないと思うぞ」

「だねえ。バレンタインデーに起きた事に比べれば命の危険もなかったし」

「せやね。本庄理科雄と違って情状酌しやく量りようの余地もあるしね」

　緋香里は少し気になることがあるのか「別に怒ってないけど、聞きたいことがあるの」

「なんでしょうか？」

「ゆずるのこの力はなんなの？　颯太だってここまでの筋力はないの」

「それは俺も気になった」

「ああ、この子の筋力の話ですか。この子は生まれつき筋力が強いんです。牛や犬とかには時々見られる症しよう状じようらしいのですが、人での発はつ症しよう例は極めて異例らしいですね。そのせいかどうか分からないんですが、どうにもゆずるには感情がないようで……」

「そんな事ないのっ！」風船が破は裂れつするような声を出したのは緋香里だった。

「ゆずるは立派に感情を持っているの。じゃないとお母さんのために、一人でここまでがんばれるわけないの。手紙にも書いてたの、お母さんの病気が治ったら、一いつ緒しよに遊園地に行くのが楽しみだって。今だって、お母さんの事が心配で仕方がないの。私には見えるの」

　緋香里の肩かたで息いきをするような語気に、一同は唖あ然ぜんとなった。

「おい、緋香里ちゃん。他人、しかも同性のためにここまで必死になれる子だったか？」

「ううん。僕の記憶の中では、そんなこと一度もなかったはずだよ」

　誰しも呆ぼう然ぜんとする中で、ぽたり、というしずくが床に落ちる音が聞こえてくる。見てみると、ゆずるの瞳ひとみから涙なみだが流れていた。嗚お咽えつすることも、顔を歪ゆがめることもしないで、ただ瞳から涙を流していた。

　緋香里が、そっとゆずるを抱だきしめる。なんとなく、年の離はなれた姉妹のように見え、つまり、緋香里が随ずい分ぶん大人びて見えた。

　颯太は、涙は人間のつくる一番小さな海です、という詩人の言葉を思い出した。

　颯太は、あまり、言う気はなかったのだが、ここでこの話をゆずるたちに知らせないというのは、あまりに薄情な気がして、仕方ない、と肩をすくめ携けい帯たいを取り出した。

「もし、ゆずるちゃんが良かったらなんだが」と切り出す。「ゆずるちゃんがその気なら、お母さんの病気を治す手段がある」

　颯太は言いながら、普ふ段だんなら絶対にかけたくない上司の名前を電話帳から呼び出した。




　颯太・琴音・咲・椎那




　あれから一週間が経たった。颯太の元には毎日のように秘書カポタストからの苦情が寄せられている。

『まったく。あのゆずるという少女は何なのですか？　どうすれば意思の疎そ通つうが図はかれるのかまったく分かりません』

「だろうな。でもお前が悪いんだぞ？　お前が最初にゆずるちゃんを調律屋チユーナーにスカウトするって言ったんだ。俺は仕事をこなしただけだ。そうだろ」

『まさか、これほどのものとは思ってもみませんでした。身体能力は最上級、仕事の理解力は最低です。極きよく端たんすぎますね』

「それで、ゆずるちゃんの母親の病気は治るのか？　それがゆずるちゃんが調律屋チユーナーとして働く条件のはずだ」颯太はしたり顔で尋ねた。答えは分かっている。

『……勿もち論ろん、契けい約やくは絶対です。彼女の母親の治ち療りよう費と当面の生活費は、調律屋チユーナーで負担します。……あなた、わざとですね？』
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「何がだよ」

『我々が調律屋チユーナーをスカウトする際、必ずスカウトされる人間に有利な契約内容を提示します。あなたの場合は「桜さくら坂ざか学園の学費とその生活にかかる家賃、水道光熱費」です。今回は完全に、その契約が仇あだになりました』

「ゆずるちゃんが、調律屋チユーナーで働く条件は『母親の病気の完治までの治療費』だもんな、しかも一いつ括かつキャッシュでだ。その割には、ゆずるちゃんは調律屋チユーナーとして役に立ちそうにないな。俺の時みたいに、きっちり適性検査をしてから契約すればよかったんだ。そうだろ」

『あの年ねん齢れいで調律屋チユーナーを撃退している実績を踏ふまえたんです。まあ、今日はもういいでしょう。また仕事があれば連れん絡らくします』

「あいよ」

　通話を切って、携帯をポケットにしまう。部屋から廊ろう下かに出る。そのまま風ふう楽らく荘そうの玄関を開けると、引ひっ越こし業者の軽トラックが目に入った。

「あ、颯太様、見送ってくれるのか」

「見送るも何も玄関までの話だろ」

「あっという間の十日間やったなあ」

「私、すっごく楽しかったです」

「結局、お前は何しに来たんだ？」

「当初の目的は達したとだけ言っておくよ。私は真しん剣けんに園城家と向き合うつもりだ」

「そうか、それはいいことだな」

「園城家から背中を向けて逃とう走そうした颯太とは大おお違ちがいやね」

「背中を向けていても、ここが地球である以上、向かい合っていることになるんだよ」

「なんとなくロマンティックな言葉ですねえ」

「咲ちゃん、颯太の詭き弁べんに騙だまされたらあかんえ」

「はは、颯太様はそのままでいいんじゃないかな」

　椎那はトラックの助手席に乗り込んだ。ドアを閉める。エンジンがかかる。助手席の窓が開き「琴音ちゃん、咲ちゃん。これから一緒に頑がん張ばろう」という言葉を残し、走り去った。

　トラックを見送った琴音は「さあ。うちらもはよ学校行くえ」と言う。

　咲は「はあ、琴音さん、羨うらやましいです。颯太くんと一緒の学校で。颯太くん、短い間でしたがお世話になりました」と言うと、センチュリーのリムジンに乗って君くん子し蘭らん女学院に登校していった。

　咲を乗せたリムジンを見送っていると、後ろから「颯太、はよ行かな遅ち刻こくやよ」と言う琴音の声が聞こえた。
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　お母さんの手紙




　ゆずるへ

　お久しぶりです。お元気ですね。もう『？』はつけません。なぜなら知ってるから。お母さんは、体がはち切れんばかりに元気です。

　叔お父じさんから、あなたの悪戯いたずらについて聞きました。ピエロが好きなのは知っていましたが、まさか『亡霊道化師フアントムクラウン』の真ま似ねをするとは。お母さんびっくりです。

　そもそも、どこで大おお鎌がまを入手したのでしょうか。それが気になって夜も眠ねむれません。逆に言えば、それ以外はどうでもいいので、特に怒おこってはいません。

　なぜなら叔父さんに迷めい惑わくをかけても、お母さんには迷惑をかけていないからです。叔父さんにはまだまだ迷惑をかけて構いません。私には、駄だ目め、絶対。

　お母さんのために頑張ってくれるゆずるが、お母さんは大好きです。しかし、女なら自分の幸せを考えて下さい。女は他人を犠ぎ牲せいにしてでも自分は幸せになるんだ、という気き概がいがなくてはいけません。今のゆずるは『便利な人』になっています。『便利な人』はなるものではありません。ゆずるには『便利な人』ではなく『便利な人を使う人』になってもらいたいです。

　話は変わりますが、少し前に不思議な女性が病室に現れて沢たく山さんのお金を置いていきました。こういうのを『怪あやしいお金』と言います。勉強になりましたね？　なって下さい。

　ゆずるはこういうお金を、安易に受け取ってはいけません。お母さんは受け取りました。お母さんはお金が大ちゅきだから。汚きたない金も金に違ちがいありません。ゆずるはお母さんを見習わないように。

　もう手紙は書きません。断筆です。意味は分かりますね。分かって下さい。

　次、ゆずると会うときは一いつ緒しよに遊園地へピエロを見に行くときです。楽しみにしていて下さい。お母さんは楽しみです。それでは、また。


お母さんより






　再会




　桜さくら坂ざか学園のチャイムが昼休みを告げた。琴こと音ねの元にお馴な染じみのメンバーが集まってくる。

「やあ、椎しい那なさん今日引ひっ越こすんだって？　颯そう太たは引っ越さないの、地じ獄ごくとかに？」蒼斗がさわやかな顔で不愉快な言葉を発する。

「うるさいんだよ。なんでお前は俺だけには厳きびしいんだ？」

「まあ、まあ。今朝お見送りしてきたとこやよ。あ、颯太お弁当」

「む、ごくろっ」

「なんでそんなに偉えらそうなん？」琴音は胸むな元もとに手を入れる。

「ナイフを出すな。ナイフを」

「それにしても、椎那さんが最後に言ってた『これから一緒に頑張ろう』ってどういう意味なんやろ」

「さあな。マリア様ゲームはまだ終わってないって意味じゃないのか」

　颯太はげんなりした顔で言う。

「あ、琴音ったら今、焦あせったろ？　ようやくいつも通りの日常に戻もどったのにって」蒼斗はシニカルな顔を琴音に向ける。

「焦ってへんもんっ」

「琴音、それ嘘うそ、なの」と緋ひ香か里りが教室の扉とびらを開けて、宣言する。

「緋香里ちゃん、人の話の内容も聞いてへんのに人の心見るのやめへん？」

「無理、なの」

「心を見るっていえば、『ゆずる最新情報』が届いたぞ」

「聞かせてっ、なの」

「ゆずるちゃんの母親の治ち療りよう費と当面の生活費は保障されたよ。怪しい連中だけど、契けい約やくに関しては絶対に守る奴やつらだから安心していい」

「そう、よかったのっ」緋香里は満面の笑みで答える。

「僕、ようやく緋香里が魔ま道どうから戻って来てくれた気がするよ」

「いやあ、これも颯太様の知ち恵え、いや奸かん計けいのたまものだな」

　教室の入り口から椎那の声が聞こえてくる。声の方を見やると、椎那の姿があった。

「よ、椎那。引ひっ越こしの片付けは済んだのか？」

「まあね、実家に帰るだけだったし」

「し、椎那ちゃん」琴音が素すっ頓とん狂きような声を上げた。「引っ越したんちゃうん？」

「うん、引っ越したよ。でも転校するとは言ってないじゃないか。それに一緒に頑張ろうって言っただろ？」

　椎那は琴音の耳元に口を近づけ、「私、颯太様に真剣に惚ほれちゃったみたい。自分でも気づかなかった癖くせを見破られちゃったら仕方ないよねえ。颯太様は私を私以上に私として見てくれてるみたい。ヘリの中で引いた『愚ぐ者しや』のタロットカードは私のことみたいだね」と囁ささやいた。

「ほ、惚れたってあの颯太にか？」琴音は颯太には聞こえない声を出す。

　椎那は、綺き麗れいな微び笑しようを浮うかべて

「あ、驚おどろいた？」と言った。








　あとがき




　お久しぶりです。前巻のあとがきで、自分の容姿を『黒くろ髪かみの美青年』と表現し、僕の容姿を知る周囲の人間から「お前のは黒髪の美青年ではなく見た目的には理り科か雄お」と大バッシングを受けたマナベスグルです。

　少し旬しゆんの過ぎた話なんですが、ここ二年ほど、楽器屋に行くとほぼ百％の確率で某ぼう軽音部アニメのキャラクターのポスターや看板を見ます。

　あのアニメのおかげで、楽器屋さんにちょっとしたバブルが起きたのも記き憶おくに新しい出来事です。

　読者様の中にも、あのアニメを見てバンド活動やエレクトリックギターに興味を持った方がいらっしゃるのではないでしょうか。

　僕も一いつ瞬しゆん、バンド活動に興味を持ったのですが、楽器屋でエレクトリックギターを持った瞬しゆん間かんに、エレクトリックギターのあまりの重さに驚きよう愕がくし、挫ざ折せつしました。挫折するも何も、そもそもバンドを組もうにも、バンドを結成させるだけの交友区域を持ち合わせていない、という根本的な問題もあったのでエレキギターに目覚めなくて、正解だったのでしょう。

　それでまったく音楽をしていないのか、と言われるとそういうわけではなく、一応、高校の時からアコースティックギターをやってます。アコギです。

　アコギと聞いて、読者様はどのような想像をするのでしょうか。たぶん、よく駅前とかでジャカジャカと弦げんをかき鳴らして唄うたっている人の姿などを想像する方が多いのだと思います。所謂いわゆる、弾ひき語がたりというやつです。

　僕のことを担当して頂いているＭ編集者様も、僕が「アコギが趣しゆ味みです」と言うと、弾き語りを趣味にしている、と勘かん違ちがいして「じゃあ、打ち合わせの時に某軽音部アニメの主題歌を唄ってよ」とむやみに法外な注文をしてきました。

　そこで僕も断れればよかったのですが、当方『ＮＯと言えない日本人の美青年』を自じ称しようしていたので、断るに断れませんでした。

　つまり、Ｍ様の前で唄うことになりました。男である僕が、打ち合わせ室なのにも拘かかわらず打ち合わせそっちのけで、某軽音部アニメの主題歌を大声を張り上げて。

　誰だれ一人ひとり得をしない、望みも望まれもしない弾き語りとはこのことでしょう。

　Ｍ様、お恨うらみ申し上げます。ただ飼主マリア様が本として世に出たのはＭ様のおかげなので表だっては文句は言えません。なのであとがきに書きます。

　今、あとがきを読んでくださっている読者様の中には「唄わないアコギって何？」と思われているかもしれません。僕が手を出しているアコギのジャンルは、インストゥルメンタルとかソロギターとか言われるジャンルです。簡単に言えば『唄わないアコギ』です。面白いのですが、難しいジャンルでなかなか上達しないのが悩なやみどころです。僕に才能がないという厳然たる事実からは目を逸そらすことにします。

　ともかく、とても面白いジャンルですので、興味がある方はチャレンジしてみてはいかがでしょうか？

　某軽音部アニメを見て、エレクトリックギターに挫折した僕のような人でも楽しめるジャンルであることは保証いたします。

　ここまで書いて、個人的な趣味丸出しのあとがきであることにようやく気づきました。原げん稿こうそっちのけでギターを触さわっているから締しめ切きりがいつもぎりぎりなんでしょう。非の打ち所がない愚おろか者ものとは僕のことです。

　こんな性格だから、２８８ページに収めなくてはいけない物語を３５０ページも書いてしまって、ページを削けずるのに苦労したり、ただでさえ登場人物が多い物語に性しよう懲こりもなく新キャラを投入して、どうやってこの物語の風ふ呂ろ敷しきを畳たためばいいのか途と方ほうにくれたりするのでしょう。

　自じ虐ぎやくはこれぐらいにして、ここからは真ま面じ目めに謝辞を。

　まずは飼主マリア様のイラストを担当してくださったＢｏｕ様。今回も、可愛く深い味わいのある素敵なイラストを描かいて頂き、ありがとうございました。

　Ｂｏｕ様の手にかかれば、我が無ぶ様ざまな恥ち文ぶんの集合体である飼主マリア様の登場キャラクターたちが、生き生きと自由奔ほん放ぽうかつ楽しそうに動いて見えます。不思議です。

　なにより、飼主マリア様二巻を手に取ってくださった読者様に最大級のお礼を申し上げ、このあとがきを終えたいと思います。





二〇一一年十月　マナベスグル　　






　この本を書くにあたり、様々な本を参考、引用、誤用などに使わせて頂いております。




『孤こ独どくについて　～生きるのが困難な人々へ～』　中なか島じま義よし道みち著　（文春文庫）

『続・反社会学講座』　パオロ・マッツァリーノ著　（ちくま文庫）

『裏社会の歩き方』　丸まる山やま佑ゆう介すけ著　（彩さい図ず社しや）

『眠ねむれないほど面白い都市伝説』　並なみ木き伸しん一いち郎ろう著　（三み笠かさ書しよ房ぼう・王様文庫）











俺おれの彼かの女じよは飼主マリア様さま、妹いもうとはご主しゆ人じん様２
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